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全国バズ研究会学習会 98/11/22-23 於.内海 (う みねこ)

杉江修治

1 はじめに

バズ学習を「再び」捉え返す

①意義

②展開

③自分自身の関わりの意味                    ヽ

④世界の動向との突き合わせ

⑤今後の方向性

2 バズ学習の意義
・
{1)塩田先生によるバズ学習

キーヮード:人間関係が教育の基盤/学習は学習者の主体的活動/認知的目

標と態度的目標の同時達成/評価の本質はフィードバック/研

究的実践

(2)3つの特徴と11の基本仮定

(3}杉江の再整理の試み

3つの基本仮定と実践の3つの留意点と1つの構え

(4)バズ学習の教育目的

3 バズ学習の実践研究の展開                    ｀

(1}展開を追う意味

(2}展開の概要

4 世界の動向との突き合わせ

(1)協同学習への関心の高まり

①協同や人間関係の教育における重要性の確認

②協同学習の研究からの示唆

5 今後の方向性

(1)協同学習の紹介と人間関係の重視の観点を広げる活動

(2)中教審、文部省の出す方向を提え返し、実質的、実効性ある実践づくり

6 広島県豊高校区教育推進協議会の歴史について

資料:バズ学習の意義と展開(中東大学教養識叢 39-| 1998)

地域課題に応える幼・小・中・高―貫教育態勢とバズ学習(中東大学教養論叢 39-2 1998)
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第30回 全国バズ学習研究会 資料

総合学習 “登場"の意味するもの

南山大学 石田裕久

なぜ総合学習なのか ?

。画一的価値観による社会から、多様な価値観の必要とされる社会へ

。情報化社会の進展による「能力」概念の変化

・豊かな社会におけるモノとココロのあり方の変容

↓

① 「教科」指導主義の限界

「動機づけ」がなぜ必要だったのか

②教師に求められる資質の変容

斉一的、組織的な資質向上システムの機能不全→教員個々人による資質向上ヘ

2 教不斗の壁をどうのりこえるか ?

(1)必要な意識変革

「学習内容は教師が組み立てた方が効率的だし、体系的な知識が与えられるJ

行卜ためヽしじ乞すt耳脅ん'・

'/}(2)壁ののりこえ方

①特別活動

②単元によって授業時間の軽重をつける

③教科間で関連性のある単元を結びつける‐/オ~

(注)1単位時間は50分、※は現行の選択教科のうち、
外国語は各学年ともlo5-140時間

孤ずと:
中学校の年間授業時数■

(カ ッコ内は現行 )

ゝ 1年 2年 3年

国 語
140

(175)

105

(140)

105

(140)

社 会
105

(140)

105

(140)
85

(70-105)

数 学
105

(105)

105
(140)

105
(140)

理 科
105

(105)

105

(105)
80

(105-140)

音 楽
45 :

(70)

・́ 35
(35-70)

35
(35)

美 術
45
(70)

35

(35-70)

保健体育
90

(105)

90

(105)

90

(105-140)

技術・

家庭

70

(70)

70

(70)

35

(70-105)

タト匡l言吾 105 105 105

道 徳
35
(35)

35

(35)

特別活動
35

(35-70)
35

(35-70)
35

(35-70)
※選択

教科
0-30

(105-140)
50--85

(105-210)
105‐-165

(140-280)

総合的
な学習

70……100 70-105 70-130

980
(1050)

980
(1050)

980

(1050)

鵬小
学

校の年間 l受 業時数日
(ヵ ッコ内は現行)

ヽ 1 年 2  年 3  年 4 年 5  年 6  ■F

国 言吾
272
(306)

280
(315)

235
(280)

∞

１０

175
(210)

社 会
７。

１０５

８５

‐０５

90
(105)

1∞
(105)

算 数
150
(175)

150
(175)

150
(175)

150
(175)

理 科
７。

１０５

９。

１０５

95
(105)

９５

・０５

生 活
102

(102)
105
(105)

音 楽
70
(70)

図画工作
70
(70)

60
(70)

50
(70)

50
(70)

家 庭
60

(70)

55
(70)

体 育
９。

‐０２

９。

１０５

９。

１０５

９。

１０５

90
(105)

９０

１０５

・道 徳
35
(35)

35
(35)

特別活動
35
(35)

35
(35)

35
(70)

総合的
な学 習

105 105

840
(910)

945
(1015)

945
(1015)

945
(1015)

(注 )l単 位時 F11は 45分



自分や紳闘種見轟目,種薄て轟
籍事機鐘導

・

岐皐県中津JII市立坂本申学校

松井 紀史朗

以下に述べるのは中学校 1年生の春の遠足での実践である。

かせてい.た だく。

まず、遠足の概要について少しふれておく。

学年主任という立場で書

・呼称  「根ノ上口`ン グウォーク」

・期日 平成 10年 5月 27霧
・行程 クラスごとに 5分間隔で学校出発 → 林道を経て「根力上高原キャンプ

場Jへ→ キャンプ場にて昼食「フリータイム → 下山

※  「根ノ上高原」:坂本中学校から約 10獅南に位置する標高約 950mの 高

原。中学校との高低差は約 700m。 林道はあるが、
・
整備

されておらず、ぬかるみ等を伴うなだらかに続く坂となっ

ている。やったり歩くと4時間程度で登れる (はずあむ。

・学年テーマ「全員が笑顔で歩ききる根ノ上ロングウォーク」

1年生で願う姿は、

自分や仲間の可能性を肯定的にとらえる子

である。                               、

少し詳しく書くならば、「自分も結構やれるんだ。」と実感できる予、「みんなもやれ

るんだなも」と見ることができる子を私たちは願っている。

人FHIは 「やれそうだ」と判断したことについてはかなり苦しいことに対してでも集中

して取り組む。場合によっては自分の力以上のものを発揮することもある。  1
そうした「頑張りの素」である「けっこうやれそうだ」という感覚を身につけた生徒



に育てていきたいと考える。

1また、自分だけをそう見るのではなく、仲間に対しても「お互いにそういう存在なの

だJと いう意識を持って接することができる子にしていきたい。

新入生である。施設、設備や教師に対する緊張感を持っている:ま た、「いよいよ中

学生になったんだから、
′
頑張らなくてはいけない」ヽという漠然とした意気込みと期待を

持っている。

ただし、小学校とメンバーが変わらないので、これまで 6年間に培ってきた人間関係

(互 いの位置づけ)は変わっていない。したがって、「あの子は勉強ができる子」「あの

子は自分よりも強い子」という序列めいたものも持って入学してきているといえる。つ

まり、お互いの見方が固定化されている。「決めつけた見方」が定着している。自分に

対しても仲間に対してもそうである。

また、行事についても、例えば「遠足といえば、弁当+おやつ=楽 しい」という概念

を持って入学してきている。場合によっては、「行事は楽しければいい」というかまえ

でさえあるこ

「手段としての行事の価値を明確にすること」と「学級や学年の活動を個llJ指導

の集合体ととらえ直すこと」によって、行事の活動が教育的なものとなる。

1,行事の持つ価値を明確にする。

2,「全員が笑顔で歩ききる」というテーマを設定することで、仲間との関係にお

いて自分の生き方を見つめるための視点を与える。

3,「遠足を通してどんな自分になりたいのか」と、常に自己を見つめる視点から
｀のはたらきかけをし、「個」を視点として、行事の持つ意味と目的を意識した

活動ができるように援助する。
 ` 轟
『 ノ ●臨議 」



行事の価値を次のような形で明らかにすることを試みた。

遠足の活動を

○中学校に入学した直後の不安が少しずつ解消され、、それなりに生活のベー

スをつかみ、おどおどせずに生活できるようになってきているЪ .

○新しいクラスの雰囲気に慣れ、「中学生になったんだから頑張るぞ。」とい

う意欲を持っている。

● 「頑張ろう」とは思うが、何をどうがんばったらいいのかという点ではっき

りしたものが持てないで、悶々とする部分を持つ。

等担任の先生が一日中そばにいるという生活からの解放感もあ■て、活動が自

主的ではあるが、したいこととするといいことの区Eljが曖味になりかけてい

る。

という〔実態に対して

:
|

10「みんなが笑顔で歩ききろう」というテーマで根ノ上高原までの往復約20h i

l を歩 く活動                             |
l
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を通 して

:

:

|○ |「 したいこと」よりも「するといいこと」を選ぶことの大切さ      |
|○精一杯頑張りきれる自分の可能性に期待を感じる体験          |
|○仲間や自分を見る時の新しい尺度               /   1
1___二 _____一 ‐―‐―‐―‐―‐―‐一――‐―‐■‐_"___‐ ―‐―……‐…‐―……,一 ……‐―。一“―ニー“_____‐ ―‐―‐―‐―‐―――――――‐J

を獲得する活動とする。

こうすることで、ともするとそれ自体が目的となってしまったり、私たち自身が生徒
の笑顔にごまかされて「楽しかった遠足」という実態がきわめて曖昧な言葉でまとめて

しまうことになりがちな行事が、生徒の意識を育てるための「手だて」夕として見えてき

た。

また、この定義を指導援助の方法を具体化するための足場としたことで、担任が次の

ような順序で見通しを持つことが可能になった。



① 活動の出口における学級活動の展開をイメージ

・クラスの中の誰にどんなことを学級活動の場で語らせることが、最も効果的な
のかを想定することに取り組んだ。

'⇒
クラスの中の数人にスポットを当てて継続的に生徒を見ていくことができ、自

分の手だての有効性の確認と修正に明確な根拠を持つことができるというメウ

ットに着目した。

②  「中だるみ」状態を乗り越えるための手だての準備
。取り組みの過程で起こるトラブルの中で、「あの時のあの子の姿が結果的に自

分を励ましてくれる結果となった」「あの時にみんなでもめたけれど、そこか

ら学んだことが遠足で生きた」等、「遠足の振り返り」で大切にする価値づけ

の足場を意図的に作る。

③ さらに、その前段階での意欲づけの指導のイメージ
「自分を変えよう」という内容の生活ノートの記事などを学級通信で紹介する。

その上に立って「学校での活動は,今までとは違う自分になるためにある。遠足

もその一つである。」と言い切る中で、願いを方向付けていく。

(1)学年テーマ設定について

学年のテ∵マを「全員が笑顔で歩ききる」と設定した。

本来ならば生徒たちに「どんな遠足にしたいですか。」と問いかけ、生徒たちの願い

をそこに反映させるという筋道を選ぶべきであろうが、ここでは教師主導で設定した。

こうした進め方については「教師が引っ張った」と批判的な意見をいただくことが少

なくない。しかし、前述したように「どんな遠足に… ?」 と聞かれても生徒たちの足場

は小学校でのイメージに限定されていることもあり、それなりの回答を難待することの

方が無理である。|それよりもこの遠足での経験を次の活動を考えるための足場とする方

が、,結局生徒たちのためである｀
と判断してテーマを設定した。

なお「全員が笑顔」には次のような意図がある。



。「笑顔」キま「楽しさ」「充実感」「顔で笑つて心で泣いてJと いつた多様な意味が

ある。それ故に指導の切り込み国となる。つまり、「どんな笑顔になりたいのか」

「何ができたら笑顔になれる自分なのか」を考えるためのアプローチができると

いう点に着目した。      `
。「全員が」は、いうまでもなく仲間との関係の中でめ自分を意識させるためであ

る。

また、遠足のコースについて補足するならば、いわゆる「曲」を選択したのは、「ど

の子にもほぽ平等に苦しい状況があること」に着目したからである。同じ思いの中で、

本気の励まし合いを体験させたいと考えたからである。さらに、「クラスごとで時間を

ずらして出発Jと いうシステムをとったのは「山の中で自分たちしかいない」という状

況を生み出すためである。

(2)活動の推進
心   ´

① 学年会で指導のイメージを持つ

【 遠足を「散歩」にしないために 】

ドラマを作る (ほめる場面)

① トラブル (もめごと・議鐵立)の場面

「こんなに頑張つているのに、なんでみんなは動いてくれないの ?」

② 苦しさをわかりあう場面

「あの子はそんな気持ちでいたのか… 1」

③ 自分たちだけでやり切る場面

④ ストップをかける場画
→ 数日前にストップをかける。

→ 登曲の途中でストップをかける。

※ どのパターンも衝撃的ですが、大切なことは本気で「行かない」Pも りで言

うことです。本気で中止する覚悟で:・・。そして、本当に帰ってくればよい

価値ある姿や者え方をクラスの室として1ま つきりさせる。

例えば「この子はどういう持ちでいるのかわかるか l」 とクラス迫る。「この子

がどういう気持ちでやつてきたか」に焦点を,あ てる。場合によっては担任が語 りた

い 。

蛇足ですが、当然、この場面ではその場にし～んとした緊張感が必要。やじだと

指導にあたつて学年会では次のような提案をさせていただいた。



か茶化す言葉に対してはビシッと「今は真lljな 話の時だ。」と言い切る教師の態度

がなくてはならない。

おまけ

登る途中で学級会や班長会をすれば良い。その場その場でリニダすたちに判断さ

せる場を設定し、ある程度それを尊重して進みたい。

【 活動の出□での学級活動に向けて常に行う指導について 】

絶対に|ますしてはならなしヽポイント

・必ず「価値づけ」をする。

→ その姿がどういう姿であるのか (い つ、どこで、どのように)を全員が知っ

ていること

→ なぜそうしたかを全員に知らせること

→ その姿がどうしてすばらしいのかを担任がきちんとわかりやすく語れること

。次に方向づけをすること

→  「すばらしい ! でも、自分にはできんな、ハッハッハ…。」とならないよ

うにしたい。

→  「自分もそうなりたい。頑張ってみよう。」という気持ちを喚起するために

は質的に同じような、しかし簡単な (あ るしゝは、本人も気づかないけれど価

値がある)活動に取り組んでいる子を紹介しながら、「チャンスはいろいろ

ところにころがっている」というフォローを入れる。

そうするためのポイント

① 当日、担任が事実をため込む

ちょっとした何気なしヽしぐさの中にも価値づけられるものがある。「仲間への

思いやり」を視点とすれば「ちょっと道をゆずる姿」「大丈夫 ?」 と声をかける

姿等、いっぱいある。

学級活動で中心的に取り上げる生徒とともに、「先生はこんな姿も見つけたよ。

ありがとう。」と紹介できる、そういう姿をたくさん紹介することも大切なので、

必ず事実をため込んでおく。必要ならばメモを…。

.② 当日、全員を視野に入れる

一人、さびしい顔をしている子はいないか? 一人でいい気になっている予い

ないか ?    ′

必ず一人ひとりの表情を見極めたい。そ して、解散するまでには必ず全員に声

かヤすたル 。ヽ

さらに、「この子をほめたいJとか「この子の、この姿をクラスに紹介したい」



と思った ら、必ず声をかけ、その姿のすばらしさをその場でほめる。こっそりほ

めてもいい。ただし、くどいのはダメ.場合によつては「どうしてそんなに頑張

れるの ?よかつたら生活ノー トに書いて教えてくれないかなぁ。」とさりげなく

宿題を出す。または、間接的にはめる作戦。「ここだけの話だけど、●●さんっ

ですごくいい子やね。実はこんなことをしていてくれたんだ。」

とで、何人かの子が少しずつクローズアップされる。

そうするこ

学級集団を育てるという視点でいえば、それは行事を通して「校風」ならぬ「学

級風」を育てることである。「校風Jと は「あなたの学校はどんな学校ですか ?」

と聞かれて、fFlえ ば「合唱と花の美しさを大切にする学校です。」と答える、そ―う

いうものを言う。同じように「あなたのクラスはどんなクラスですか?」 と聞かれ

て、メンバー全員が同じように「うちのクラスは警鬱を大切にしているクラスで

す。」と答えられる、そういうものの土台を遠足で作りたい。

② 出発まで鍛指導 ～璃纏での実践～

こうした学年での勉強会を経て、1組においてはK男 に焦点を当てた指導を展開した。

K男 は非常に誠実に努力する生徒である。殊に自分が講け負ったことについては実に

ねばり強く最後まで取 り組むなど、責任感の強さにまわりが驚くこともしばしばである。

しかし、今回の「根ノ上ロングウォークJにあたってK男 には大きな悩み事が出現す

る。彼は排便について非常に神経質になっていた。ふだん母生活でも、朝、自分なりに

すっきりとした排便ができないと、「授業中や体み時間に トインに行かなければならな

い…」という強迫観念めいたものに襲われる傾向を示す。まして、これが 「根ノ上ヨン

グウォーク」という、途中にトイレのない長い道のりを歩く活動となると、その悩みは

深刻である。

そこで、担任はK男の悩みを共感的に受け入れつつ指導した。

主な指導内容 :ま次のようなものであった。

ア、悩みは誰にもあるという立場から、「根ノ上ロングウォークJに あたっての不

安をアンケー ト形式で集める。

イ、それを無記名で掲示する。

ウ、掲示したものについてア ドバイスを書く欄を設定し、三いに無記名での相談活

動を行う。          :
工、状況が整えば、K男がそうした悩みについて語る場を設定する。無理な場合は、

他の生徒に語らせつつ、心理的圧迫を軽減させる。

担任はまず、学級通信で次のような「不安Jを紹介した。



轟こもぁる20X機 も歩く不安
・歩 iナなくなるのがちょっと心配

・ 20K鶴も歩いたことないから最後まで登れるか心配ニ
。ちょうと胃が悪いから後の方でえらくなるかもしれない。

・途中でたおれてしまわなもヽか心配.

・前日と後の国両方 Iこ部活があって疲れが残らないか心配.

・途中でおもヽていかれそうだ。

・歩ききれないかも。ついていけないかも。

・途中おなかが痛くならないか.

・ひざが弱ぃから歩いているとき心配。

・違距灘とか苦手だから歩ききれるか心配。

・本当は歩きたいけど歩くのがだめだからすぐつかれたりして。

・前に登ったとき頭が痛くなってすこしおんぶしてもらって登ったことがあったか

ら登りきれるか心配。

・ トイレがしたくなったらどうしよう.

・ トイレが心配。

・部活で星が痛くなるかもしれない。                  ＼

・歩くの1ま震れなもヽ。だから本当にみんなに悪いと思う。

・みんなに迷惑かIするかも。

・笑顔ってしヽうのが心配。

・つかれてベースが落ちるかも.

・足 :こ まぬができて痛くなって歩けなくならないか。

・ Iすがをしないか心配。

・班をまとぬられ儀かが心配。

・ トイレ、腹が痛くなる二体調鍛こと心配。

「楽しい遠足」、つまり「全員が笑顔」というテーマを大切にしようとすると、これ

らは生徒たちにとってお互いに何とか乗 り越えていかなければならない課題でもある。

生徒たちは予想以上に真剣に受け止めた。

遠足の話が出るまで 「たかが遠足J「遊びに行くのと同じようなもの」ととらえてい

た生徒たちだっただけに、「往復 2 0km」 「根ノ上高原」という条件によって、「中学校

では大変なことに取 り組むのだ。いい加減ではすまないぞ。」「中学校で初めての活動

でへこたれているわけにはいかない。」という意識が強く働いたのであろう、こうして

出し合った不安は決して人ごとではなかった。

ただし、その意識は「仲間のために」というよりも「自分がもしそうなったら大変だ

か らJと 、「自分のためJであったと考えられる。しかし、活動の出発地点における指



導として、K男 にとって「みんなもそうなんだ。Jと感じることができるものであった。

それをきっかけとしてK男の表情が和らいでいった。

そうした活動を土台として、次に「あなたはこの遠足で何ができたら笑顔になれます

か ?」 という問いかけをし、生徒たちの回答を集めた。自分に対して厳しい視線を送る

場として設定した。                      /
そこでの回答はおよそ次のようであった。一部を紹介する。

あなた自身の成功とは

鈴木 健 ・・ぼく1ま輩長としてじゃなく普通で人に接してあげられて信

頼される、信頼してあlfる 事ができれ!ぎ成功です。

奥村麻衣・・私はできれば一番上まで登りたぃ.でも誰かがえらくなっ

たりしたら一番上まで行けとは言わなしヽ。私Iま全員で登れ

れば私として成功だと思う。

申谷洋介・・帰って来てから『 Iま ぁ一つかれたiす ど、今日の違足 Iま楽し

かつたなぁ』と思えたら大成功.

三尾直巳・・ 20K繭歩けて楽しかったと思え鶴のが自分として大成功

斎藤舞・・・違足が 顧楽しかった週と思えれば成恥だと思う。そのため

にはみんなが笑顔で行ければいもヽと思う。 35人が実顔じゃ

ないと鐘分も轟しくないから。

霧嘉葬
菫30友達を増やせたら成功です。

佐議格子 0・ 全体として歩ききれ走らとあ儀けど私Iま全員が歩ききれな

くてももヽいからJ酪から笑藤乱 けヽれば成功だと思鶴ヽます.

あるききることが扇的じゃなもヽから。

荻野瞬目香鬱ふだん議すのが少ない子とたくさん鏑せて少しでも伸良く
なれたりすることができれば成功です。

伊藤業・・・友達を増やして 1組の議かがもし、つらそうな顔をしてぃ

たら麟ます言葉が自然とでたら成功です.

松葉公之介 彗
鍾く1まクラ尋の中にまだあまり知らない人がιゝるので根ノ

上まで登って知らなもヽ人磯ことをわかったら成功です.

本村泰子・・自分もふくぬて拳んなが『もう轟園行きた難ヽ。ま『楽しかっ
た。遍など言えたら成功だと懸う.そのたぬ:こ 1まみんなが
しゃべれたらもヽもヽと思う。

軍国庸太 :・ 気持ちが悪しヽ人やもうつかれて歩けなくなった人のベース
にあわせてあげられたら成功です。

ここに見られる生徒の声から考えるならば、生徒たちは「全員で行こうとすることに
価値があるJ「互いの思いやりや励ましを大切にしなければいけない」と考えているこ
とがわかる。



ただし、「励まし合う」という行為については具体的なイメージは持てないままであ
ると考えられた。それについてはしかたがなことである。活動当日にその場で体験でき
ればよいと考えた。

こうしたクラスの子たちの考えにふれて、K男 は自分の悩みをクラスの子たちに語っ

てもょいと担任に申し出た。お互いに不安を抱いている中であり、「ハイ
・
キングのよう

なつもりでは行って来られないかもしれない」とさえ考え、緊張感を持ち始めていたク
ラスの生徒たちにとって、K男の悩みは特別なものではなく、かえって「自分にもあり
がちな心配ごと」として共感的に受け入れられた。

それどころか、「実はぼくもそうなんだ。」という意見も出始めた。そして、「心配ご

とはみんなも持っているんだ。」「だからこそ励まし合っていこう」というムー ドが高
まっていった。

そうしたムー ドを担任は次のようにまとめ、方向づけた。

『胃が弱いからよくおなかが痛くなることがあります。』と言うてくれ

たK男君の心の裏側には、この学級の全員にはぼくの気持ちを知っても

らいたいという願いがあってのことです:誰 しも自分の弱さを言うのは

勇気のいることです。先生もそうです。しかしK男君はその壁をのりこ

えてみんなの前で話してくれました。大変立派なことです。

またK男君は学級日誌の最後にこんな気持ちを書いてくれました。『み
んながわかつてくれてよかつた。』と。きっとみんななら自分のことをわ

かってくれる、支えてくれるという思いがこめ気持ちに表れているのだ
と思います。

Rさ んも根ノ上に行くまでにたおれそうになったらという不安をかか
えながら自分の足でできれば一緒に歩きたいと願っています。
誰にでもある不安を支え合う姿がこの学級での一番のねらいですね。

こうした事前の指導の結果、遠足が終わってから生徒たちは次のような感想や意見を

持っても́ゝる。代表的なものを紹介する。

『菫連辣鼈魃芍隧遷巡 中根 百美

となりの子はいつもはほとんどしゃべらない子で:す ごく心配だった。20mな
んて長い間、いっしょにしゃべっていけるかどうか心配だった。

だけど、けっこう話しやすく、私は楽しく行けた。
「クラスの人、全員、友達だ」と思っていたけど、なんか「友達が増えた感じJ

でうれしかうた。笑顔で話せたし、笑顔で話してくれたと思う。

行きのMく んはものすごくえらそうだった。かわいそうなくらい息が荒かった。

Mく んはいつも、私たちが何か話しているとそばに来て文句ばかり言うからはっき



り言ってあまり好きじゃなかったけど、今回の遠足でMく んを助けてあげている人

を見て、好きとか嫌いとかじゃなくてやっばり「助けてあげなきゃいけない」と思

つた。Mく んは途中から救護の車で行っちゃったけど、朝幹日の朝の会)「…みんなのお

かげです。」って言ってくれた時、すごくうれしかった。「助けてあげてよかったJ

と思えた。文句は言ってくるけど、前より好きになれたと思う。(後略)

③ 当日の指導 ～4組での実践～

学年で歩みをそろえて指導してきているので、どのクラスでも 1組 と同じよデな意識

でスター トしていった。

最後から2番目に出発した4組だったが、次第にペースが落ち、最後 ri_出発した 3組

に抜かれた。足のけがをおして参加したY子や体力に自信がないH男 が後方に下がり始

めた。まだ、林道のはるか手前、舗装された道路でのことである。

そうした子のぺ∵スにあわせてクラスの子たちは歩いた。途中で荷物を持ってあげた

り、休憩を取ったりしながら歩いた。

林道に入るまでにかなりの休憩を取った。林道からが本番である。金傾斜が少しきつく

なる林道にはいると、歩みがますます遅くなった。 2時間以上経過していた。もう他の

クラスは先の方に行ってしまい、4組のメンバーと担任だけが林道を歩いているという

状況であった。

天気がよく、汗ばむほどの陽気だったということもあり:遅い子はますます遅くなっ

たが、それでもクラスの子たちはそのぺずスに合わせて歩いた。お昼を過ぎてもまだ頂

上が見えてこないので、体懇のついでに学級委員が中心となって学級会を開いた。議題

は「昼食をどこでとるか」。予定では目的地のキャンプ場で昼食を取 り、少しのフリー

タイムをはさんで下ぱ1の はずである。他のクラスはもう昼食をとっている時刻。

「ここで食べたい」「もっと歩いてから食べたい」という意見が措抗する中で、最終

的に学級委員がY子と H男 の意見を尊重することにした。Y子は「つらいけれど、み

んなに迷惑をかけたくないから歩く。」と言い、、H男は体調不良により、救護の車に乗、

ることになった。

再び進み始めた。歯を食いしばって歩くY子の荷物をみんなで持ち、「頑張って一。」

と声をかけ合って進んだ。

時間は午後 2時 をかなりまわった。目的地までかなり近づいていた。しかし、そこで

担任が学級執行部を集めた。学級執行部の生徒たちからヤま「このまま進むのか、ここで

食事をして引き返すかを話し合おうJと いう意見が出された。すぐに林道で学級会を開

いた。

「せっかくここまで来たのだから遅くなっても目的地まで行きたい。」「もうここが

限界だから食事をして帰りたい」と、しばらくや りとりが続いた。そういう中で担任は

「今は『どうしたいか』ではなく『どうするといいか』を話し合わなければいけない。

こういう真ellな 場面では『どうするといい′か』といぅ点で発言しなさい。」と指示した。



|し ばらくの沈黙の後、「目的地に行くことが僕たちの目的ではなかった。」「一番大切

にしたいのは、『全員が笑顔で』ということだった。J「それに今から歩いて目的地に行

ったとしても、帰りのことを考えるととても無理だ。」「こんなに励まし合ってきたこ

とは初めてだった。これだけで十分『全員が笑顔になれる』は達成できたんじゃないか。J

という発言が続いた。その結果、そこで昼食をとって休憩した後、下山することに決定

した。時えは午後 3時 .ス ター トして 5時間 20分後の昼食であった。。

このクラスでは、次のような感想が見られた。

『いるんな人がわかった」 攘議 農太

当日の朝、みんなはなんかいつもより静かに見えた。廊下を走っている人も少な

くこ教室でおにごっこをしている人もいなくて、なんか変だった。運動場でならぶ

ときも、私語がなかった。

スター トした。Mく んがス トップウォッチのボタンを押 した。工業団地に入るま

では、歌を歌ったり、列でならびながら笑顔で話したり…と楽しそうだった。が、

出発して約 1時間ほどになると、その笑顔は消えて、かわ りに汗とえらさが出てき

た。ぼくの少し前を歩いているSく んがえらそうだったから、「かばん、持ってあ

げようか」と言つたら、 Sく んは苦しそうな顔なのに「まだまだ大丈夫 ! アハハ

ハ、ウォリャ～ッ。」と言って走って見せた。でも、 Sく んは背中を丸 くして坂を

登っていた。それからも2, 3度同じことを言ったけど、同じような返事でまた笑

つて見せた。

途中からはかばんを持ってあげたけど、いつもはあまり目立たない (!?)女 子や、

Sく んの頑張 りを見て、ぼくも「授業の時だ iすがその人の頑張りの場じゃないんだ

なぁ。Jと憲い、この人はこんな |こ頑張る人なんだともわかった。

「根鍮上国ングウォーク」 三尾 俊

林道の登 り回ぐらいから、みんなどんどんベースが落ちていった。次々に「えら

い。・・。」と言う人が増えてきた。すごくゆっくりなベースになってきた。みんなは

ゆつくり歩しヽた。足を引きずるYさ んにあわせた。

そ したら、「このままのベースだと目的地につくことがむずかしい。」という話

になつてきた。林道で学級会を開いた。学級委員のMく んが 「このベースで目的地

まで行くと、帰りが 7時 とかになっちゃうかもしれんもんで…、どうしますか ?」

と言った。すると何人かが 「何時になってもいいで、目的地まで登 りたい。」と言

った。「だけど、時間がないから…。」という意見も出た。結局、近くの広場で昼

食をとることになった。みんなの意見がまとまった。ぼくはその時、心が熱くなっ

ていた。学級会が終わって近くの広場でごはんを食べた。

最後の最後まで助け含いのできたことが、ぼくたち4組の最高の宝だと思う。



本稿冒頭で示した「願う姿 J、
「自分や仲間の可能性を肯定的にとらえる子」に、十

分とは言えないが、かなり近づけたものみ考える。

それは、次の作文に代表される。

「えらかったけど・・・重 小池 優子

「根の上なんて楽勝や…!」 という男子の声がして、「なんだ、楽ならいぃじや

ん。Jと思う。
~は

じめはすごく「楽じやん」とか思いながら歩いたが、すごくゆつくりのベース

だった。でも、これがけがをしているYく んにとってはすごくたいへんだと少しず

つ思う。

だんだん坂が急になっていくにつれて速度がゆつくりとなる。自分では「まだま

だ…」と思いながら歩いたが、思ったより暑いしえらい。頭がくらくらした。日東

工業が見えてきてうれしかったけど、えらさが増してきた。その坂の途中で楽そう

に見えたAく んがばてていた。私もみんなも「大丈夫 ?Jと声をかけあつた。ある

子は荷物を持ってあげていた。なんか、そういうのを見ていて「自分もえらいはず

なのに持ってあげたり声をかけあつて、 1の 3の 中ではみんな信頼しあつているな

あ…・.」 とうれしく思ったりもした。「自分だけがよくてもダメだ。みんながよく

なければ―。」と思えるようになってきた。素直になれたのかもしれない。休憩で

お茶を飲んだとき、「お茶ってこんなにおいしかったっけ…」と思い、「よし、も

ういっちょ頑張るか!!」 と思えた。

4組が止まっていた。「頑張つて l」 と言つてくれた。「違うクラスなのに…」

とうれしかつた。後ろの方の男子がまた頑張ろうという意味だと思うけど、歌を歌

ってくれた。音痴だったけど「頑張ろう !」 と言つているように聞こえて、「うん、

頑張ろう !」 とような意味で一緒に歌った。

林道に入つた。足場が悪かつた。先頭の人が、気を使つてベースを落としてくれ

た。みんなははじめは声をかけあつていたけど、登るにつれて顔が消えてきた。そ

れでもリァダーは歌を歌ったりして励ましてくれた。でも、みんな一人の世界に入

り込んでいた。でも、休憩の時間にはみんなに笑顔がもどった。

ちょっと行くと、高い草の壁みたいなところがあつて、Tく んが登っていた。「

やめろ～つ」とみんなが言つた。でも、私にはわかつたもTく んはふざけていたか

らじゃなくて、みんなをもりあげようとしていたことが・・・。それに気づいたら少し

笑顔がもどうた。みんなも固まっていた表情がやわらかくなっていた。 (

それでも少しずつ女子に疲れがみえてきた。足を気にする子もいた。先生やリニ



ダ■が「このままで本当に笑顔で登りきれるか」ということでミーティング。「こ

のままじゃ笑顔で登れんなぁ。だって男子は楽勝かもしれないが、女子のほとんど

は疲れ切っている。J…・、その時、先生が「女子でえらい子は手をあげてごらん」

と言つた。私は手をあげた。その後で「男子にかばんをもってもらうか… ?」 と聞

いた。そんなの男子は絶対にいやだと思う。自分も疲れているのに他人のかばんを

持つなんて…。私だったらきっとそう思う。

でも1 1の 3の男子はそんなふうに女子を見捨てなかった。自分から進んで「誰

でもいいでもってやる。」と、たくさんの人が言ってくれていた。…でも、今度は

女子から「持って一。」なんて言いづ らい。「やっぱ無理かなぁ。Jと 思っていたら

Wさ んが 「持って下さい。Jと 男子に頼んだ。私は正直に言うと、その瞬間は「男

子に頼むなんて図々しく見えるのではないかなあ…」と思っていた。でも、Wさ ん

は「1の 3の男子は図々しいなんて思わない」と信じていたんだなぁ。ちょっとう

らやましいと思う。

そ:の後から、私は「誰でもいいから持ってください。」とたのんだ。Nく んが自

分から進んで「もってやるわ。」と言った。この時、私はどう思ったのだろう。も

う、うれしいとか助け合いとかじゃないと思う。それを越していた。かばんを渡す

時、かばんは信頼のパ トンだったかもしれない。そう思って「お願いします。」 (も

っとたくさんの人と信頼できますように…)と思う気持ちだった。

かばんを持つ人:ま増えてきた。そんな、かばんを持ってくれる人を見ていて「も

う頂上に着けなくてもみんなで一緒に頑張れたこと、男女が関係なく支え合えた。

もう 1の 3は最強だ。」と思った。

上の方を見上げると、またうれしいことがあった。けがのため途中から車で参加

したYく んの姿があった。みんながそろったので「どこで弁当を食べるのか」につ

いて話し合った。「でも、せっかくここまで来たんだか ら上まで行 こう。」という

ことになった。でも、めっちゃえらくなってきた。しゃがみこんだ時、誰かが「小

池、かばんを持つてやるで言えよ。」と言つてくれた。励ましてくれた後のリーダ

ーさん、本当にありがとう。

ため池が見えた。 1の 3全員ですばらしい景色を見た。心が笑顔で満関の花が咲

いた。

前に}まず～っと続く長い上り坂。「ほそう道路に出て左ね。」と聞こえてくる。

でも、まだまだ見えない。やはりえらいから黙々と歩く。一人の世界に入ってしま

う。「なんでこんなことをしなければならないの… !」 と、考えたらきりがない。

「あきらめればいいじゃん、やめればいいじゃん:そ うすれば楽やよ。」と、心の

中でつぶやく。 Fで も、そんなことをして挫折 したりしたら、今まで一生懸命歩い

てきたのに…。」と言い返す。

やった～っ、ほそう道路に出た :こ ういう道路なら絶対に楽。…けど、その道も

長～く続く。みんなに遅れながらも走って追いつく。道の横で休憩。みんな寝転が

っている。「お腹がすいた～っ l」 と聞こえてくる。そ りゃぁ、 2時 ぐらいになっ



たんだからお腹もすく。その時、一つの提案が出た。「ちょっと先にある広場で弁

当を食べようか ?」 …・。とにかくそこまで行った。行ってみるともう目の前には目

的地のキャンプ場が… !「行 こう !」 とみんなが言う。やっぱうれしいιもう少し、

もう少し。 2組が旗を振ってくれている。保古の湖を通る。橋を渡 りきる。
^着 いた

～っ ! 先頭で出発した 1組はもう帰るところだった。

弁当がおいしかった。みんなで歌を歌おう、そこで歌った歌はきっと忘れないだ

ろう。

さぁ、出発。円陣を組む。すごく大きな声。よし、出発 !

またまた歩く。Nく んが「かぱん、持つでぇ…。」と言って、 5つ も持っていた。

「大丈夫かな ?Jと心配になった。行きもずっと持っていてくれた。疲れが出たの

か、体調がよくな砕みたい。そんなNく んを見ていて、もうよくわかんないけどか

って「Nく ん、かばん、持つよ。」と言っていた。一人でも欠けたら 1の 3にはな

らない。疲れている 1の 3の仲間を見捨てるなんてできないと思ったから持ってし

まったんだろうか ? そこらへんは複雑。

ず～っと、そうやつて持っているつもりだったけど、体はとても正直で、ズ～ン

と疲れがましている。でも、Nく ん }ま もっとたいへんだった。そう思うと「バ トン」

の意味を考えなおしてみると、持ち続けないわけにはしヽかなかった。

苦しそうなNく んだった。最後にはとうとうぱてた。車に乗つた。涙を流してい

たこでも、Nく ん、めっちゃ輝いとったなぁ…。

車に乗ったNく んに「あなたの分までガンバリマスJと いう気持ちを送った。

私は、この遠足を通して「人を大切にすること」「人から大切にされるよろこびJ

を知つた。そして、集国での動き。みんながらんなに協力する姿。自分と立場を置

き換えて者えることができた。とっても長い時間ですごくえらかったけど、大切な

ことをちゃんとわtillれて、初めて心から「笑顔で登ること|こ こだわって本当によか

った」と思った。

伸 FETの 大切さ。そして、自分も大切にされていた。根の上遠足は 1の 3の宝です。

以下、仮説と具体的方途の有効性についてふれたい。

(1)学年で遠足の価値を見定めたことが、指導をシャープなものにした。

中学校入学直後の遠足の価値を見定めたことで、コTス選択や指導の方向が意図的な

ものになった。

どのクラスでも「全員が笑顔で歩ききるために自分ができることは何か。」という視

点での投げかけがなされた。それによって、体み時間の廊下での生徒の雑談の中に「う

ちのクラスでは一。」「うちも…。Jと いう会話が成立した。

これは「どのクラスもそういう歩みをしているのだJと いうことを認識し、「中学校



の遠足は楽 しいだけでなくて、自分や仲間のことを真剣に考える活動なのだ。」と感 じ

させるに十分な出来事であると考える。

そういった雰囲気 (難 しくいえば「集団の規範意識」)を生み出せたことに大きな成

果がある。

どの先生も同じ視点でほめ、認めるということが可能になったことも、ここで紹介し

たような思いを生徒たちに持たせるために大きな意味があったと考える。

また、教師の側から見ると、ともすると活動の意味や目的を曖味にしたまま「まあ、

だいたい昨年どおりに…」という、「楽しくピクニシクに出かけるような気分」で企画

が素通りしてしまうことが少なくない現状の中で、気持ちを引き締めて遠足に取り組無

と生徒たちがこんなに変わるのだという経験できたことは、非常に大きな収穫であった

と考える。

(2)意図的なテーマ設定と「常にテーマをもとに判断するJこと:こ よって生徒の視点

が焦点化された。

行事の価値をもとにして指導を構想し、常にそれを足場として半1断するように働きか

けたことが有効にはたらいた。

過去の失敗を例に挙げるなら、テーマの決定を「自主性を大切に」という名目で生徒

にまかせておくが、テーマは出発式_と 解散式に登場するだけということがあった。今回

もそうしていたら、あるいは遠足の活動が 「楽しい」とか 「山登 りは大変だった」とい

うだけのものになってしまっていたかもしれない。

今回の遠足では、テーマについては生徒の自主性は重視されていなかったと言えるが、

テーマをもとにした活動については、生徒たちは自主的に考え、自分の活動としてとら

えていた。活動の場での自主性や主体性は大切にしたと言い切りたい。

(3)常 に「個Jを意識し、生徒の反応の多様性を調めたことが、生徒が自分や仲間を

見る目を広げた。

例えば 1組の実践で紹介したK男の悩みは、ふだんの生活の中で告白すると場合によ

つては嘲笑の対象となってしまう危険性がある。

遠足の取 り組みの指導にあたって「個Jに視点を当てたことは、すなわち「いろいろ

な子がいる」「生徒一人一人が前と違う自分になろうと努力しているのだ」というとこ

ろに教師が立ち返ることである。

教師がそういう視点で指導にあたるから、K男の存在も尊重されるように指導が展開

され、K男 自身も充実感を持って活動を終えられる。

これまででしヽうと「点数が下がった子がいるのに『クラスの平均点が上がった。』と

拍手するような指導」をしてしまうことがあったが、そうした点を反省し、「学年や学

級での活動を個Bll指導の集合体」としてとらえたことは、生徒たちの見方を「互いを肯

定的に見る」方向へ変えるために有効であったと考える。



(1)3学期に、「それまでに学んだことなどを発揮するような、総含的な行事Jを計
画するなど、年間を見通した活動プランを持つこと

一つ一つの行事について、その価値を明確にしながら年間の計
・
画をまとめる必要があ

る。必要がなければ、行事を年FE7計 画からカットする。

また、それだけなく一つ一つの行事で学んできたことを生かして取り組むような活動
を計画しておく必要を感じる。それによって、活動の意味や意義がより目的的にものと
して生徒の中に落ちるはずである。例えば「自分たちである一日の時間割をつくって、
自分たちで活動する日」を設定すれば、そこへ向けての自頃の指導も生在の目的意識も
変わってくるはずである。

そうした形のダイナミックな取り組みをしていきたい。

(2)生徒の意識をデータとして客観的|こ把握すること
0

教師の目による観察も大切ではあるが、客観的な尺度による生徒理解、データの蓄積
などの必要性が感じられる。各方面で研究されている様々な質問紙を用いた方法の中に

そうしたものを求めてみたい。

基本的に、教師と生徒の関係に於いて生徒理解はなされるものであるが、それを補う

意味に於いて客観的なデータを用いたい。そして、「生徒がどうしてそういう行動をと
つたのか」「そうしなければならなかった理羹はなにか」だけでなく、その背景にある
(場合によってヤま本人も自覚していない)要因について多面的に考察したい。

そうした生徒理解をもとにして行事の価値を見つめることが活動の質的な高まりには
必要不可欠であると考える。「行事で育つ生徒から行事を育てる生徒へ」の変容は、そ
うしたところから生み出せるものではないかと考える。自分の日と勘と経験を頼りにす
るかのような、職人の業のよ/う な生徒理解に留まっていては生徒の変化についていけな
いのではないか。

積極的に活用したい。



ノミ メヾ 的 手 漉

伸 mと 場

を 生鍾 か し 式L学 級 づ く り

関 か り を 学 ぶ 学 習 奄

重 視 し て

思購市立水堂だ`学校 西村久美子

[0 ]よ 導越}まこ
続家族、少子化の現へ、子 どもたち‡まコンピユーターザームでやひ と

雫遊び に夢中である。薦 りとの関わり壮持つ機会や心甍はも無 し`は等 し

砕ヽ環境に置かれてい巻。いつも自分が中心である。自分の意に反するこ

ととされゐことに対 しては、依は‡こ反応 してムカツき、自分聰悪慧ヽ選 リ

にならなければ枠亀bLも してキンルという不安定鍮纏神状態はす ぐ躊つ

ていは。そうなな し`とき麺、さ議ざまのことに対 して、気鯰∫ひ 患無轟情

で轟る。

学なづ くりのまず第~歩 鐘、こりまつけ錬贔韓置珀れていは児量輻実

けを頼確をこ鑢露 ゆ趙鰈するところ鑢まらなければけらない鯉彎九ろ。

%在 、4年生靱担錘彎了なが、兄量は畠会つた饉縄、見童の姿がなか

なが見えてこなか惨摯。時にけんかするでもなく、轟画だつては間題が

無導よう装思えた。
｀

1じ
｀
かし、決して待が良馨ゝとも悪えなかつた。

このような学畿饉児童 をどう鍵た、どりよう装学級づ 砥りを進めて むヽ

なが、撼 掛実議で轟なが、連べてみたい .

炒筆挙な不く馨蝙『学なけ賛奮晰瘍立霙』切々

人間尊重の精神 に徹 し、心豊かな

思いや り鉾ある子 ども徹育てる

。筋みちだてて考える力奄育てる (考 える子 )

。他人を思 しヽやる心を養ラ (伸 よくする子 )

。たくましい心 と倅 奄育で発 (元気な子 )

。勤労の喜ぴ と賛任感を養 う (機 く子》      __



まだまだ 寵己中心的な児童が多 く、薦 り働者たち と機関わ け

が うすい。教師の指示や注意 されることに対 しては敏感である。

しか し、行動に継続性 はみられない。表面的には大きな トラブ

ルはなく、一見平穏無事な児童集団であるようだが、発せ られ

る言葉には、人を機つけるような内容や言葉のきつさがある。

学力差 lr■ 大きく、できない子の中には、あきらめを通 り超 し

て当た り鱗のように受け取つている感さえす る。授業中の発言は

一部の児童にかたより、多 くの児童が受動的、または、無関心で

ある。

学 級 経 営 方 針

上。兄量の』ひな生 きて難 く学畿 轟糠 聰醗定

華轟凛畿定なこつ ¥ヽ でやな 場褥み韓つ 警ゝてまま、雛鐸麓や全

国大会 iこ お いて提 案

グループ活動 の活馬 ≧購発亀 e.・ スー バー 管一 ダー はつ 鍾も

戦 をゝ。全員に リー ダーの経

験 さ管 3.

みんなですはことの質 しさ量倅惑墓鸞儀・・・学畿購動の充実

“纂いかけ"が 蝙
磁
考えは

絆これを導 (権導

立纂止ま鶉、観 憔饉れる予り育%を 雹ざす

蠅重が糞もんで曲主鶉〕こ屹憔畿むは斃鶉工夫

賤鶉警 ゛デー ト・ I極だけ雹援
｀
量 か ら数 貯轟す工 夫

轟

４

５

轟

i

みになが 主人量

鮨んはでつ くな轟 しい 纏年 3録



3.実践をして

=言葉使いか ら仲間との関わりを考える指導 =

(1)道 徳の授業を通 して

◎指導案

道徳 轟穂学習指導案
1988.6.25

4年 3織

男子 19人  女子 1

(本 )

3人

轟 精 しヽさむ慧だ けが (友 だも〕

藝纏 多数の意見や儡見なこよつて決わつけて言つた言葉や誤 叩、何気

な く言つた言葉の量大さに熱づき、轟らな機ようとする態度 を

育てる。

指導 意ミあたつて  ｀

明鑢 :こ こうだ というものがつかめなひ鬱しか 機、なんだがべ :こ か

かは。それポ価を約がはつきり機ないとし`つ、しれつたし`もり社は

じる蠅量健理で轟る。子 ども考鶴Φ雷鮨はヽ表轟綺‡こ鐵、ぬはでも、

豊躍的な亀りでもなをヽ喉一鬼:ゎ れを しい翼菫亀鶴に見える。なり

:こ 、自羹 :こ 輻が言んで戦い。言藝方ガなか らなも`というより幾、な

:こ が言うこと :こ 不安をは じてはよう :こ 思た懸鬱集口の中‡こ、別の将

在が確宣されてし`ないことξこ源理が｀ほと増えられる鬱お董卜 錢`只

憫命 をヽができてひな酔の管‡まなし`だろうか幸だが、クテスや子 ども

たちはM、 発うし`砂た問題点が慧饂彎きでをLな いよ六慧こえられは。

こりな結 を進 して、縄気なく言つては雷霙 :こ なつて、縄気なくり

た こときこ対 して鰈ついて警`蝙真饉ガ諄はことは饉づか誉たいゎ鷺 雖

聰仁膊は左右きれることなく、しては経けないことゝ言つては導け

な きヽことをしな lr k、 言わな酵Lと いう眩な蝙大鵞さここへづ⑮ゝ鬱たい o

脅 して、少しずつ賽域の方白は権導 りでをLき た 平`縫考えている。

3』



4、 指導計画

①…教材 「しヽさむ君だけが」

◎…自分たちに目む向ける

。言葉につ いて調査

。調査鞍結果か ら

本時の震闇

を使 つて

・範議す る。

・誰 も になん らか の感想 を持たせ た

しヽの で、 ワー ク シー トに書 かせ た

後 、発表 させ る。

友̈ 達 に対す る言 葉 つか いにつ いて

1話 し合 うこ とをお さえ る。

。み為ながれ さヽな鵞が "・ Jと 醤ゝうこと

に対 して、鶴題意識 豊持たせた藝

の番、朝確 をこ灘さえ轟 .

。自分 た ち勢 園常 でも よ くあ る こ と

だ と、少 しで も気 づかせ た い。

‐いさむ鶏 は、なぜ だ まつて いるの

だろう。

うだ轟つて 書ヽはいさな落 社見て、み

ん献輯
'、

どんなパ持ち
'こ

なつたり

だろうか。

・賣錘 奄饉 暑こ畿化 しな しヽまゆみ雹言

1錮 :こ ついて考 えさせた しヽ幸

儘導さな繁だけがにいりで鐘けいと

みんながさづいたり、まり鑢颯饂

1重 が、もなか々であ為碁駐羹晰か

|せ たい。

燿想 として鬱が世 るo白 分 と照 ら

い舎わ港て考 えさせ る o

指導 上 鍛響慧点

l。 今日の話を読み、

学習内容を知 る。

.思 つた ことを発表す る。

.議 し合 い鍛方 向を意識 させ る。

螢ガラスがあれた背景をつかむ。

ら゙んなガ、「い奎む露が爆 と国々に

言つた機はおぜか、考えは。

場下む向いてしヽみをヽさむ君に対 して

議 抵舎 らむ

壼鸞轟り発書に対 して髄 じ舎 う。

多今諄埒学曹で学鵞だ′轟≧、考えた

ことなまとめ雖響

5。



②授業記録 と考察 。今後の課題

ア、授業記録

・ ガラスがわれたの は、なぜだ ろうか ?と いう最初の発 FH5か ら、教 師の

予 想 か らずれて いた 。われた背景だか ら、 いさむだけが悪 い勢で はな

く、ふ ざけた り、か らか つた りしていたひ ろ し達が いたか らガラスが

われ た のだ と、当然 とらえるだ ろうと思 つたのだが、か らかわれたか

らと言つて、戸を蹴つたいさむが悪いのだという。からかわれたから

と言 つて何をしてもいいとをヽうものではないという、たてまえでもの

を言 う子が数人いた。子 どもは子 どもな りの正義感というたてまえで、

ひ ろ したちも悪 いと答えるだろうと予想 したのだが…

・ みんなが「いさむ君が… Jと いつたときのいさむの気持ちを考えよう

と指示 したときは、A夫のそのままの姿が出された。あまりにも強烈

すぎて、他の児童はもちろん、教師もとまどつてしまつた。本時の目

凛 にせまるために授業の震間をどのように してし`け l・fい いのか、わか

らな くなつた。そのA夫の発言 とは、つぎのようなものであつた。

「ぼ くがいさむな も、みんなに言われた ら、みんなをぽこばにする。

むかつ くか ら、言 いかえす。いさむみたいにだまつておらん。」

と、謡尾荒 くまくしたてる.本音が出ていると考えれば、それはそ

れでいいか とも思うが、あまりにもひ どい感情むき出 しの言葉使 い

に唖然 とする。ぃつも、その子のひ どい言葉に、クラス中が とげと

げ しくなつていると いう現実をまのあた りにしたおもいである。

・ 自分が いさむだつた らということで考えさせた次に、反対のひ ろした

ち側 に立つた らどうか と考えさせたことはよかつた。というのは、自

分が いさむだつた らばこばこにやつつけるとをヽう子にたいして、反対

の (ぼ こばこにされる)立 場はなることもあるということを指摘する

発言があつたからだ。

・指導計画通 りにいかず、ワー クシー トにも考えを十分書かせた りでき

なかつた。

イ、学習後の考察 と今後命課題

一単位時間で結論 まで導 くことができなかつた。問題を投げかけただ

けで終わつて しまつた感がある。 しかし、問題意識の藩かつた児童に、



学級の中に考えなければな らないことがあるようだ と、気づかせ る機 会

となつたように思える。

児童の実態把握が不十分であることを認識する。十分考えて学級づ く

りを開始 したはずであつたが、児童の実態 と指導にずれがあうた と考 え

ざるを得ない。それが、.ど んなずれなのか を早急に追求 して、通切 な指

導を考 えたい。

ウ、授業についての児童の思 い   児童の 日記か ら

私は、道徳で学習 したような、ひろしくんがぼうしをとつてか らか つ

た り、「おまえのせ いや。」とかいうクラスにした くないか ら、学級 会

で話 し合 いをしたいと思 います。

ぼ く :ま 、ち よつとのこでたたいた り、けつた りしな いほうが いいと思

う。クラスの じようたいは悪いと思う。それは、 Fき しょぃ。 J「 うる

さい。」「しばくぞ。 Jな ど、言葉が悪 いか らだ と思います 為

今 目、道徳の授業があつて、「すすむ君だけが」という話 を しま した。

25分やすみ、今 日の道徳の時のような ことがあつたので、いや で した。

私は、本堂小学校 には じめてきて、けんかの多いクラスだ と思 いま し

たLな ぜけんかになるのだろうと思いました。まえの学校 は、そんなけ

んかばか りのクラス じやなかつたか ら、びつくりしました。

ぱくは、けんかのないクラスがいいです。だか ら、ぼ くもなるべ く人

をたたかないようにしようと思います。

今 爾、 ドッジボール を しました。人数が少な準ので、みんなで した い

です。

「



③学級における問題点の意識化 と次への課題発見

ア、道徳の授業 を通 して生まれてきた問題意識

うまくいかなかつた道徳の授業についての感想を目記に書かせて

みた。~部 の児童が 目立つた授業を置々の児童が どのにとらえてい

るのか、知 りたかつたからである。藤記か らわかるように少 しずつ

ではあるが、クラスのことについて考えなければいけないことがあ

るようだ と気づきだ した。

=児 童の日記か ら=

。私は、けんかをよくするクラスにした くありません。わた しは、少 し言

葉づか いが悪 いので、これからは気 をつけます。

・ぼ くも、けんかのないクラスで、みんなが自分か つてをしな くて、まと

まとりのあるクラスにしたい o

。みんなもどんかが をヽやなのか と思いました。

螢れた しは、今 までヽ入をキゝじめた ことは、ち よつ

度 は、おんよりけんかのな等Lク ラス :こ して、みんな

とおります。でも、今

れいつしよにヽ外で遊

ぴた 警ゝ増す o

,け んかがな くなつたら、すごくな`キ`と思枠ます O

・ぼ くをま、けんかはあまりしないほうが を`を`と思う。悪園ないう人が を`為

か ら、へ らしてまましを`・

94年 3鰻のクテスを、けんかばつか りして準るとし`つたけどヽときどき

は、みんなの心が~つ にな機とき穐あるよ。けんかばつかりじやないまo

。わたしもlljん かのなを`クラスにしたを`ぃ磐奎んもけたかの多いクテスだ

と思つても`ます o私 は、なかめまいクラス‡こすゐをこは、どうしらできる勢

かなあ と思つて し`ます。も準となかのよを`クラスにしたけです幸

・ ぼ くも ドツジが~ル をや 嗜てυ`た颯守かかりました。OO種 とのの くん

にぃじ鉾 られている戯む見たからです。ぼくも、すすな くんとひろしくん

鍛けんかみたいのがあつた織で、いやで 振た。

・ ぼ くきま、もつとクラスがまとまつて、みんなでなにか した 等ヽみんなで

話 し合 つた りした を`と思し`ます。けんか曇~つ や二番はしても、あ とで伸

菫 りすねば、もつと鶴つとクラスが まとまつて、し`し`クラスになるとM碧 ｀

ます 。



イ、次への課題発見

問題意識が生 まれてきた時をのがさず、もう一歩踏み込んでの指

導をするために、クラスについて考えるアンケー トを実施 した。

=ア ンケー ト集計結果 =

この前、 4年 3組がスター トしたと思つた ら、一学期の終ゎ りが近 くな

つてきています。あと 3週 間ほどです。 3組の学級作 りは、 どこまで進ん

だのか、立ち止まって考えてみましょう。そ して、あとのこり 3週 間を、

みんなでもつともっと楽 しぃクラスにして、一学期の しめ:、くくりをしたい

と思います。まじめにいっしょぅけんめい考えましょう。

みんなが考えたァンケー トの集計です。みんんの思いの表れです

今日は、このァンケー トを使って、言葉使い、楽しい学級づくりに
ついて、みんなで話し合ってみましょう。

わなたが、 3組にぃて、楽 しぃと感 じることがあ りましたか ?

なつた人は、どんな時が書きましょぅ。ぃくつでもぃぃです。

◎外で、みんな と遊んだこと (ド ッジポールをした とき )

◎ ドッジFti― ルの仲間に誘ってくれた

○ ドツジポール翁時、ボールを暮れた

○ ドツジボールで人 をあてたとき

9ト ツジボールは、強い子も弱い子もいるから楽しい

○女子だけで ドッジボールをするとき

○強い子のボールを受けられたとき

○転絞して、友達がゃさしくしてくれた

○転絞してすぐ遊びの伸間に菫ってくれた

○転絞生がきて、伸間がふぇた

E



○きがるに楽 しい話ができる

○ほんの人と協力して、ダンスができた

0社会新聞づくりがちやんとできた

Oた のしく絵が書けた

○みんながやさしい

○先生の仕事を頼まれた とき

2.い やだなあと思つたことがあ りましたか ?そ れはどんな時で したか ?

◎けんかがあつた とき

○そうじのもめごとがあった とき (そ うじで遊ぶ子がいる トイレそ

うじがうまくいかない )

0人のことばか り言 う

○ ドッジボールをしていても、みんながそろわない

○ ドッジボールの時、なかなかボールに触れない

0な にもしていないのに、たたいて来 る

○あだ名を言われる

○あちはくんと上田くんが言 い合いのけんかをする。うるさくていや

だ。      、Fi、

○阪本君がかみの毛 を触 つた りする。

●男の子に、ばか と言われた .

0授業中、おなかがいた くなる。

①言われていやだった言葉がありますか ?

あは人・…17入 な等い0014人
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②それは、どんな言葉ですか ?ま た、どんなときに言われた言葉ですか ?

言われてうれ しい言葉があ

いですか ?

りますか ?ど んなときに言われた らうれ し

以上のア ンケー ト結果か ら、実議 に向けての取 り組みを考 える。
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(2)学級活動での話し合いを通して個人の問題として深化

①学級活動指導案

学級 活動指導案

1998.7.3(本 )

水堂小学校 4年 3組

男子 19人 女子 14人

題材 言葉使 いを考えよう 指導方法イ

指導にあたつて

先週の道徳の授業を受けて、言葉使いにつ いての話 し合いが少 しで

も実践につながるように考えて、臨時に取 り扱うことにした。

問題意識の薄かつた子 どもたちの申に芽生えてきたものを少 しでも

形 に してや りた いと願 つている。

道徳の授業 ≪ Vヽ、さむ君だけが》を通 して、言葉使 いや学級づ くりに

ついて考えなければいけないという意識が芽生えてきたのである。そ

して、それをするのは、自分であるとの認識も少 しできてきた。

こあ機会を生か し、周 りのことを考えた、思いや りのある言葉づか。

いをしようとする態度 徹身にpけ させたい。

指導のね らい

何げな く言つている言葉によつて傷ついている友達がたくさんいると

いうクラスの実態について考える。

言葉使 いについて、自分のがんばる目標 を考える。

望 ましい言葉使 lr Lの 大切 さを認識 し、よい言葉使 移をしようとする意

欲 を持たせる。



指導の展開

指導・活動の内容 指導上の管意点

1.グ ラフか ら考える 言ヽわれていやだつた言葉

(あ る 17人  な い 14人 )グ ラ

フから思つた こと考えた ことを発表

する .

.ア ンケー トに書かれて い

た言われ て いやだ つた言葉

につ いて話 し合 う。

ついて

。言われ て うれ しか つた言

葉 につ いて話 し合 い、共通

理解す る。

.3組 に いて楽 しか つた こ

と、 いや だ つた こと (み ん

なの思 い )を 知 る。

爾

「

ルプレイングを通 して、自分 の

こととして考 えさせる。

できるだけ具体的な場面の経験 を発

表させる。

ンケー トを集約 したものを読む

5。 1学期末 までの自分のが

んぼる目標 を考える。

6.理 標 を発表する

用紙に目標を書かせ、毎 日、自己評

価 していくことを知 らせる。

何人かの目標 を発表させ る
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今回の報告では、『 言葉について』働指導の実践のみを取 り上げたの

ですが、児童鍛実態把握から学級経営方針を立案 した ことによつて、他

領域への広が りや指導の一貫性が図 られていると考える .

資料 として添付 した 2学期 に取 り組んだ体育学習についてのプ リン ト

から、このことを推察 してほ しい。



*資料 2学期母取り組み(体育)   。
自 主 的 な 学 習 を 提 す た 裁》 尋こ  r

ポニトボールの学習を通して:ス ポーツのおもしろ苺を味わうとともに、

チームカの向上のためにめあて学習を深ゆいていく中で、友達二人一人の

がんばりを認め合える心を育んでいきたい。

このような願いから、以下の手立てを考えたる、      _

‐
『 自分たちの手で作 り上げる学習

j伸
闘づくり』という事議を高ゅ争た

めに、子 どもたちが学級会を開きチームづくりについて議 し合い・
t‐ 6チ ー

ム (も 人 X3 も人 X3)を lln~成 した.そ の際、教師も助言者 とし

=議

し

合いに加わつた。・        
‐

≪子 ども立ちが話 し合つた編成方法》         :,

・遊び仲繭や讐段気の合う仲間など饉係無く、だれてなつてもよいこ

ととする。

・ どのチームも、
・
は1じ めの強さは同じ

″
くらいにする。

・男女梶合チームにする。

編成の方法 ―

・くじぴきする。 ・_     _
投球力、捕球力のある人 12人 をくじびきで、 6チームにわける。

残りの男女をくじびきで 6チ ームにわける。

・ 6チームを見比べて、初めの強さに片寄りがないか話し合う。

,チ ームの成員の話合いによつて、キヤプテンを決定する。    :

≪燿勢学詈活動な進 してもヽ他の学習活動か ら鋳広がギ甕識 して≫



学級活動での取 ■塁上

・チーム名
‐
.チ ームのマークづくりの活動を通

議を高める。

して、チームの仲間意

『 4年 3縄 リーグの賞状をつくろう』の学級会を開く

て苦手意識のある児童にも、参加意識を持たせたい。

会としたい。

.体育 に対 し

個 を認める機

学校行事 (遠 足 )ヘ

.ポ ー トボールでのグループ活動…集合・整列  自由時間の遊び

・ チームのマニクをワッベ ンして、みんながつけて行 こう。形か らで

はあるが、仲間意識を持たせる一因 となるだ ろう。

≪チーム ノー ト》
‐`

・各ね らいに「あつた学習カー ドの様式を考える。

・チーム ノー トに、チエムの課題や作戦などをチーム全員で協力 して

書 いていく。ゲームに対 しての具体的資料 を自らの手で築きあげて

いく活動を通 して、課題解決に向けての裏欲・理解をよりJも かヽ めて

｀
いく。さらに、友達同士でJい と力 を合わせることに対する喜び・充

実感を味わわせたい。
"

《個人 ノー ト》 .

・ チームのね らい達成のために、自分は どうするのか自己決定す るの

役立てる。今の白金の課題は何か
'と

いうことを見つめさせる一役 を

荷 うと考える。、

・伸間の『 まてき発見』をすることによって、認め合い学び合 いの大

テーマ達成 につながると‐考える。

・ チーム ノ.― 卜には書ききれない1個 々鉾児童の思いを無る資料 ≒な

ヽ
ヽ
　

　

」

ヤ
　

　

●

るだろう。

学習後は回収して、教師が一言徹添えて返却する.。 また 、必要 に応

=



じて、児童にも内容を伝 える こともある。

《単元見通 しを持
`た

せ る》        ‐

。12時間の学習の流れを大まかに、前もつて知 らせておく。.

・ 全学習終 了後には自分が、チームが 、・学級が どうなつていたいか ?

どのような力がういていたいか ?と いうFH5い かけを第一時 FEl目 に行

い、見通 しを持つて学習に向かわせたい。

・ ビデオや資料を必要に応 じて示 していく。

クラス全員が楽しめるゲニムにするために、みんなと話 し合いながら

ルールをつくつていく。ゲームを進める中でおこつてくる問題点につい

て、その都度しつかりと話し合い、ルールをはつきりさぜていく.自 分

たちで考えていく活動を通して『 自分たちのポー トボール』という意識

が深まり、1ジ y― ルや判定に対しての正しい態度を培いたい。

初 めのルール

ボール を持 つては じらな い。

たた いた りつ かん
°
だ りけうた

試合開始はコートの中毒から

りしてはいけない。

ジヤンプボールで

”
　

●
々
ヽ

（
・・

ねらい1  今持つている力でゲームを楽しみながら、

のゲームをつくつていく。

① チーム編成をする

学級 の_『 つな いて GOl』

くルールなし)をす
兄弟チームで試しのゲーム「つなし`でゴー」

る。

やってみて思ったこと、問題点などを出し合 うも

ゲーム後、感想を書く。



② 整列・準備体操・役割分担などの手順を指導する。
ボールになれるためのいろいろな運動 (投げる・受ける・ ドリ

ルのパスの仕方)をする。

みんなで決めたルール年基づき、他チームと試じのゲァムをする基
チームでのパス練習、審判の仕方の指導。 1  `  ―

学習ノ_― 卜・チームノー トの書き方ぬ指導。

④ 他チエムと試 しのゲームをする。
‐

、F

触球数・ シュァ ト数調べ。 (自分たちのチームのパス

についての問題 に気付かせる)

*試 しのゲームとして ^

・ビッチングゲージを使つての『 チュックボ
=ル

』

・タッチダウン

,ラ インマンを取り入れたゲーム       _

プ

`③

・ シュー ト

ゃらい2 ル早ルを覚えを「つないでゴーJのゲームの楽しさを味が多。

°一時間の授業の流れをつかむ。
準備ニチニムごとの準備運動―ミニゲームーめぁて確認・グルニ

プ鰊習―ゲニム…まとめ・_整 理運動・かたづけ

。ノレーブ静囁 くり                 ｀       .

・楽しくゲー′ムをするための工夫

ねらぃ 3 攻申方や守り方など簡単な‐
作戦を二夫して、ゲームの楽じ

あじわう。     ‐         、

・ リーダ戦

・
〕
　

イ一
　
″重
　

ゃ

さ を



第 3

バ

01回 全 国 ノド ズ 学 習 研 究 会
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二統 合 へ の まえが き■

1広 ‐島  1 越 智 ‐嗜 孝

(元 高 校 教 「員 )



tま じめ
「
に

|1今摯■確修会だお‐|ヽ そ:1広1墓 ふ:こ―何ふなi

l章 けました。1誰 が|に 最むっも)り
|で いましたヵ

澤たちは1そ■:ぞれ,う した行事め||で役害
したものかと考えてぃた矢先、

:私
:の とこち

'こ|:そ れは、1故 塩購芳久先生を通‐じて、 もうI
:■江修治教授がt「バズ学書の研究」で学年を季得された報■でした■ |、 ■■|:111二|■

|い
く

|ら
.な 章料の提供をさせていただいた申係FI二 月末ll l■ 、|の・論率|=も |||||||||

いただいていました。私l■ それが学位論文と
間暇むけてまみめてくれたんだなあ、これか
と思うただけでした。      |
ななり1後 になつて、:こ れが学位論文である

なるというこ―とも聞いていましたので、心待ちにはしてぃたも
―
めめ、気持の上t道

突如 の朗1報 で した6 二                      ‐   ● |

最Jに :今 は亡き塩由芳久先生が一番喜んFい らPし ■● ギう うと思 ぃました ::|

そ してt次 には全国のバズ学習の仲間たちの ことで レな|:全 国のバズ学習|あ 仲蔚|た |.    ~~'丁 T'~~~「 ′′・/｀ 1 〒 Tノ
ロ,こ 1甲 f■ :」 ■‐■|

1 琴
|1牛 をょ:ろ

|こ び合いたいとぃう思いでしたも
|も つ■つャこは1‐杉江轟来の中に、1私が豪く
践につレiて 、九

^■

ジヤこ―童ちそ|ふれら|れ そtゝ

のアプ由■チで始まっていることの記述はあるものの、どう整合性がぁる|か にもいII11111:

て奪料η覆いことの指摘があり、そのことが気になっでしヽ:ま t~た :ど未
j人

島i‐ 二も轟:|

度 もバズ学習と同森教育についでまと
Jめ

るょう.に 二音わ|れ て基た経轟:も 島
:ら

理 し
'た

l
●少 気々分がハイになっていました時に、全甲バズ1事 務局め―堀場さんから電話があ |

りました。1発 表者とテーマの問い合わせでしたも  ―  ‐  |      ■
とつさに、私 はバズ学習 と同和教育 というテーマで私がや ります と答えて しまい   |

ました。 まさに身の程知 らず とぃ うか、秋 の年中行事 になっている演劇関係の仕事 ‐

や:色 々とぁ りまして、主味十 自FElぐ らいしか時 FE5が とれないことなど意れそム|ぎ‐

した1今、後悔 してぃますが手遅れです。                  二
.た だ、.こ―れまでの私む生来のテーレ屋のせいも|ぁ りますが、どうも自分奮議ぅ|こ 二|‐|1111
1こ なる世界は、苦手でし:て 1だからフィクシヨンの世界へ逃げ込みたいのでもぁる|め:|■||111

ですが、1何 か自慢話でもしてし`るような面味ゅ1気持が舞た車ちました、■1讐1暮走
け避 |す る.よ うにしてきました。       ||■     1  1  1111 ■

=方
、し,さ さかIIt判 的にみてし`る領裁では

|「事に|る 1組轟ゃ1定あ1懸1人 に基曇
ギ及ボかも却れない||だ から者兵は静かに消えるのみと考えてきました。 ■l■■

-1■



i夕 ‐ゝ,て ?彎 1甲|や
:・
声1奮 掛けてⅢく4る

:も

,つ|||

組織などに迷惑をかけたりする立場にはあ:|

は申すまでもありませんが、1実 :こ 多くの芳浮‐

‐1選童11.lξ :き童.11:=ξぶξli11lFttlξ

'急

「‐』11
■ ■・ II‐ 11.|‐     ‐   

‐
                      : ―

る自分は、実は傲慢さの裏返し

'こ

すぎないこ

ってい|る ものを卜■タルで受け止めてくれ.る

分もいます:何 をかいわんやです二  | 11
みよ

―
うと思:し 立ヽちましたがtすでに当日.ま で

= に残された時 日がありません。 しかも私に与えられた時間は三十分ほどです。

それか らもうひとつ重要な問題があ ります。

近年その内実には不満が残るとしても、やうと大学に人権問題に関わる講座が開

かれるようにな りました。関西では各大学に十講座近 く開かれていますが、東京で

ヤまやっと講座が開かれるようになったという段階のようで、全国:的 には大きなバラ
つきがあるようです。

事実、私が退職する直前まで新任の教員の同和教育に対する認識はかな り落差の

はげしいものでした。広島県の場合、採用試験に出題されているにも関わ らずです。
つまり、今 日お集まりいただいている方々の同和教育に関する認識の度合を全 ぐ

.無
視 して提起をさせていただくのですか ら、学校の授業でいえば、到底許されるこ

とではないで しょう。

. しかも、そのことに拘 りますのは,私 の提起 させていただ く内容がtも し誤解を

_受 けぅことがありました ら、普通な ら私の力量不足の問題 として、その責めを負え

ば済むことですが、 こと部落問題に関もてはそんなに簡単に済まされない問題を含
‐んでいるか らですじ

私はあくまでも加害の立場にいる人間であって、 ここか ら派生する負の問題があ
るとすれば、その責めを私が負 うことができないのです。その被害は直接的に被差

別部落大衆にぶ りかか ります。部落差 EIJは 刃物なき殺人行為だといわれてきました。
時として尊い人の命を奪ってきた、そ うした重みのある問題だか らです。

:  そのことを考えた時、時間的な制約など持ち出すのは不謹慎なことだと思います:

がしかし、物理的事実です。したがって、少し時間をいただいて、1大 した実践があ
=る のではありませんが、少なくとも全力投球をした資料を後日お渡しすることでお

許しいただこうと思い立ち筆を取 りました。         |      :
どうか、本日の提起は、全体が前書きみたいなものとお受け取り下さってt完結

していないのだとお考え下されば幸いです。

二 2-



とらえている同和教育運動

ll■舞和教育違動
'と

'Iま とたずねこれ1れ
|::ま 、1を ぅ簡単た轟||1乞 内蓉||ま 二|111患 |::

■ますも:別 の表現をすれば、み育ゅ筆疇の中に:同 和教育といぅ領域はぁらではなら|

な|レ 1ゝ撃 育の本質のFn7導 とぃうこと:こ なると1思 い|する.た||だ 撃音の本1黄 :|そ :こ ltl111
あまりにも葦ん:だ これまでの教‐

育 (差 芳11教‐育).ぶ 1現1羮
‐
,こ,あ ると.し ち`

=棄

|::轟
|.=111:

目彗等、集申的に取り組む課題|を 標務す:る たりに,仮 に名付lj‐ ている:こ 1子‐ぎな:|ヽ |二|

とらえてしヽます。そめ意味で,は 向t織 教青tl澤‐拳:の 1言 |1今 1事:|=か ら|ネ タ,||||||
いるといえま

´
しょう志      1 1     ‐      1● :j ll ‐|

‐ただ、その原点だけは勇確ですよ    :   ″1         1■ ヽ
■■

1日 本政府が部落差別の現実を認め:自 の
事
任奮蓄ゃギるを行|な か―うた、口1審|||

申を引き合いに出、すまでもなく、現実め社合に、身分制度に端を発した部:轟 差麓|ぶ|

■厳存 しているという 事実があり:ま す。      |       |マ
‐

|´ ||||‐ |

, 1そ の澤BIJ:の 対象となっている、被差別部落本衆1立 ち上がうかあ|も て1真:体 轟 |こ|
1 差Elj教 育の'事:実 の告発を受け糾弾される中で、自己の着帰,体 質あ1気 付ヒ`た1人 |た ちらヽ:
:■

華ら立ち上がうて解放蓮動を推進してきた、1稼 澤Elj部 落木衆と連携し|モ 始まっ
jた

教||

1育奪動だという原点です。  | .| 11 _11'  ||  .■  ・ 1‐ ■ |■ |

●そこでは|‐ 自己め差
‐
態1体 質あ・点検が本1軒 だ待われて,1る 1を あ点裏轟iよ 義臭‐1ご 鼻||

|る 差別の実態に根ざ:し ています:を して、|`?差 舟1寒 態を率える碑It.即 ち拳態:暑:||

| 1車 場にあることの認識と:そ こから脱却するために自|の 差別株質がら
―
め森‐最暮|あ

|||‐

|‐ ギすこと準なります。ぃゎば、自己変革もしくは自己解放をあざすことぶti‐ をあ
―
墓|

‐底準ぁるめです。その意味ですぐれそ文化奪動であぅと―とらえてぃます1‐ | 
‐
 ■||‐

1彎 やヽレ1部琴毒slJ=は 権力ilよ:る 分裂支配1手段|と して人為島:こ つそられた」あ驀|
|あ りますから、1部 落差Eljの 解消のために叫■

´
当舞令自1の 筆会構造を行珠的に変えて||

ぃく必軍がなります:つ まり1部 落1解
‐
放は歩別彙態解消をゅざす行政の責務|で もあ|り

'ますか ら、行政闘争的領J面 を強 く持 もてぃます。そ のために本質的 :こ は文花運動で |
|:あ るこいう理1解 が薄められているょぅに恵ゎれます。  | |・ ‐  | ■

‐‐   |
|:解放運動史の中で画織的な進展をみたとされる、京都つオ■ル・ロマンス羞llj事 件|.:

‐がありますが、そ|の 糾弾闘:争 の中で明ら:か にされてい,る ょうに、個 ―々の差Elj実 態そFII

■のもの1ま :何 も被差51f部 落だ|す に現1象 してぃゃ?で ||‐な ●ゞ、そうした個 ‐々Ⅲ毒
|"|||

1事象が集中的にも:し くは象徴的に存1在‐している間轟だととらえた芳ぶ理轟t■ず:111

ように思われます. ‐`   ‐  . :         ‐|_ ‐.「 :|■ |

軍神教育1運 動は、さびしい差別の中で学校の来れなくきせられそしヽ|た 、|おらゅ乞■
長
´
彙輝童|の 取り組みから―始まらたと:き れて―ぃ

=す

が、
1長

夫鬼章:ま稜差it蔀韓由有あ|
‐ も1の ではゎ:り ますん。同じような生活環事|||:|=1農 1他 暉ゃ|)妻 ||た111=|だ

―
違‐||||

ていたの1:=:部
落の子よりはましだとすゃ拳甲意識1を もっ下下|て くら|す ■キギ

ー
で||

す|た ところでL/ょ―う6 .  :   :・ |       |■ | |   ■■■

|ll111‐||■ =午
1事|||||‐キ|||||‐琴言||11111年|||||
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1目 1標に してしヽ「ると,し ちヽて も:そ う1直 線 :的 にヒ

||:'こ |あ |る .差‐二1嚢議と,、 ち
=|と

でなく、一般|

が彩1成 |さ
|れ て ,ヽ るからですこ ‐

■1部|:落 差Ellを 許す章講、即:ち 差311章 講は顕在にせ よ、
1藩

在にせよ:社会全般に存:を|:|

|す :る 講差311を 許す意識と重なっています。とい.う ことは、部落差Bljの 解消は諸差

"||■|の1解
:薄.と 運動するものであつて、ひとり部落差別だけの解消はありえないことにな |

|り,ま す.つ まり諸差Blj解 消の運動との連携も不可:欠 な条件となります1‐       |
●したがうて:そ うした′解放運動の■翼をになう同稗教育運動は、常に諾差浄Iを 視  i
l塞 に入れた教育内容の創造をめざiさ なくて |ま ならないことになります。   |

||と ころが三そのことが■ゃ‐もすると:同 和教育運‐動の目標をばかしてしまうこと

|に もつながっているようです。たとえば、島差Eljの 問題を取り上げるとします二と
.こ|う が、その島差Eljと 部:落 差別がどこでどうつながっているのかという観点を欠落

させますと、島差Eljだ けのF・5題 になってしまうらなお悪いこ́とに本人は主観的にlま

■解‐放1運 動に参加している気分になっている。,果 てはその差‐帰暉め対象になうている島

■
=|も

t被差BFf部 落が存在し、そこ―にも部落差SIJが 厳存していることも忘れたかのよ

■うにtそ の被害性だけをF「l題 に|す るような場合さえ起きています1    ‐  |
■|‐ 本来ならば、部落解放運動があり、民族差別解放運動がありと、それぞれ焦点づ

■ 1す さ,れ た運動があって:相 互に連携して総体としての解放運動が進んでいくべき|で

●し1嚢
|‐ う|が 11現 実‐に,tま 永導`たたかぃの末確土された先進的な運動に、ことばは学ぶな

|:■ |:: |‐   |    ヽ  ィ:            .

lfi季 言 [璽喜理曇言言:亘言葉曇:I:I:E』 量[i:「
?「

1111‐
■■広1島 県の場合、全県=的 問題とならたのは、■九五二年 (IS I二七)に起きた吉和

■キ華1霧1事 件からであるとされてしヽます。これは主観的‐には正
‐
義‐感にもえた若い教員t

●MIさ ん:の 授業の中で起きた差Blj事 件なのですが、当時高校生であう|た 私は何も知り

●ませんでした|:も ちろん学校では何の働きかけもありません:越境入学であらた私

●11、 彼は被差別部落串身だみ、誰が教
1‐

えてくれたのか、どうしても思い出せない|の

■ですが、知ら1さ れてし`まル な`差 311.に どっぶり浸.海 ぅヽていたのです。つまり内実は

■な:こ もありませんでした: ■        ‐             ・

■‐|1本
=六

七1年 (S・ 申三)に 尾道アンケァト差別事件が、広島県で教育内容の211造

■lll白う画期的:な 転機とされています。こ、の事件はヽ尾道地,区 の高校の同和教育推進

■組‐
1織がt研究合の発表のために、高校生に実施したアンケ■卜に端を発した事件で

II:す■1黒 1掛 け三年間に亘るt部落解放同輩を中4い にした糾弾が1県教育委員会:こ 対し

■て1行 |わ れ :、 その交
‐渉の申 で11定 員 Bll枠 の同和教育推、進教 員五名の配置 (現 六名)な .

■ギ1制 1度1的 にも大きく前進しました。 |

●|||■や
―
行1事 事摯の中で,当 時1暴 教1委 撃育長が最終的には各学校現場の主体性にゆ

■だ|ね
―
る以外になぃという発言がありました」その度重なる行‐政交渉の場に参議し学

■著|し|:マ
|ゝ だ教薫た

=を
1心、に―その発言に呼応するかめように教育実践が始まりま‐

|●し―た1‐
|:11::     1 1  1   ‐   ‐ ‐ |  ‐  | ■ ● 1       . 1
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■ぢなみに1広 島彙 をおけでは,勤務評醸 雄
―しだいt授業

雪憲「 奎ていましたが、これをきっか_け に授業研究の1機 運が高ま うていき違

堪[1彗菫言二置書璽澪.1'曇曇色E層璽:書を讐1:よ1:_1131,I事
‐
13重曇言:彗菫醤ぶこよ:r菖長「 :il:奮 馨:ぎ撃「 :貫 :曇言Elll:|=
うちに1紋切 り型の解答がふ

―
えていくす方t拒 絶反応も強くなうていきます:||||■ ||

・ その中‐で、心ある教員は1大 きく二つのFEl題 点に気付きます。 ‐ ~、 二:. |■ 1111

‐
,そ の■つは、指導した内容は、|し わヽば対策的なものではなから:た かとい

:‐

う.|こ
―とで |■ ||

懇[:
るに過ぎなくて:肝心な自分にとって部落問題とは何なのかという、自己:の 主体|.た||||||

問 い掛 けて いな いの で はな いのか。 私 た ち はそ こか ら出発 す るた め に、こ とば と し

て成 熟 して い ませ ん が 「自己教材化 」 を しよ うと しま した。 今 生徒 に対 面 して い る

自分 の これ まで を語 る ことか ら始 め よ う と、い うことです。

この き つか け にな った の は、被 差別 部 落 の方 か ら、 先 生 た ち は、 生徒 に キま裸 にな

れ としヽ しヽなが ら、 自分 は鎧、鬼 まで 身 に付 けてか まえて い るので はな いか との指 摘

で した。

もう一 つ は、 高校 は単位 制 です。 生徒 か らいえ ば卒 業 に必 要 な単位 を取得 しな け

れ ばな りませ んQ教 買 はそ の単位 認定権 をふ りか ざ して、|テ ス トで最 低 三 〇点 は取 .

らな い と単位 をや らな いな ど と、 好 意 的 に,と れ ば励 ま しで しよ うが、 実 は桐 喝 を し

て いる。 それ で いて、 特 設授 業 で は、 み んな 百点 を と らそ う と.し て い る:そ れ も多

分 に見 せ か けで あ ります が。

人権 問題 が 人 間 の尊 厳 に関 わ る重大 問題 で ある ことには違 いな いが、 日常 生活 と

か け離れ た 問題 と して と らえ られ る、 いわ ゆ る特 殊視 につ な が る こと をや って い る

ので はな いか。

人権 問題 で 百点 を と らせ よ う とす るな らば、 他 の教 育活 動 にお いて もそ の努 力 を

す べ きで はな いのか。 と りわ け生徒 の学 校 生活 の大 部 分 を 占め る授 業 にお いて、 何

:が な され て い るのか。 や っ と、 そ こに到達す る訳 です。

私 た ちの模 索 が始 ま ります。

このよ うに概 括 的 に述 べ ます と、 そ こに行 き着 くまで はか な りす んな りとた ど り

つ けたよ うに見 え ます が、実 は主 観 的 には大 へ ん しん どい プ ロセ スが あ ります。

多 くの場 合 、 ほめ られ た ことで は あ りませ んが、差 別 事 件 が き もか け にな ります 6

差‐別 事 件 と二般 的 にいわ れ て いるの は、 あ る特 定 の人 が (複 数 の場合 もある)被
差別 部落 の人 々 に対 して、 直接 的 に、 あ る いは間接 的 に実 害 を与 え る差別 言 動 を し

た ことを指 して い ます :し わヽ ゆ る人権 侵 害 です。  ｀

こう|し た差 Elj言 動‐が学校現場で 1過‐去 しば しば起きてきま。した11表 画化 しな,い 参1合|
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■|も 多:く―ありますので1‐ 少なくとも広1島 県内では|ほ ぼ―総ての学校で起きていると考え|

||||れ
|ば●しヽと患11.ま す1‐

|   |   | 二     _      . 1 ■ ,

||||● そ
―
ら|||た差51j言 動が

｀
あつたこ|と おヽ提通されます:多 くの場合1そ の場に居合わ:■

■|た 機差Elj蔀 落鳳:身 生徒がその
・
こ「とを提起します,(こ の提起:者 にな:り うるかどうか

|||に も1教 育課題がある。〉  ‐ ‐|       |      ‐     ■

■|||そ の提起を受けて,:そ の事実があつたかどうか二正しく
―
はどんな内容であつたか

||‐0‐‐確‐諄 (事 実確認 )が されます。ここですでに教員の体質が表面化|し ます。つまり、

■その1教 員の日常の言動や、差1男層発言者との人間関係などにようて、本人が意識的モ‐

■あうたら尚更ですが、その事実の確認がなかなか簡単にはできません。それは確認

■する側にいる自・分も差別者の一人であるとぃう立場に立てない場合が多いようですt

■|そ|れ と同時に,実害を受ける被差Elj蔀 落出身生レ徒:こ 対する取り組‐みがされますよ

■部1落 :解 放運動がその地域にあ|れ ばヽ (広 島県の場合、大部分の地域li_あ る。)そ の

■国
1体‐に対|し ても報告し11援助を要請します。つまり::ま ずなによりも、直接的た差 |

1摯を受ける生徒を立ち上がらせる・取り組みが、学校という枠を越えてされなみれな
■なりません。

´
ここ:こ も̈教育課題が山積します。  「   |      ‐ ‐

■||1差‐511事 件が起きる青景は、わかりきもたことですが、なにも今日の学校教育にだ~

|け あるのではぁ|り ませんが、
｀
日常の教育活動の中に、差Ellを 温存したり助長したり

■す:る .こ とにっながる1内 容があるかどうかの点検を行い、そのまとめをします、学稜

■1総‐彗在呼んでいますが:そ のまとめを保
:障 するのは、その学校の教職員です。1し

'た

||がうて学校総括をする場合、個人総括を添付する場合もあります。    ィ

|‐
|‐ |こ の1繰 リー返しの中からt私 の場合、‐先に述べた課題が浮かんできたのでした。 ｀

||■‐1言 う.て・みれば、教育の本質:こ てらtて 当た:り 前のことを、当たり,前 にしよ
―
うとし

■て|レ るゞ教育運動ということになります。        1
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||

私 に とって 同和 教 育 運 動 とは

前章で述べ ましたよ うに、教員 としての主体 を問 う個 人総括、即ち自己の差別性

の点検 を繰 り返 しま した。そ して、それが 自己教材ィヒにやがてつながってい くので

すが、そのプロセスが(そ のプロセスの多 くの出会 し́ヽの中で、 自己の差 Slj性 を知覚

していきま した。

つま り、 自己の主観的な意識 を越 えて、今 日の社会 にお いて、 自分が被差別部落

大衆 に対 して差別す る債1に 立 っていて、そ こか らの 自己解放 をめざすためには、何

らかの解放運動 に参加 してい く以外 にない。そ う認識す るまでに相 当の時 を要 しま

した。́多 くの出会 いが少 しづつ私 を1変 えて くれた ともいえますも    ,′
もちろん、 もし自己解放が果たせ る としたな らば、その 日は被差別部落の完全解

放が達成 された佳 き 日である訳で、私 の生涯 をかけた課題であ ります。

これ まで もしば しばお前にとっての同和教育 とは、二 日でいえば何で1あ ったか と

いわれてきま した。 その都度、少 しキザな気 もしますが、 自己の差別性 とのたたか

いであった、 と答 えてきました。

キザではあ りますが、確かに私 の実感です。 周囲にある差 EIIの 実態が私の中の差

,FJll意 識 をかき立て ます。 自分では克服 した と思 つていたのにふ っと浮かびます。 ズ

ル くなっているので しょう。決 して 日には出 しませんが、差別的な ことばで ものを

考 えている自分が います。

こうした ことの繰 り返 しで、今 日まできたよ うに思 います。          i
しか し、救 いが あるとすれば、そ うした自己の差別意識 に気付 くことができるよ

うになった ことで しょうこ

そ ういう意味で、 これ までの 自分の生きざまこそ語るべ きだ と思 います。 また、

私 に一定の説得力が あるとすれば、 まざれ もな くその部分であろうと思 います。 で

すが、今与え られている時間の制約内ではお語できそ うもあ りません。

私の被差別体験 としての島差別か ら、被差別部落出身の教員の生きざま、被差別

部落出身の生徒たち、部落解放運動 との関わ りな ど、 は じめに書 きましたよ うに、

後 目としヽうことに させていただきます。

-7二



バズ学習 との出会 い

前章で私 の生きざまを省略 させていただきましたので、バズ学習 と出会 う前史 に

つ いて、 ごく簡単に説明 させていただきます :

いわゆる、六・ 三・三制の新‐しい学制が施行 された時 に、広 島県 では高校、の就

学 を保障す るために、 もうとも安 上が りな昼間定時制分校 を全県 につ くります。や

がて高校進学率が上が る中で、分校の統廃合 と全 国制への移行で、 いわば全 日制本

校 との補完関係 として位置付 け られ ます。

う ま り、劣悪な施設、設備 のまま放置 され、全 日3-ll本 校へ入れ られない生徒 のい

く低位な1学
校 とす る評価が定着 します。 もちろん地域住民の差別意識 によってその

低位性 は増幅 され ます。

六七年、私 は家庭の事情で郷里 に帰 り、一番 iF_い 、大崎高校下島分校 (豊 高校 と

して独立後、九六年廃校)に 勤務 しますもそ して、私の視座 に分校 の存在がなかっ

た ことを思 い知 らされ ますふ

六九年度頭初、下島分校賤称語差別事件が起きます。それ をきつか けに、解放運

動が起 こり、部落解放 同盟の支部が結成 され ます。そ鈴運動鋤中で学 んだ教員たち

は、 自分たちの学習の中で、部落問題の 自主教材 をつ くり、生徒たち と学習 し、初

めて 生徒たちに対す る見方 を改める、そ うした営みがあ りました。 もちろん被差 Bll

i部 落 出身生徒は全員、部落問題研究会 に位置付 けま した。

しか し、その年度末、 N教 諭差別事件が起 きます。 これは実 に深刻な内容で した。

N教諭の強烈な差別体質が背景 にあったのであ りますが、三年生はすでに自宅学習

になうて しヽなか Vっ た もの命、全学 鍮糾弾集会 にな り、本校か らきて立ち会 つてい。た

校長が、そのあま りな不誠実 さに退職 菱迫儀とい う一幕 もあ りました。

としヽいます のは、 N教論 に対 して生徒 |た ちが追求す るための唯二の武器 は、私た

ちが夜遅 くまで呻吟 して作製 した 自主教材であつた織ですな た しか にその間知 らん

1顔 をしていました しゞ若い教員の方 も邪魔 され るよ りはいい と考 えていました。 し

か し、た しかに形は N教諭 ヒ対す る追求なの ですが、私たちが生徒 に与 えた教材を

N教 諭はろ くに読んで もいない ことがそ こで明 らか にな つたのです :

本人は自宅研修 とな り、転勤 にな りま した。 みんなある意味でホ ッとして しヽまし

た。そ こに生徒たち、 とりわ け被差別部落出身生徒 に追 い打ちをかけ られま した。

これ は県教委のや った ことではあ りますが、:年 度末 に本人 も変わ つた と、県教委指

導主事同道でや ってきて■時間 lま ど話 して帰 つた ことがあ りました。それ切 り、離

任式 にも欠席で した。

| ところが生徒たち |ま 、先生は本 当に変わ ったのかふ もし:そ うな らどうして転勤

させ るのか。 もし変わ っていない働な ら、 どうして ここで変わ って も らわないのか。

次 の学校の生徒がかわいそ うではないのか。 とい う追求で した。 ホ ッとした私たち

と生徒たちの思 いの落差 に、生徒たちを納得 させ る説明はできませんで した。

その後|:学 校の1状‐況はしだいに二極化されてきます:N教諭に似た対応をしてき
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集巌1真
1轟 1去:::|lli:二 tlあ 1'1:轟島轟11基 |ど ま:|.:1去 :二

=|二
轟|1墓

=::=:|ず うそ■な.し 者ヽ し`教員は、|そ |の 態度を非難tま |す
:どちら―にも簡建|が ある

.||■
す|が1

何‐かが欠けているとおう思いは共通していたように思います.: |  ‐■、| ||■
それが、前々章で:述‐べま、した、尾道アンケ‐卜差31j事 件の事後総括

′
の気運と相ま|‐

|も た二し、|、 ましょうが。どうヽ こ:授業:あ 中藤の轟遺:こ llx巌 きれる|あ ll■なi'ふ二lt:||

う思いを1強:め ます。    1    1         ‐ :  | ‐   ■|||||

|                  | |  l  i[  1  ‐  : |■ 11■

|11高 校では公 1開 授業など皆無の時期でしたので、小・中め公開授:業 研究 ll:も 出:掛
|け ||

|ま したしi      l 1 1          ‐  :      ‐|■‐

■t下年度末、高校
:|こ

おける分校差別:の 解消をめざして、私たちの‐地区ではあ り|

ますが、.尾 三1地‐
区高校分校「部が1結 成されます。 この運動は明確 に同和教育蓮| ‐動の■11

環.と して位置づけた運動 で、当時t三 ニニクな運動として注 目され.ま した、.:||.I

`.た だ、その辺 りで下島分校 と尾三地区牟擦警の活動は1ほ ぼ
雫|つ 下|ヤ

:ゝ 童ます111
丁度:そ の時期 (七 二年 )｀ :こ 、やはり下島分校の地元 というべ

｀
さ豊浜申、で、 第1壽

||

熙‐全
1国

バズ学習研究集会が開催されています。 当時私たちはバズ学習について何|.●|||

評価 もしてい.ま せんでした。なぜかというと:相変わ らず くたびれ果てた生1徒が t‐ |

低位性を理由に送 り込まれていたか ら
｀
でした9し かしt眼 前の生徒の進路保障を 考|

みる時1牛 徒1の 出身中学|つ 1連 携撃イこの必要性‐を感
.じ

ていましたので,、 1年 度未:こ tt■

つまり担任が代わらないうちに、来年度入学|し て:ぐ な生徒た議す.る 商さ最ら調査:,こ |||

出向 くことは していま した。 1

ところが新 しく入学 してきた生徒が変わってきた ことに気がつきました。課題 を

与えると、先生班でや っていいか と、学習法 に対す る要求が出て くるりです。 自分 |

が競争の論理の中で育 ってきている教員は、 まさに立ち往生をせ ざるを得 ませんで

した:何 かが変わ った、 これは中学校へ出かけて授業を見せて もらうこ

それがtバ ズ学習 との出会いで した。 ただ当時は単なる方法論 ととえていました。

それは多分 に私たちの偏見 もあったで しょうが、実践者である中学校 の教員 のとら

え方 にもあっλよ う lこ 思 います。授業の中途で班づ くりが されて、班学習 になる。

ところがその教材の流れか らみて、そこ で班討議をす る必要性がわか らない。 どこ

かで しなければが先 に立 っていたよ うです。

そ うこうしている時 に、地元 の豊 中学校 にバズ学習提唱者鋳、 当時名古屋大学教

授でい らっ しゃった、故塩 田芳久先生がおみえになって講演会が開かれる ことにな F

りました。招待 を受 けた私たちはほぼ全員参加 させて もらいました。
'そ の時 の 中心 的 なお話 は、 教 員 の 内 な る管 理 体 質 の問題で した。 教 育 の本 質 か ら

,み て、 教育 七割 以 上、 管 理 三害J以 下 が望 ま しいが現 実 はそ の逆 にな つて い る。 せ め

て 五割 ず つ に して欲 しい、 そ うお 話 しされ、 そ の後、 研 究 者 と実 践 の立 場 の違 い と

現 場 の実践 こそ が、 何 よ りも優先 され な けれ ばな らな しヽ ことを強調 され て終 わ りま

した。

丁度、広‐島県では最大の研究団体の公開研究会で、指導者の全国的にも知られ:て||||■

いる,教 授の講演で1教師の心得十■ヶ条なるものを聞かされ腹―を立せてしヽた後だ|も||||
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た こともあったので しょう。 もう少 しお話 を聞かせていただ こうと、終わった後、

.中 学校 の反省会なる飲み会 にまで出させて もらって、お話 を伺 ったのが、塩 圏芳久

先生 と,の 最初の出会 いで した。

1 私たちが差別体質 と言 って いるもの勢中味の吟味 と、研究者 と実践者 との役害1分

担 について考 えさせ られ ま した。 ただ、大学 の教員 は研究者 という限定する勢はむ

つか しいので しょうが。

そ :の 後:そ の豊 中学校 の新 田校長か ら、塩 覇先生の著書 を借 りて読 ませていただ

き、傲 4曼 にも私の出 した結論は、私たちり同和教育運動 と何 ら矛盾、,対 立す るもの

はない。少な くとも補強 になる。 で した。

一方、先程 申しま した:尾三地区高校分校部 の活動は、分校 白書づ くりか ら始 ま

つて、分校差別解消 の運動の主体者 として、 まず教員の研修がなによ りも急務で あ

る という認識 に立 って、夏体み に全員合宿研修会 を持つ ことにな りま した。全員 と

いう発想 と、全額県費保障 という、 当時広島県 では初めての実践で した。    ｀

この合宿研修会 は、七二年度 に始 ま り、七七年度、全分校独立校化 によって解散、

つ ま り六日で終わ りましたが、次のよ うな流れ にな つています。 (当 時の下島分校

が先導的役害Jを 果 た している。 )

1回  教科活動 を中心 に足元 の点検

2国  各校の推進態勢の点検

3回  各校卒業生 (被 差別部落出身生)か らの告発

4回  中学校か らの提言

5回  学習集 団づ くり「バズ学習の基本構想」塩 由先生

6回  主体者 の体験学習 「体験学習す るに当たって」塩 田先生

基本命題 「教師 こそが最大の教育条件である」をかかげ、毎回部落解放運動の活

動家の基調講演と、父母代表 として、各分科会、分散会にも、そうした活動家の参

力1を 求めたのはいうまでもありません。

最初、同和教育をバズ学習でと捉えてぃた者が多かったのは事実ですが、 しだい

_  に教育の本質の問題 として同和教育を考えるようになった者たちには、同和教育 と
― バズ学習の区分がな くなるといいましょうか、統合 した発想に立つようになった こ

とも事実です。

■■初|め に言い訳を|し ました通り:物理:的 に時間切れになりましたが、私はこ二十年
■奉|1章1甲 中にドズ1学習、あるいl■ 向和撃育という言葉をできるだけ控えてきました。

|
■|‐ ■

‐
|う せていたださます。

第

第

第

第

第

第
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|ま じめに

‐■ 11‐ 97111年度t■尾|三 地区高1同 華
.:こ 、分棟部、1定時

‐
器:部 、:私 ‐

■学部の3‐ 専‐門部会がつ:く られたの1を 契機に、|そ の運動の方向

■な模率する中|で 11運動の広がり|を 求めるなゆ:こ tl尋
=地

区分|

■農真1基
111‐ 嵩1豪組竹農1尾進満亀:鐘豊爺|(1童豪証券

‐
農1轟 iよ・なも

'■|1度11こ l tlら |れ ていた):三 も辞びかけ、1翌年1月 1.:由 :3 1
1:1者 によ|る 1会 合を持ちたもその席上でt分校

:間「題解決のために

|■は1‐
13者が合同した運動組織をうくる必要性が確認され、 3

■者によ1轟 |三 地区高校分稜部が誕生した:

■■|そ :れ

―
以後、111978年度に、初期からの運動の目標のひと

■うで|あ もた.独立1農イヒ|が実現して
:琴|を

,申 した。 |:
■|■うまりt世羅高校三和.分 絞は 73年度独立 して三和高校に

||(1714年 度二次地 翠|へ地‐区替離難).■ 78年
'度

、御調高校久

■琴:堺分構は人若高校‐11竹源高構 1安‐芸津分校と安浦分校は合併 |

■tて 1豊 由高校t‐ 大崎高校1下 島分校は豊高校と、それぞれ独立

■識‐イ襲を果たしよ章1轟 高機大t轟 分‐校|(2年後独立して大和高校)

|:‐ め|み|と|な らたIti :|‐ ||| ■ ‐‐|. I   I
I■‐難ちt組 織‐基:盤 を―失うこ.こ となり、‐1978年 3月 18日、t

■解散式
‐
を行つた:そ の間、わ.ず か 7年 間の運動であ

11う

,た 。

|‐ |●たしかに制度‐的な側面からみれば、当初結集した4分校が'

111自 穣1通

'嶽

‐立稜イとをかち1取 るという、時代の背景もあつたに
'

■せキ■導動車的:=肇 ても1大変書成果を上げたこと:こ なる
=

●:レ おし、
1属

■分校1部 |の 独
=≧

itす
で

'|こ
相当以前から見え隠:

■れ:し‐て―いた6分校募集停止tっ まり康校とを1:突糞ャットに,

|‐ |し て打|:ち 議してき'た :実 に巧妙なプメと―ムチであらた:県教
1        1   1‐  1    、 

‐   1 _                       ‐             1

1=奉幸|:|'IⅢ 14表基す||1分校もあ,た 6 .     ■
■
‐
|こ |こ

―産室る経通にもし`|く :ら か関ゎ
―ち|て lヽま いるが―

tギ ,717年
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1度 は 6分校1募
I集停二阻止

―
の闘争に′明け1暮‐れた

=そ
して

=そ
|の|:

中 :■1尾 三分校部の運動は埋没 して1し まい1独 |=い た|1必1華 |

驀あ■た要求活動‐j事 封じ―込■|ら れるとしヽう状況t● なも|た11111

‐尾三分絞部は自分た|ち さえよければいぃのかと:およそ-1■

それまでの闘い.の 中味は無視|さ―れた非難きえ浴ぴせられた.311:‐
・

じ―かし、.た だ目を開ざす
.し かなからた:こ れまでの

:経
通iを 知:11

る者にともては1多分に感情的な面を含ヽんで1は いたがt‐ 自f分

●たちの運動のヽ方向が間違うて■なかちたとⅢ
‐
う患いな強|め|な |

がら|、 静かに幕を開じたし ,「 ‐ | ‐‐| | ||‐1 11111

11し たがうて-1尾 三地区高校分校部の活動はt業育運動tlし |、

|て :の 正当な評価t‐ もしくは総難奪零lナ 年|ヽ
で導|ネ てい||た||

たと,え ば、高教組 40年 史の中に、 6分校募集停止は大きく■

取り上げられているが、尾三地区高校分校部の活動につ1ヽ て ―:

|は ついに 1行 も触れられていない■■ ‐ ||‐  ■ |||
11■ 今だならて患え―ば、公表するかどうかはlBljに して t[:解 散1後|:

1直 ち―tご ,総括運動を興すべきであつたが1.:準備不足のまま:の 独|
. |  ‐|■ _ |

車絞化の中で:課題が各校に曲積してし`た1つ まりt'そ れど
1こ ろでキまない状況であちた3 1 ‐|   | ‐

.‐ ■ ‐■■

:■方、教育1内 容の:間1題 か:ら いネ
‐
ば、1導勢‐

lよ 端警にマトヽ|ギ11

1け であつたII当 時の若い教員たちiま 試行錯誤の中でt解‐ら:な
|

‐ぐなつたら生‐徒を見つめよう|と 掛け声をかけながら1‐ 自分|た |‐

ちの日常実践の点検をくり返していたふ:_| : ■‐■ ■
|       :                 :=, lt  ,II

IIす でに20年以上の時が経過|し た:多 くの者がすでに現場‐

|を 1去 ろうとしでいる現在t何かを残‐したいと思■募もてtlる
.‐

‐中での今回の依票であつた。■ 1‐   l l l・ ■
|‐ ‐ ■‐■||

||‐ その奪寄な
.語

るネ■■ス.は 当:然 ないlヵ
l卜 :自 分たちが県内‐で,

初めて倉Jり 出したt.全員合1宿 研修含●6年の構れ脅|み る1時●|

その1運動の方向がかなり鮮明になる
‐
と思′づてい|る も,そ |し て1■

・ 2■



‐ ■ 1   11:■  1 1 11 1‐
｀ :‐ | ||  |   :||‐ |

‐    ｀  ′‐   |‐ | 
‐
1 . : 

‐
|  ||   |   ‐

■

,||‐ざ
―
●た内容||こ 鎮1業議:を さ||き

'デ
認:識がある|か ら|で もあ|る .:.:■ ‐´

ら1差 男J実 態は絶対 :こ 許せないが :

| |そ の差麗実態につか り、 自らが分校 に対する強烈な差EIJ意 :識

‐■のと りこにな―つていたという認識か ら始 まったt教 育内容の
1  

倉藝造 に向 :す た歩みをふ り返 ってみたい。  |  | |
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12:尾 三地区高校分:校部1 略:年 1 譜 |||| ||,‐ ■■
‐ |_ ■‐‐| | :■ .全 員合宿研修会:を 中心に■ ‐

 1 1111‐ |

||                .             :   | |:  ‐|: ‐ :|:

<197■ 年度>i l■ .1 _ ||‐    ■ ‐
■■■‐

|| ‐尾三1地 区高同教
‐
総会

'こ

ぉ‐|ヽ t‐ 3専il内 部会 (分校、11走 1時
|

‐ l llJ‐ 、私学 )の 設置が決定される.1‐ ●  1・ |I I1111:|

■
|‐ |(帯教組ォ校静:69年度設置).|‐  |. ‐‐| ||■ ■・

|‐ 172年■‐月221目 t尾|=:地 区高同教分校部t「高教組1尾 :

.1道■‐竹原両地区支部分校部i尾
=li地

時分‐様長会t13者
=|ようで、1分校IFHT題解1決 めための教育運動体と11し て11尾 算|

:|:地 区高校分校部が結成:き れる.ふ |||| |■ ‐‐|■ ‐■|

1年度末、 「分校 白書 1 尾三地区におけ‐る: 分校あ―実
´
||

1ヽ態 と課題」:発 干J   ::

く 191712‐ 年車ン|11■ .|:■ 11 11  1■  ‐ || |‐■|||:‐
||● 11「 分絞白1書■ i‐

:ち 学書会を.か れて、1各分積持ち廻
´
妙|こ二:

|:'よ る分校部‐会を開催し、
‐
黒答

.的
活動として:夏体み中::|=

||■千弁当で全員 :こ よる合宿寮修会の開催を決定:(‐ 61月 )●
|■‐l:(以後、

.県
教委同和教青壼t‐尾三地菌検長会と麦渉経|

| 1重 ね、県教委同教室と校長会とが経
:費

を鋳1率||で 隼華|す 11

‐1る ことになる)|  |          ‐ 1 ‐.

1第 1.由券‐緩全員各岩耕議会・ 1月 二:5116占 |(2轟

=畠

|'

:基調講演1 「生徒をどう.と らえるなJ:|  ■11■ l il

11.     :   一生徒め行動を通じて■‐.:■
´
■
‐

1

1‐  ||■ ‐■■  県教育研究所 教́育籍談担当:指
1導 圭1事・

‐
|‐ ■  |■|_‐

「‐
■■   t ・ |1片岡 1省‐書1氏|||

i■  基講講1裁 211.「鷺
‐
あ:1歩ん|た 1遺 と1教育J I:‐ |■ |■11■

●:■ :|11 1‐ ‐ 1部 1落解放同盟南部1地‐機1議:長 ■ |■ |■ ■

- 4 --



||(1各 教科別に1‐ 1‐

マ‐で).‐ |■ ‐1■

報告書|(分絞:白 書

||::|‐ ‐
|■■ |■ 1原野■宗任氏

1‐ 分科会に男:れて:それを
'れ
めテ■

|:      |       : 
‐
 |

21)● 基点:■発刊.1 11 ■ |■

|■
‐■|1学期1以 降、1各教科Blj領域部蚕として位置付きt・ 角1:

|■■口1黙 |二‐の部今が開.や れ`ぅ●■章本
'ミ

は.:11理
:料 蔀会:真教‐

||1委棄渉:画騨的iな 成果:■   .:‐ _  ‐  ,_   :
|■111全国教1養 分薇間‐謹:初 提起て以降毎年二ん3の 提通)

||■■
=1和

1分稜■三織高義として独立 ‐        |
|<■ 973年度>|
1●

第■‐自分校全員合宿研修会 8月 810・ 10日

■■■| ■| ‐ |||‐ ‐  ● : (全 額県費保障)

|■■■■■ヤ||1轟進態1勢

iづ

くりをめ|ざ :し て .14分 科会構成

||||||1基議轟量■|1急あ豪ん.た造1・ ||||■   ‐    1
■ |・ |‐ ‐   1■ 部落1解 放向盟広‐島県連

イ: 蒔本 悟氏

|■ |‐
‐
■実議報告 各校から報告  ・  ・  ■   :

|■ ■■報‐告書 (分校白書3).1基点第 2集発刊

|||||1奮 攀申:言‐千1奮
‐
琴拳澤Jの 実態とたたかいの展望

|く1119‐714キ:度 >.|(活動め由‐常化|)

|●第‐3由 全員合宿研修会 |ヤ 角30131ふ 8月 1日   ‐

‐■‐
l ll‐基調講演

[「
私の|‐うけた分校教育」:(卒 業生・解奨生)|

|■ ‐■ 1 1、 11[梶原秀光氏、平岡まゆ
｀
み氏、原野久三氏:

|■
| ‐実

:践

報告 i各緩から報告

|| 1基 本提起  F分校における集
:団

ブく|り の方向● : 「

■|| ■  ‐|      ‐■  1 .11 1滝 尾 1英 二氏 ‐

●■ :‐ |■ | |l i● (|こ れを1受 けて事‐131分散会によ|る
'討議1).■

・

■|‐||(基点第13.集編集しき|れ|ず,|| ヽ| ‐‐■
‐
・ :  ‐

二15‐ |



く|‐ 1■ 7,午革
―
ン11111中 事導琴111零率i':)|■1111111111‐

●第
‐
4‐嵐全員会着研修会■71111‐

11「 ||||‐ |1甲||||||
|■■基:調 提起 ‐「中1学1義 か

|:ゃ零言1‐ 1 1■||||||||
|‐

=‐
| ■■|‐ ■‐‐| ‐‐ 豊:中 学校長|‐  IAFT目 |=‐彦1氏|

| ‐実畿報告 1各稜から
:め

報1告
「 1 / . ■‐|■■|

||‐ |■‐||||(前年度向森●
=分

散‐会構成,|■ |′

‐
■|‐■

<19171161年度>| 
′
(授業改善ベー角けて).|■ |||■ |■ |

1第■回全1員 合1宿 研修会 r‐7月 28‐ 1219,30自|・ ■‐■■

1‐
‐
●テ■マ■1低 学力の克議をめざす、■学習集団|,ぐ :り |を|||

| '     1   1      11‐       .    |   :   ‐      1 1:1 1    1‐
`| |:

::||■ ‐■ |め ぎして' ||| ‐‐ ■| ‐||‐ |||■ ||||
‐
  ■ |‐ 11;| | :                 メ       | |  ::

1 基調講‐座 バズ学習の基本構‐想■ ||:■■■ |■■■

墓古屋大学名誉教授  ‐塩圏 芳久氏‐

(3分 散会構成、各校報告 にかえて全員個人総括提出 )

<1977年 度> (学 習集団づ くりの具体化 )

:第 6鐵 全員合宿研修:会  8月 2・ 3・ 4日

テ■マ  ー
学習集置づ くりを録ざして      ,

基調提案 にかえて、学校総抵の提起

|(食 |ク ラス編成‐討1議|)|

に当たもて |‐ i‐
 ||■

‐ ■ ‐ [塩 醒 :芳 1久1氏

:ダル十1プ 編成.(教科単位 )|:こ ようて、′心理学英文‐専1門
|

誌を|グル■プ男Jに 翻‐訳する。 (体験学習)|[■ ■●::

1978年 3月 18蜜  尾三地藁高校分校蔀 解散1式■■|

具体的指導 1体験学奮をする

h
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●I■ ::i

3.尾三地区高校分校部活動 6年 FE51の 流
tれ ―111.:‐

■‐
(教育内容を中心に)

基本命題

‐1■ 背景

第 61回

第□回

教師こ|そ が最大の教育条件である:1 11 1 ‐

|    |  |11 1(導 勁‐91華体の甲確化 )

分械■1華 Flj実態lil馨 応ルて|1分様■業員が、分

槙に対するtも う|と も
―
強烈な差Elj意 識のとりこ

になってい.た 、と
・
する自己認識が生み出した命

:

題‐である。 (解放教育の原点)し たがって、合‐

宿研修会等において、父母代表としてt解放運

動に関わる方たちの参施を求めた。

回

一
回

国

２

　

・３

　

４

第

一第

一第

第11‐
1回‐ 教科 を中‐心 に|し た、「学校:現‐場 (足元 )の確認

→教科部会へ発展

第 5回

1推進薄1勢 を中
'い

にした′ti学構現場:(黒元)の点検
教員外:■卒

‐
業生)か らt学緩現.場 の告発

:中学構からの馨:言 t中学構|ま 分絞をど,みてぃる:

1          ■  1 7  1 `    | |´                  :

・か。|(中‐高連携)|   ■ ■ | ‐

分校問題における:教育
:内

容から|み た、最大め課

題の確認:   :‐    |
学習集団づくり (授 業改善 )

課題解決のためQ主体者の変革を追る体験学1習 L

I:各緩共、公開授業研:が定着 しつつある中で、単元

1単位学習プランづくり、中高合同学習会、地域 ぐ

|る み推進態I勢 づ:く

‐
り等、諸課題は具体像が明′ら

1か

|に な:り つつあつた1‐ |     |■ ||

目 1標 協:同 の理念の確立

17●

↓

一



|■分校|な現象|し て
'ヽ

る差Elj実 態‐lれ 1行政差IEIJIめ 1鋳 ||

基|二二‐二‐三二‐巌轟量:ヽ あ基:11曇臭終ふ二|よ
:|ふ||

|と ,分機||■ |み1現象して,｀ る.案態
:で

はな||=|=|な
-11

,|な|||||1票 |||=葬羞|||ヽ た||:違き|11‐

=||||ま・り1分校問題の解決は、まさに教育
=二

:む わ,チ||

学校教育の1本 質に関わる問題であつた: ‐ |■ li■ ‐

||||
つ||なるの|で

―
はないか|:‐権‐変わらず教1育‐■1本軍1議■|

=き
でtl:勲 1率 :的 な||1経済攀'1論理‐が集:行 |||‐ 4111

こうした現:実 を許してい|る ことにt現場教員は責|‐

■

任がなし`のだろうか31ヽ        | ■■||

||ぶ でヽ|‐ |■||==1蒸碁
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濃講

『地域の教育でめざしてきたもの』

一遜去の教育運動で、何があったのか―

元高校教員  越智 曜孝さん

―資  料―

ま え が き

今回、下島P連の研修会で何か話せというご依頼がありました。一度はお断りしました

ものの、それでもとおしゃっていただくと、あえて固辞するほどの者でもありませんので、

かっての豊高校区教育推進協議会 (推進協〉のお話しでよければとおワ|き 受け致しました。

と申しますのも、定年退職後 2年が経過しまして、今もお手伝いさせていただいている

仕事も含めて。ぼつぼつ学校教育の領域からは身を引かせてもらおうと考えておりました

ところ、お前は過去の総括もろくにしないで逃げるのかとばかり、あれこれ注文が付きま

して、今月はじめには、今日の話題の中心になる、推進協結成以前の7年間、尾三地区高

校分校部の活動 (6分校すべて独立校になり解散)に ついて話したばかりです。そして、

丁度最後の年に、推進協結成準備会から、推進協事務局の仕事をさせていただいた8年間

が続く訳です。

なにか因縁話めくのですが、まあ、私に対してしっかり総括をせよといわれているよう

な気分でいます。

ただ、今回は大変楽でして、私たちが推進協を結成するに至った経過の中で、まず豊浜

中、そして豊中も、尾三分校部色、名古屋大学名誉教授、故塩田芳久先生ののご指導を受

けていて、それが核になって推進協が生まれたといって過言ではないのです、その塩田先

生のFl下生である、申京大学杉江修治教授の論文をそっくり借用させていただいたからで

す。もちろんご本人の了解をいただいています。杉江先生とは、まだ名古屋大学の教官助

手をされていたころから、塩田先生のご紹介で知り合い、もう20年以上親しくさせてい

ただいてひる方です。

亡くなられた塩田先生が常た、「ぼくの教育研究の後を継いでくれるのは杉江君だよ」

とおっしゃっていました。 34才だったと思いますが中東大学の教授なられた若手の研究

者として注目されてきた方です。もう若手とはいえなくなってきましたが、今では指導過

程の研究では日本有数の研究者であろうと思います。指導過程とはわかりやすくいえば授

業研究といってもいいと思いますが、全国の小・ 中・高の授業を見まくっている方です。

昨年、 1月 、杉江先生から電話があり、今年は国内習学が認められ、 1年間フリーに研

究できることになった。ついては推進協についても調べたいので資料が残っていれば提供

して欲しいという依頼がありました。

元来ズボラな私ですので、積んである資料の中から役に立つものがあれば、自分できが

して持っていって下さいと返事をしたのですが、 1月 末に来宅され、いくらか資料を持っ

て帰られました。

題

難

装

講



今年3月 末、何の話もなく、A4刊、240ベ ージの大部の器子が届きました。「バズ

学習の研究Jの標題がついていました。やっぱり塩霧先生のお嗜じゃていた通りだと思しヽ

ながら、私たちの関係してもヽる、今爾資料として使わせてもらってもヽ建部分以外はかなり

嗅ヽ かヽげんな読み方をしながらも、バズ学習のマスター本ができたと思っただけでした。

ご本人がおっしゃらない鍛で、かなり後になって知っえのですが、こ鍮論文まま名古屋大

学教育学部に提議された学位論文でした。これまでの教育研究の焦大成とでもいうべき諭

文です。

その申で、過去に金圏鋳にみても、他に例のなり教育運動をやってひたのだということ

を、逆に知らされました。

このことを皆さんにお伝えしたいともヽう気持ちです。

とは言え、今日お集まりの方は、 P、 即ち保護者とT、 教職員と一緒の会で、どうお話

ししようかと途惑いました。教職員だけの会なら、プロの先生方ですから、内容をそちら

に向けてもいいのですが、保護者の方々にとっては二重に面白くなひ話になりそうに思わ

れます。

二重にといいますのは、この下島地区に過去すばらしい実践があったと知ったところで、

いま皆さんのお子さんにとって、それがどれだけプラスになるのかがなければ、殆ど意味

のないことになります。その上にいわば業界用語といいましょうか、教職員にしか通用し

ないことばが飛び交っては退屈な限りです。

それと、今になって思えば、あの推進協がともかくも教職員の力量を高めなければとい

うことに集中し、保護者と共にという発想が弱かったという反省があります。

そうした思いから、今日は保護者の方々に焦点を合わせてお話しをさせていただこうと

思います。

ただし、このお話しは、私が関わった8年 Falに しぼった話で、その後については、残念

ながら知りませんので、予めご承知おき下さい。
‐私自身、この地域、正確にいえば 斎生まれの豊島育ちで、幼いころから島差Jllに さら

されてきましただけに、島だからレベルが低いのだということだけは我慢できません。こ

れだけは残り少ない生涯においてもゆずれないことです。

せめて、保護者の皆さんに、島でも立派に子どもは育てられる可能性があることを、感

じ取っていただけたら、私の今日の目的は果たせられたことになります。

長いまえがきになりましたが、それは一つには、いくらご本人の了解をいただいている

とはいえ、私の独断で、杉江先生の論文を切り取って使わせていただいているのです。

先生の論文の切り抜き部分だけが一人歩きされたら、どんな失礼なことが起きるかも知

れません。そのことを思い、すべての責任が私にあることを明確にするためであったとご

理解下さい。
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3 地域課題に識 え難 ・ 聾ヽ・ 中・ 高■貫教育鰻勢とバズ学習

(1)幼 鬱小 。申・ 高轟貫教育嬢勢の発足 (19爾年まで》

賦島県豊爾郡豊轟町睡豊町2町に毒るS幼稚爾、餞小学校、2中学校、1高校の金教員15機名

弱が参鶴するも鳳貫教育態勢を場ぎした 壌 島県豊高校区教育推進協議会』餞下、推進

協i°w発足したoは19鶴年であ爾た・
方を援登ぶく、

・
歌師たち藤学校豊越えて連帯し、多様かつ糠力的な実践研究を重ねた大規

模で融 事鋼であつた。その実践の理論的な背景として教師鋳 が選んだのがバズ学習

の原理であ番.塩国芳久を中心として研究者もアクシヨン・ リサ冒チの形でこの実践に深

く要わり、筆者も量亀T8年から10年近くこの地域の実践と親しく交わる機会を得た.散師た

ちの研究成果は膨大な資料として残書れてtrLるが、その内容について公刊さ準たものはほ

とんどない。本稿ではその実践研究の展開を紹介し、あわせてパズ学習の原理と方法の幅

広い司能性につ酵ゝてtil検封したしЪ。なお、レ続の内容観 わる資料の多くはも.T貫して推

進協の事務局長として活動された元豊高絞撃諭め越智昭孝氏から提供いただいたものであ

る。

1)大崎高校下島分校からの問題提起

豊浜町と豊町は、大崎下島、撃島も斎島という、愛援県との県境に近い3つの離墨にま

た海 町である.両町の産業は山を代 切々り拓いて作りあげてきたみかんとも豊浜港を基

地とする漁業である.みかんは・「大長みかんJと して西日本にそのプランド性を誇ってお

り、激業では、豊浜漁民はその技量ど新しい技術開発などで西日本一円にその名をところ

漂鸞ている.しかし子どもたち埒家庭生活に目を向けるとも農家の作業の厳しさゆえに子

どもと親の接触がきわめて少≧い.統 漁業では遠隔地への出漁が一般であり、両親不在

の家庭が非常に多くなってい薇。191諄の豊浜町の鋼査では、野内の幼・小 0中学生847

名の内 両ゝ親が漁に出ている間祖父母と過ごす者は159名 犠轟.3節 、兄難と過ごす者は105

亀義2.電滑、学寮嗣親の長難銀わたる饉漁に備えて町が準備していも察としての機能を持

つ朧調 で過ごす者饗名 19.量簿と藝ラ実態があつた.基本的生活習慣が十分身に着いてい

なむゝ晉どもたちの学力爾での停議は大きな問題であり、地域の活性化への不安材料となっ

ていた.

難島という地理的条件は差剛の対象となる条件でもあつた..島に住んでいるということ

で、より交通の便などのよい地域から差別を受けるのである..技311部落のあるこの町の.

811瑳動長させていく構造的な条件がそ手にあつた・ また、子どもたちの学力を保障する

ための多大な経済的負担もあつたo学力の高い者は高校進学に際して議 土鍛学校を選択

していた。

あわ燈て教育活動勢側面でのこの問題を解決していこうというエネル導―が高校の朝 豊
まれてむゝった.



量〕鐘勢づく秒と実雛交流

町内錯量中学校ではずで鍾ノ電ズ学8が取攀入れられていた義ど診わけ豊浜中学絞鐘鑢T量

年範第4圏金爾薦ズ学詈続賓集会を主羅しており、諸鐘轟儡「町内パズ慮攀実餞でも鐘幾

れるパズ学習先進波であった。高崚鍮教師たち鐵進学してくは豊縫の学馴菫甕難意畿、学

力の不足を中学毅の指導:こ漂鐵が機るので鐘鍮酵Ъかと考え、申学校鍾参議範彎く。しかし

問題は地域の教育環鑢臨構造的鍾存在す壌通と臨気が等Ъで濃く鬱学綾場鐘えた連携の必要

性を感じ、それを模難しはじめた翁鐘壽鶴年頃であつた.19鶴年か鏃激高崚でも轟教科、

撮りの会など鍾バズ学習を取り入れるよう鍾な機。

高校では19Tl年に『下島分崚教育推進規定』を改師し、数師焦爾鍛鐵難 麗るこが 何

よりも必要であるという認識の元は、そのため            生縫の進路購

を主眼に、パズ・ry習の原理と方法を教師集国の組織は違静慮することを澱づたのである.

1973年以降何度もゝ筆者も参加した研究会終了後絶、高校の教員のほとんどが書舎に集ま

り灘島ゆえに若手の教員が圧倒的に多いのである輔 、研究者グループ慾賓えて会食しな

がら教育識畿 話発購 慮なく交わした経験は互をゝに貴重なものであつた.若罐 師も一

人ひとりが地域の教育を支える意鎮む持ってをヽた.その量鍵を学習する場であった.

地域の学校嗣 連携としては、すでに幼、小、中鍛連携組織濾存在していた。同和雄竜

運動の展開の中でも広島県同和整

会がゝ幼、小、中をまとめた研究交流を行なってきたと移う前史があつたのである.中 s
―

高は、1976年に高校がバズ学習による授業会開研究会を開催しも中学校からの参観がなさ

れた.申学校の授業研究も高校から参観するという形で、不定期ながら交流が行なわれは

じめた。1916年の豊浜中学校め研究紀要にはすでに『幼 。小 0中・高一体となり、地域に

_pさぶりをかけ、地域Ⅲ 塾登教育実践と教育内容の創造性をめざす』拡島県豊騨 豊

浜町童暮減中学校 1976)と いう表現が見られてぶり、中学校側も通の難題を積極的に捉え

ていたことをうかがうことができる.

19Tl年造は、響季臨 校と豊申学校とで公開研究会が開催された.日程を驚爾に分けで

実践交流が図られれの鶴 る.・ 秋季には高校と豊浜中学校で公園研究会が開麟 れた.夏

休みの終わりには、広島県数委、理 浜町教委L豊町数委の後授の元に、高校に置かれた事

務局の企画で、1油 2爾 の「下島地区小・中。高合同合宿研修会』添詩たれ、塩圏芳久と集

―

襲 麗 塑 幽 鰹 塑 幽 壁 蝕 鰺 鯉 醸 戯 鶴 難 鐵 翻 鐵 血 自:目雖

が行なわれた,参加者数の資料は残っでいないが、
°
その経験は画期鐘な試みとして当時の

教員たちの申融難 たという.

さらに、合宿での問題提起を受け、体み明けにまつやく 聾 島地匿増ゝ。中・高・教育推_

進組織結成準備会Jが呼びかけ
゛
られ、町内各学校と教委が集まり、幼・耀ヽ・申 。高品貫し

た教育態勢づくりのための研究織識の結成の合意が濃 れた.第 2回の準備会は10月 に開

難され、親約ゝ盤員、・日程などの議題が・出された.組織づくりの具体化範ともなう調整の

必要性や、それまでバズ学習に取り組んで通なかつた小学校でのパズの受容なとで識議が

重ねられた。バズ学習は単なる技法と理解され、複式学級を持つ学校での戸惑0ヽが表現さ



れた響、すで範特輔 る実践を行施 で購る学校からはもそれとバズ学習との整合性饉難

得が懇ゴかなれと総つた反議が出たるしかし識議鍛轟程で、パズ学習犠指導の原理として位

量づけ機と務ラ理解が得られ、19稲響 魔韓、母鐵年武罐高絞から独立した下島分校が豊

ilI:li:i絞 (ll:::改義じ :i::l:::::il:iil:il;l::1:豊 高嚢区教育推進協議会どが結成lil!::れたの書ぁ11:Ii〉 eな 1ll}::)、
1:::::の 1:Illil域

_

に数血した高絞ができたということは、地域からの教育要求鐘対する蕪作整備の館』盆感

難で轟うた.あわせても推進協が母体となつて襲稲年度の第18国全国バズ学習研究集会を

豊浜町、豊町で翼醸することも合意された脅である拳

彗〕なぜバズ学習か

推進協の理論釣基礎として、なぜハズ学雪が選ばれたのだろうか.これは誰地域のパズ

学習実験者の間でも十分な騨 得られてを動 問題であうた.推進協の文書にもこのこ

と密直接絶解説したものは見いだせない.鍮の端々をたとつてもなぜバズ学習だうたのか

を難じ量ってみると次のようにまと雛られよう.

この地域鐘斃に罐 べたようにも島と資 被差剛状況におかれも内部に被差別部落を持

p仁驚lシ複推な鐘剛構造を内包していた
`じ

目の前にも潜在角にも存在する問題状況の中で、

こ通で鐘鑓雛教育が地域と散師餞 の主要な課題となって畦 .

爾意識、難測行動を除去することに止まらない.被叢剛状況がもならしたさまざまな矛

始のような幅広むヽ問題を組饉から解決する連響な統合的指導黒埋と方法が狭累されていた。

轟鰺鈎鑢面と態度的側面の同時は鐵密図る、そして基本に科学的方法論を用いる、人間

I

それまでにもパズ学習の実践で同和教育を鱗面:こ取りあげたものはなかつた.しかし、

推進協の中で、教師たちふAズ学習を自らの実践鑢関心に基づむゝて鍵え返しもその意義を

呼無し、自ら応用的鐵みをすると酵Ъう、教育実践研究のモデルとなる接逓がここでなされ
°た.バズ学習もやれによって実践と研究のパラダイムを慮げることとなったのであるb
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バズ挙冒琴究集轟轟麗後の鍵轟下魃秘鐘進纏ヽ鐘量量鑢鸞暴鑽がMかれぬ藝備のけて褥
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して輿覧して盛亀學籍をふ貫欝鸞懸か霧吻やつ爾籠鍮辟恣釉餃咸飩霙鱚鐘量予必甍⑬ヅ魃

と魏う点蓼鋼らか暑こされて魏つλので鏃鶴嚇を通で趙量範、

だ跡のも学崚生活を攀心範じ≧霙饉餡菫軋籍ような腎l扮鮭甕辟鍵蛉きれ釉磯錐鐘骰鐘、連

帯による数師の意欲の高まりを自鋳とすると通るか機、具体的に予通もえも甕どう壼化さ

せるかとしゝうとこ挙に整み込んだ新しい段階推進んだのである。・

次年度予算策定期までに、塩爾らとの検鋪鍵基づき爾査の大粋驚決定し、豊震、豊両町

に助威金申請を行ない、再町もその意義を懸め、鋼査餞難の予算も倉滲て金講議0磯万霧緩 ・

の助成が予算化されることとなつた。

・
・

Q饉墨重艶饉塗菫F散研式新訂嘲 知饉検宣鰺ヽ申秘高鐵 s新動 児調知能検査

鶴翻 爾 .

②幅準学力検査 :小学校tt、 国語、算欝数鋼 、理科も社会の電教科、中学校はそこに

英語を加えた5教科、高校は国語、数学t英語の3教科で実施した.

≪澄饗塞鐘菫豊鐘脚鵡〕:学習態度、学習技術、学習薫鏡、結神・ 敷体の健康、のこ領域

についての標準テスト.  ・
0学級構造調査_:変形のソシオメトリック。テストを用いる。学習指導領域と生徒指導

預域でb対人的接近次元、勢力次元、日標意向次元:こ関する6つの質問を用いた.

4月 中旬に2日をかけて実態調査説明会を各学校からの代表に対して行なう.鋼査の意義

と実施の具体織方法静 いて,研究務 の解魏を受けた・ 下旬:=鋼査をT斉に実施、デ

ータ整理は研究者に任された。筆者もそのT員として膨大な資鶏に取り組むこととなった。

7月、夏体みに鷺 て早々銀実態調査の中間報告が、整理にあたった研究者を講師とし

てこ学校種別の分科会形式で行なわれた。
:二

豊調査結果は『教育課題を求めて工通して報告されている。館島難章高校区教育推進

協議会 19801.また、次年度に同様の作業甕操り返し、第1理を事前テストと位置づけ、

推進協の実践的取り組みの効果を検討し、さらに、新たな轟題発見の資料とすることを確

認した二この調査は合計5回実施する通とも確離 れた。

1選ば覆琴電竃種涯竃誕づた懸皆的な実髄鋳鋼査は研究機会としても審なことである.わ

れわれはそlia資料を分析し、率のよ,な考察を行なつた.

①知能はt・中学校までは全国平均をやや下回るが大幅なも鍛ではないざ高絞は全国平均

よりも低く
・
も・
・
学年が進むほどその差が大きい。

②教科の学力l■全国水準と比べてかなり低濃結果が見られた二とく:こ小学校の中学年と

高ヽ学年での不振が目
・
:こ付いた.しかし、中学校:こなるとすべでの教科で威親が向上する.

両中学校では推進協結成以前からパズ学習を行なっていることが主要な原困と考えられる.



高絞で鍛鐘学力の問題は、中学校かわの進錨選択上の要因が強く鐵いているものであった。

教科鶯で識疵語の落ち込挙が各学年で爾鍾付鶴た善雷薔鐘力は各教科共通の基礎釣学漁

とな鶴鶴脩で
「

診t緩糞改善のポビン訃がそ通にうかがえたのである。  ・

⑬馨習爾篤儘検査で歌、小学豊では4領壌ともに、高絞生では精神 。錯体の鍵鑽領蹴臥

外讐髄域で金鐵平均よ攀魏らかな鐘藝結果が舞された.■方申学生は、・晴神・ 身体Q健康

髄鎮鐘金ドレベルでいり、始の他の短戦ら小亀高難どの書ち込みはなかつた。また、中学

技で鐘蠅らか鍾学年覆違って適応畿鍮鍾差盤が上昇する鎮白ガ見られ、これもボズ学闇の

成果と簿救できるも鍛であった。

③学畿撥造爾鸞 結黒鐵事後の変化に褻する食料がなくもまた比較すべき基準もないた

め、量麺の資料で鐘明らか難できる内容は少なお な。ただ学年間で比較検討してみると、

学級の社会的構造は小学絞の場合、高学年になっても威熟していくという領由が見られと

わった。学畿飾 入闘関係づくりで課題があることが分かったのである。

なお、戦告書では学校別の集計は報告せず学年ごとの報告としたが、各学校、各学級に

はそれぞれの単位で築計じた資料が報告され、児童準徒の個票も含め日常的な活用が期待

された.                            ゛

_3)実践交流

この年も、春と秋に各学校を会場とした授業公園をともなう実験交流会が開催された.

審鐘豊高校と豊中学校、豊島小学校と豊震中学校と豊高校、絆友小学校と大浜小学撃が合

同で開難しゝ 秋には豊島Jf・学校と久鯰小学校と豊浜中学校および豊高校もまた大浜小戦

と沖友小学校の合同研究会を頸集臨も案出する形で園饉した._前年度のパズ学習研究集会

程備規模ではなかったがご非常な轟ネルギーと意欽の群 れた試みであった.

また、姫路市立自鷺中学校で愧雛 れた第14回全轟パズ学習研究集会に推進協から4件

ゆ実践研究発表を行い、全国の実践者との交流を図らだ.その後のパズ学習研究集会には、

第15国に3絆、第16回に2件毎篤欝回に3件》第18回に2件といったペースでコンスタントに

発表を行っていった.

《《》地域の教育課題の明饉化と実鍍化 (1980年瞥1983輔

ll簸毬次、第3次実盤調査

198響年、19鑓年の第2次、簸3次霙鯉調査の結果は広島県豊高校区教育推進協議会 (1988樋

に報告誡 ている..｀調査の内容鐘学級の社会的構造についてのみ3学期に事後調査を加え

た他は1979年と同じであるβ・

2回の調査を通して1この地区の子どもたちの次のような実盤と、推進協の活動罐

が明らかになった.

⑩知能 :高校鐘学校選択の過程での要因が関わっているため、金鰯平均に比べて低む驚汎

幼、小、中の結果を通して縦議すると、学年:こま薔麓はあるが、通鍛地域の子どもたちの。

知能は全国水準に近い.

0小学生の学力 :198齢年に鐘毎慇年生と5年生を除いて学鶏覇難値は曲上し、金溺本攀鍾

達しているかやや下理る諄簿鑢 惨ていた.窮 81年度では5年生で大きな織ぴが見られた

がその他は前年度からの変化予小さかった。前年度成績の伸びの崇さかつた4年生と6年生
はこの年度も伸びが瑚、さかった.しかし、総して推進協による活動が軌道に乗づてから、



学力面での進歩が認められた.

O中学生の学力 :掛 80年鍾は、中学生は等年の推移とと場に学力が高くなり。機年生で

嶽鐵懸を除いた他餞難ぽ全国平均であつた.鑽年度のよ比鍍で鐘菫年生はど鬱教科も伸び

ており、麓年生はさら鷺大きな伸びが見られた.・ 量鶉薔年度鮭鐘議年生の簿びがさ撃臨見各れ

たが、1、 態年生では前年度を下国鬱、学力鮭停滞が見られた。
・
〇高校の響携 暮鑢:0年度鐘どの教科も各学年で全涸平均覆かなり下国って穆鶴惨まぬ、

1年生、建年生とも鮭難年度か藝鰺倅ぴが見修れな攘。しかし3年豊鐵進歩を示した。 1彗 8量

年でも同様の結果が見られた。

⑤学習適応性 1198尋年度ではも凛ヽ、申学生の学習適応性は全体的に良難で梅 た.しか

し、高校経なると不適応傾向が見られるようになる.とくに学習技術の側面での遮応が悪

い1.前年度との比較ではも高校を除いて鹸 がやや進んている様子が継 れた.鯉 81年

度はも小学校5年生以上の学年ではわずかながらさら鮭鐘応が進んだが、そ総 り下の学

年では変化はなかつた.

◎学級構造 J1980年度は、小ふ中、高校と幅に、選択国係や緩集性鍵砂酵ゝで鐘学級麓が

非常に大きかった.また1年間に望ましむゝ変化を示した学議は少なかった。さらに中、高

と進むにした灘 ご対入轟係が轟部の者闘士の少人数鍛まとまりに収東する額質が見られ

た轟198二年度は.小学校では学餞構造が年間でやや婚変する願向を見た.中学校も望まし

い変化を示した.高校は昨年度と変わらず、学級集国に関しては望ましい変化を起こして

いなからた.

議》実態爾査をふまえた地域参鑽驚轟鍾の明錢化
・
3年間鰹われ た実態調査資料鐘、19霧 0年度の9国の実態調査研究委員会と雪国の協議会

で検討され、198騨総会で_甲鐘幾建る集聞づくりをメ 蠅鶴磁機醸金領鑽 言語認識

_を』_と時到惨鏃 践目標饉 轄碗L調 査爾 らかにされた通とが機の中から教育罐

めるうえで本質的な部分を抽出した結果である.たしかに、学級を申心とした集団づくり

の観点が教師の側に欠けてわたし、実態も不十分であつた二また学力面での問題は、学カ

検査の検討を進める過程で1・ すべての教琴理解の前提となる君語活動の調さが浮きあがっ

てきたのである.それには、出漁や農繁期の忙しさで規と十分に接することのできな轟予

どもたちの
―

境の実懇分析からの裏づけもあつた.

汎曜瘤つの実畿日標蓼明らかにされたところで、推進機の華難がなにつながる桑持がで

きたのであるЪ



鵞‡鐵難≧巻錢畿

鮮斃最してか毎鱚轟爾翁バズ挙冒軒寵鍵会が国錢され轟まで爾年間亀・決轟機mと '

幾濾菫G鐘・始轟鐘してや機議会の爾羅翻数は4翁爾電霙鐘爾菫携量農激饗爾、轟

鸞ド鍮会議鐵翁輔頸、。さ鶴に、修学の審ξ積の各裁鍛餐轟研究会、絞斃④寵主的覇覧会、

●

r簿 1番国の研究集会後も実践交流鐘行なわれていつた.^しかし198感年竜豊高絞で異常な入

暮移動かなされt事務局態勢が一気鰹脆覇悔いもそれまでのような推進協の活動は止んで

しまう.推進協自体は残っても形式織な連携は緩小化されてむゝつた.'1991年に筆者が豊中

学校の研究会にに招かれた鋳には、.パズ学習の実践は学校として続けられていたが、学校

鶴磯共通の理題意識lt彗薄になっていた.會 0年代半ばには形式的な組織としての推進協も

濃減したと陶く.また生徒減で、推進協の拠点であつた豊高校も廃校となった.

地域と鱗ぶ実銭としではきわゆて有意義なこの事領が衰退していった背景を探ることは
・
饉本轟教育文化の特徴奄探る書力な手がかりになるように思われる.教育心理学者として

の筆者鮭鐘荷の重い無題であり、解を見つけることは困難であるが、気づ吐 ことがらを

あげることく。らいはできそうである.

まず、推進協の活動の原理は同秘教育に求められる統合釣原理であり、教科指導までも_

ようぃパズ学雛 小集園を使った理鑽 な― あり難 教育とは別鍵 という、技法に

とらわれた発想から載師たちが抜け議ることは難しかった.また、教育の目標について目

常釣に突き騨 て考えない、い榛かえれば教科書の
― 仕事だというレベルで教育目標

豊捉えですんでしまう散師の文化が優勢な現状の中で、地域の教育課題牽捉え返し、
・
自ら

の主体的判断で目標設定するという転換を求めることも難しかったと嚇 。

指導翁立場の技長の態度も強い影響力を持った.欝 82年度磯実態調査妹後野準ではこ・中

学校での成果に次第に陰りが見えてくる様子が示されている.それまでバズ学習奄主体的
鍵取り入れてきた絞風が絞長の交書は って変化した可能性は高い.技への逆方向の影響
の最骰 ものが量高校担おける異常な入事異動であつた。群級は外部の難 しての筆者に

は平mである。F、 推進協範鸞する技長の個人的な考え写そこに強くf反映した疑いが強い.
°
それ場文詩すも反教育的な勢力が地域の内外にあったことも確かであろう.

実質約lp年にわたって精力的に線り広げられた豊高校区教育推進協鐵会の実践はも地域
と脅ども彎結ぶ員重なものであっなごその鶴、多数の教師餞 は子どもたち:ことっての最
適の教育環境奄模露していった.それは子どもと教師の双方に後まで残る経験を与えたこ

とであるう.また、地域が学校鮭窺持し、純粋鍾積極釣にその活動を支援した事例として

も興味深いものガある。あわせて、このような実践が鸞年30年の長期鍵れたって継続きれ

得なかつた日本の教育情況の課題も浮き彫りにしたのである.
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教論  壊 水 尾  祐 文

は じめに

「人情I関係は教育の基盤であるJと い うバズ学習の基本は、̀今 の時代に求め られて

いる教育の課題であると考える。

そ して、様々な教育改 革の 1ヨ 的の一つに、「変 fヒ の激 しい時代をたくま しく生き抜

く力を身につけさせる」 とあるが、生き抜 く力の根本は、知識 もさることなが ら豊か

な人爾I性にもとづ く、人 と人 との関わ り方であると考える。

私は、今まで様々な場面でバズ学習をメ1:い てきた。 自分げ)担 当する保健体育につい

ては、球技や格技 (柔道)を 中心に研究を進め、生徒が自ら意欲的にI枚 り組む姿や、

技能が向上することを確かめている。 また、道徳においても今回の研究はもちろん、

今までの実践から、一斉指導よりも生徒の参加意識の向上や、多くの友人の意見を聞

くことにより、その学習における視野を広げていることも確認 している。

そ して今回、我が校は
'F成

9年・ 10年度、東京都の 「東京の教育 21」 OF究推進

校を受け、その琴F究主題を上記の 「豊かな人間性を育む教育を目指 してJと し、研究

のね らいを「ボランティア意識の酸成を進めるボランティア教育のイEり 方」 と「生徒

の主体的な活動 としてのボランテ ィア活動の在 り方」を学校の全教育活動の中で どの

ように して定着 させていくかを研究中である。

私は、このね らいを達成する一つの試み として、道徳の授業において以下のような

実践を した。

授業の具体例

授 業の展開及び指導上の留意点

|:キ i鷺 ] 学 習 内 容 及 び 学 習 活 動 教師の働 きかけ・ 留意点

導入
5分

・ [爆 席確認
・本時の 日的 を生徒に話す

「ポランテ ィアの意味 と意義』

・ 生 徒 の健 康 観 察
。前回 実 施 した 1受 業 を思 い

出 させ る

健康 状 態 を把 握 し

て い るか

内容 を理 解 した か

展 開

40多)

ボ ラ ンテ ィア命 言葉 の 意味 につ い て

生 徒 に投 げか け る 発 問  挙 手

板 書  正 解 を黒 板 に 書 く

グル ー プ で話 し合 い①

どの よ うな種 類:が あ るか班 で考 え る

グこ表  黒板 に 貼 る (野二長 )

資料配 付  (イ ンタ∵ネットの検 索 結 果 )

班 内 で経 験 #と 米経 験 者 の 話 を聞 い

てみ よ う (全 員 必 ず 発 表 )

グルー プ で話 し合 い②

経 験 者  ・ どの よ うな活 動 を した か
。そ の時 に見 た こ とや 感 じ

た こ と

な どを話 ヒ′て も ら う

未経 験 者 ・ なぜ 今 まで 取 り組 ま なか

った の か
。ボ ラ ンテ ィア に対 して ど

の よ うな al象 を持 つ てい

い るか

最 後 に皆 の意 見 を聞 い た感 想 を 言 う

発 表  ・ り1長 が読 み lュ |ず る
。感想 は ま とめ て鋳 購tに 発 表

資料 配 付  (生 徒 作 文 )

各 自に黙 読 させ る

前 時 の課 題 を氏、ま えた h
で考 えて い るか

で き るだ け全 員 に 答 え さ

せ る よ う指 示

しっか り読 ませ る
必 ず 全 ilが 発表す るよ う

指 示

人 の 話 を しつか り聞 くよ

う指 示

必、要 が あれ ば メモ を取 ら

せ る

一 人一言 感 想 を全 員 に 言

わせ る よ う指 示

しつか り ::売 ませ る

質鮮1の 意 1れ が 伝 わ

つて い るか

質 問 の意味 を Fl解

して い るか

友達 の 意 1と を しⅢ

か り llllい て ヽヽ うか

質 問 の 意味 を理 解

して い るか

友 達 の 意 見 を しづ

か り聞 いて い るか

友 達 に ri tt σ)意 見

や 体験 を伝 え られ

て い るか

自分 な りの 感 想 が

持 て た か

友達 の fli tに 興味

をい だい て い るか

ま とめ

5分

・ 本 時 の ま とめ

本 時 に出 され た 意 見 を ま とめ る
。参 考 プ リン ト配 4f

ボ ラシテ ィア活 動 に取 り組 む 注 意

・ 主だ つた 意 見 をで きるだ

け ま とめ な い よ うに話 す
。今 後 に興 味 を もたせ る よ

うな働 きか け をす る

典味 を持 つて 読 ん

でい るか

(|)



道徳 授 業指 導案

授 業者  埋水尾  機文  印

は じめに

本校 は、平成 9年 度 、 10年 度 「東京 の教 育 21」 研 究推進 校 を受 け、研

究主題 を 「豊 かな人 FF5 Jl■ を育む教育 を 目指 しで」 とし、研 究のね らい をボ ラ

ンテ ィア意識 の醸 成 を進 め るボ ランテ ィア教育の在 り方 と生徒 の主体 的な活

動 としてのボ ランテ ィア活動 の在 り方 を探 り、他 人 を思いや り、感 謝す る心

を育て る こととしてい る。

私 iま 、 この こ とを研 究 してい くためには道徳 の授 業にバ ズ学習 を取 り入れ

るこ とで課題 にせ まれ る と考 え、授 業 を組 み立ててみた。

道徳教育の全体計画 にお け る位 置づ け
・ 本校 の道徳教育 の重点 目標  の中の

他 人の立場 に立 って考 え、行動す る態度 を育 て る。
・ 学年 の重点 目標 の中の

助 け合 い、協力 しあ う心 を養 う

お互 い を大切 にす る心 を養 う

奉仕 の心 を養 う

にあてはまる。

道徳 にお ける関連項 目

道徳の 4視 点 とそれ ぞれ の内容項 目 (文部省 )の 中翁     `
2 主 として他 の人々 とのかかわ りに関す るこ との      .
②  「人間愛、感 謝、思 いや り」 と

4 主 として集 団や 社会 とのかかわ りに関す る こ との

④  「勤労、社会奉仕 」

を 目的 に据 え、授 業 を構 成 してみた。

学年別指 導計画 にお ける指 導 のね らい
。思ぃや りの心 を持 つて人 に接す る こ との大切 さについて考 え させ 、その実

践的態度 を養 う。

授 業のね らい

・ 進 んで公共 の福社 のた めに尽 くす 態度 を育成す る

バ ズ学習の基本理念 で あ る F人 間関係 を基盤 とした授 業Jを 、ボ ランテ ィ

ア を題材 で実施す ることに よ り、相手 の立場 に立 って物 事 を考 え、仲 間の 中

に写 し出 され た 自分 を どれ だけ見れ るかを知 る→ 豊かな人間関係 の育成

ボ ランテ ィアの意 味・ 意義 をクラス皆で考 えることに よ り、生徒 が今後 の

ボ ランテ ィア活動 に主体的 に取 り組 む きつか けを作 る

。バ ズ学習 を使 うことに よ り生徒同士 の人 間関係 が深 ま つたか

・ ボ ランテ ィアに対す る意識 が以前 と比べ て醸成 され たか

実施 日及 び授 業 ク ラス

平 成 9年 11月
第 5校 時  13
2年 E組  男 子

女 子

担 任・ 授 業者

生 徒座 席 表

(夕 餓 )

本 時 の 目標

評 価

９

２
９

８
水

・

・１

・
埋

日 (水 )

5～ 14:15
名

名   計 37名  生 活 班 6 JII

尾  祐 文

10

(■ )



研犠 tム 賓増

欄
湯
卜
ｏ
犠
憫
コ
Ｎ
①
□

剛
嶽
０
難
職
ゆ
一覇
湖
麒
藤
言
い
計
ｏ
（

光
寺
マ
沖
へ
ヽ
欝
瑚
Э
む
゛
事

○

伊

覇ヽ

０

麟

爵

蒔
雌
ク
Э
颯

，
４
６
′
詳
聯
酪
華
０
難
瑳
′
鮮
野
嗜
卜
甜
岸
輯
冊
σ
野
む
館
〕
夕
伊

鑢
中
鋤
べ
か
。

鳥
Ｖ
冷
口
静
む

選
樹
醸
傑

鵡
洋
′
灘
滋
′
図
職
選
瀧
′
埓
壽
錦
騨
鉾
鈍
餃
辮
鏡
性
針
調
醐
声
漱
∈
４
′
道
３
燿

戦
母
蒲
３
か
。

Ａ
ｖ

颯

ｍ

Ｆ

む

。
十
督

郎

ヽ
Ｔ

Ｕ

驚
響

淋

悦
¶
マ
「
へ
ヽ
疎
饗
母
轟
∈
′
境
¶
て
ヽ
へ
ヽ
Ｓ
藤
世
寺
計
一
研
針
に
高
０

，
べ
鎌

ン
′
輩
覇
叫
タ
コ
゛
叫
爵
■
か
。

（
Ｕ
縣
麟

悔
焉

麟
む

渤
獅
臨
管
紛
輛
麟

置
輝

調
臨
灘
済
３
耐
辞
録
ヨ

６
′
淋
鋳
Э
計
３
Ｓ
胸
書
針
難
鸞
鉾
裁
伊
〕
館
料
か
難
聾
寺

鐵
曲
針
か
輔
響
怯
館
計
心
爵
濤
キ
理
爵
叫
か
。

「
濤
灘
Э
難
叫
詢
｝
」
覇
猟
調
器
潮
類
妙
　
一諄
轟
輝
革
鶏
汗
６

銑
『
マ
導
へ
「
簿
職
畢
欝
難
鱗
■
夕
高
伊
お
も
べ
ｅ
鑢
難
聾

骨
囀
滋

・
欝
淋
辮
喜
Ｓ
熱
聾
潔
爵
母
購
ン
か
魯
鉾
顧
躊
猿
キ
暉
峠
′
欝
諮
境
計
嘉
罫
高

亀
寺
マ
ヽ
へ
ヽ
諄
麟
高
響

６
難
３
か
汗
ψ
菫
料
か
。

「
恐
測
０
欝
鋭
Ю
一
」
覇
冷
聾
様
琳
珈
瀞
　
一町
樹
疇
繁
淋
野
σ

幹
・
撻
薄
０
覇
凝
冊
醐

購
サ
針
＞
避
癖
゛
職
針簿
鋤
中
期献
σベ

ー
ー
彙
¶
て
「
へ
ヽ
疎
響
申
番
争
声
―
―

悦
¶
て
「
へ
ヽ
韓
馨
ｅ
難
爵
鮮
灘
３
か
悦
咄
て
ヰ
ヘ
ヽ
欝
職
ｅ
Ｓ
計
づ
嶺
鉾
博
淋
○

計
書
器
針
離
響
鉾
σ
べ
０
悦
呻
マ
呻
へ
ヽ
疎
聾
ｅ
計

６
壽
き
蒲
６
・
さ
≫
母
強
事
寺
６
′

轟
翌
嗜
夕
拳
゛
叫
べ
い
。

時

，

ヽ
口
０

ミ

諄
ふ

，
絆
薄
○
覇
冷
翠
国

峙

爵鋪S癖 シ○

瀧醸3凛③

爵麟e聯覇童・≫織颯o

爵繊e灘 瀾3購謡◎

輔

一 一 ― 一 一 ― 一
―

―

―

―

―  
・

||

（
こ

光

螂

マ

導

へ

ヽ

締

鸞

○
光
も
て
沖
へ
ヽ
母
機
ン
心
菫
鶏
群

［
Φ
迦
①
画

（静
）

・
〓
通
ヾ
題

（議
）

○
時
議
か
計
蒲
悦
寺
て
沖
へ
ヽ
郵
騨

○
光
寺
マ
「
へ
ヽ
婆

（
ω
）
帝
常
ヽ
理
Ｌ
ヽ
融
ｗ
懸
け

○
鸞
薄
疎
響

○
籠
謙
ゆ
錦
響

〇
ヽ
螂
ゝ
鎌
麟

（嬰
錦
響
）

○
鸞
薄
球
颯

（
Ｎ
）
」職
甲
出
嶽
営
が
半

○
圃
甜
　
〇
簿
鷲
　
〇
繊
革
　
○
洋
妙
　
○
潜
躙
　
○
蒲
書
　
○
嘩
巌

〇
薄
料
　
○
淋
球

(3)



フ
~

層颯キ費業用す丹
2年 E組 ボ ラ ン ィ じだ 感 想 文

1 ボ ランテ ィアにつ いて

2 ボ ランテ ィア とは (意 味、意義 )

3 今 までや つて きた こ とな ど

4 思いや りについて

とい う内容 で どれ か一つ 、 も しくはい くつ かにつ いて作文 を書いてみ よ う。 とい うこ とで、以前み

な さんに書 いて も らつた作文 は、大 き く 4種類 に分 け られ る と思いま した。以下 に何人かの人 の作文

を紹介 します。み な さんは どの よ うに思い ます か。

1 よ くわか らない
。 ボ ランテ ィア とは ?・ ・・ 何 なのだ ろ う。意 味は知 りません。 そん な ことを考 えた こ ともあ り

ませ ん。 学校 の ク リー ン活動 に 1回 だ け行 つた こ とがあ ります。川 が汚れ てい るか らきれ いに し

よ うと考 えで ゴ ミを拾 つてい ま したが、あれ がボ ランテ ィアなの で しょ うか。

大人 の人はボ ランテ ィア、ボ ランテ ィア と言 つてい ます が具体的にわかつて言 つてい るので し

ょ っか ?
・ はら き り言 つてボ ランテ ィア とい うのはあま りした こ とがあ りませ ん。 ク リー ン活動や ユニセ

フ募金 くらい しかや つてい ませ ん。
・ 僕 は今 までぜ んぜ んボ ランテ ィアの経験 はあ りませ ん し、 ど うい うこ とか も知 りませ ん。 しか

し、ボ ランテ ィア をや つた こ との ある友達 に聞 くと 「楽 しかつた よ」 と言 われ て僕 も一度や つて

み よ うと思い ま した。
・ 基本的 にいい こ とだ と思 う。川 を掃 除 した り、一人暮 らしの老人宅 に訪 問 した り、み んな 「い

い こと」 を してい る。私 はそ の よ うなボ ランテ ィア活動 に参加 した こ とは無いので、 え らそ うな

こ とはい えないが、 なぜ ボ ランテ ィア活動 を しな くてはな らない状況 にな るかが気 にな る。別 に

ボ ランテ ィア活動 に参カロしな くてはい けない と言 つてい るわけではない け どそ う思 う6

実際川 の ク リ∵ ン活動 だ つて、川 に行 つて遊ぶ人 た ちが 自分 で ゴ ミを持 ち帰れ ばそれ でいい。

なのに川 が汚れ る とい うの は、 ゴ ミをそのまま置いてい く人がい る とい うこ とにな る。

考 えてみ る とボ ランテ ィアは したほ うがいい と思 うけ どよくわか らない。 ゴ ミをきちん と捨 て

る とい う簡単 な ことがで きないなんて、変だ と思 う。

人 のために
。 僕 は、 ボ ランテ ィアにつ い ては小学校 の時ボ.ラ ンテ ィア委員会 とい うのが あ り、それ を 1年 間

や りま した。 ここでは 1中 で もや つてい るよ うに古 タオルや古切 手、ベル マー ク集 め、募金 な ど

をや つてま した。

中学校 に入 つてか らは多摩川 の ク リー ン活動 です。気 づ いた こ とは思 つた以 _llに ゴミが多か っ

た ことです。

僕 は、ポ ランテ ィア とは 「人のために何 か を して あげ る J とか 「地 球 の た め に」す る こ とな ど

が ボ ラ ンテ ィア活 動 と言 つ て い るん だ と思 い ます 。

・  ボ ラ ンテ ィア は とて も大 切 な こ とだ と思 い ます 。 誰 か の た め に で き る こ とを精 一杯 や る つてす

ばらしいことだと思 う。
私は今まであまリボランティアに参加 しなかつたけれ ど、来年からは積極的に参カロしたいです。

・ 僕は以前に、ボランティア活動 として、多摩川のゴミ拾いをしたことがあります。川のまわ り

は ゴ ミが た く さん落 ち てい た け どみ ん な で拾 つ て い た の で ゴ ミは ほ とん どな くな りま した。 そ れ

が終 わ つ た時 僕 は、 地 域 の た め に役 に 立 った ん だ とい う実 感 が わ きま した。

ボ ラ ンテ ィア活 動 は地域 や 老 人 な どの た め に役 に 立 って い るの で これ か らは積 極 的 に取 り組 み

た い と思 い ます 。

3.人 の た め 、 自分 の た め
。 ボ ラ ンテ ィア活 動 を経験 した こ とは あ ま りない け ど、 ボ ランテ ィア とい うの は、 ほ とん どの 人

が言 うよ うに 、誰 か の た め に何 か の た め に働 く こ とだ と僕 も思 う。 そ してそれ は い い こ とだ と思

う。 い い こ とをす る とい い気 分 に な ります 。 僕 は募 金 を した後 に い い こ とを した ん だ な あ とす ご

くい い 気 分 に な りま した。 だ か らボ ラ ンテ ィア とい うの は人 も 自分 もい い気 分 に なれ る こ とだ と

思 つた。
・ 私 は生 徒 会 で企 画 され た 河 原 を掃 除 す る ク リー ン活 動 に参加 した こ とが あ ります 。 最 初 は河 原

の掃 除 な ん てや だ な と思 つ て い ま した。

以 前 、河 原 に遊 び に行 つ た とき、バ ーベ キ ユー をや つ た ごみ な どが あ ち こちに あ つて 、

いや な気 分 で した。 そ ん な こ とが あ つ た の を思 い 出 した の で参 加 して み ま した。

す ごく

当 日、や つぱ り河原 にバ ーベ キユー を した ゴ ミがた くさんあ りま した。変 なにおいが した り、

掃 除 を してい る ときは、や つぱ りや らなけれ よかつた と思 いま した。 で も、終わつてみ る となん

かす つ き りして、 とつて も気分 が 良かったです。 ほん と うにや つて よかつた と思いま した。
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,私 はボ ランテ ィア とい うのは、学校 で行 うク リー ン活動や 、老人宅訪 間 く らい しか経験 した こ

とがあ りませ ん。その老人宅訪 間の時、お じい さんやお ばあ さん とい ろい ろな話 を しま した。 そ

の時の老人の笑顔 が とて も'う れ しかつたです 。

ボ ランテ ィア とい うのは、 自分 か ら人 を助 けた り、喜 ばせ てあげた りす る ことでないか と思 い

ます。
卜 今 まで私 は、 「ボ ランテ ィア」 に参加 した ことが あ ります。去年 は、保 育園へ行 つて保母 さん

の手伝 い を しま した。今年 は、風 の 子祭 りの 「ボ ランテ ィア」 を しま した。 そ こではい ろい ろな

遊 び があつて、それ をク リア してい くとい うル ール で した。私 た ちは、その遊び の相手 を しま し

た。小学生 と一緒 にはな した り、仕事 が終わつた りす る と、ま ざつて遊 んだ りしま した。
「ボ ランテ ィア活動 」 をいや だ と思 わず、楽 しい こ とだ と思 いま した。 だか らこれ か らも 「ボ

ランテ ィア活動 Jを や りたい と思 います。

' ボ ランテ ィア とは 「人 を助 けた り、誰 かの役 に立つ仕事 Jの こ とだ と思 い ます。 小 さな ことで

はお年 寄 りに席 をゆず つた り、貧 しい国へ の募金 な ど、誰 にで もできる仕事 だ と思います。そ う

い うこ とが してあげ られ る人 は心のや さ しい人 です。 心のや さ しい人 ではない と、ボ ランテ ィア

とい う目的 が反対 に心 の傷 になつて しまいます。

これ か ら先 !ま お年 寄 りが どん どん増 えてい くために私達 が進 ん でボ ランテ ィア を していかな け

れ ばな らない し、お年 寄 りのためばか りだけで な く、 自分 自身 に もボ ランテ ィア を していかな く

ては心 の きれ い な人 になれ ない と思います。

ボ ランテ ィア とは何 かまだ よ くわか らない け ど、今の 日本 には な くて はな らない ものだ と思 う
い 私 は結構 ボ ランテ ィア活動 をや つてい る方 だ と思 います。 ボ ランテ ィア とい うのは 「世 のた め

人 のた め無料 で働 く」 とい うけ ど、何 とな くそ うじやないん じゃないか な と思い ます。確 かに

「世のため・ ・・ 」 か も しれ ませ んが、何 とい うか 自分 のためで もあ るん じゃないか と思 うん で

す。理 由 とい うほ どじゃない け ど、 自分 がなにか しよ うつて思 うのが大切 なわ けだか ら、 自分 が

何 も しなかつた らそれ は何 に もな らない と思 います。 自分 が何 か しよ うとす るか ら 「世のため・

・ Jに なるわ けだか ら。

ボ ランテ ィア をす ることは、 自分 のため、人 のため と考 えるのがいいん じやないか と思 います。
D私 は今 までい ろい ろなボ ランテ ィア を して きた。一つ は保育園 の手伝 い。 二つ 目は老人宅訪 問。

三つ 目は多摩川 の ク リー ン活動 な どをや つて きた。保育園 の手伝 いでは保母 さんの手伝 い を した

し、老人宅訪 間では、老人 の話 を聞い た り、 ク リー ン活動 では きたない多摩川 をきれい に しま し

た。 で もこれ つて 自分 のために もなつてい る し、人 のために もなつてい る と思い ます。

・ 私 は青梅青年 の家 でボ ランテ ィアをや らてい ます。そのポ ランテ ィアは、 12月 にク リスマ ス

会 をひ らいて、小学校 1～ 6年 生 までを集 めて泊ま りでや ります。 山に行 つてい ろい ろな ことを

した り、みん なで ご飯 を作 つた りします。それ を実行す るために何 ヶ月 も前 か ら準備 します。 ク

リスマス会 が終 わ る と今度 は、子供演射 が始 ま ります。 台本 か ら、衣装 、道具な どがすべ て手作

りです。 自分 た ちで あ らす じやセ リフを決 めて、 12月 ～ 3月 の春の子供祭 りのためにみ んなで

必死 になつてや ります。練習 は、 日曜 日ももちろん毎遍 5～ 6回 や ります。学校 がある 日はみ ん

な 6時 頃か ら集 まつて 8～ 9時 までや りますcす ごく楽 しいです。

ボ ランテ ィア と うい うの は、楽 しませ るこ とを考 えるだ け じやな くて、 自分か ら楽 しまな くて

はで きない と思 います。

私 は、ボ ランテ ィア をや る ことで、性 格 が明 る くな りま した。

人 との交流
・  5年 、 6年 、 中 1の 夏体 みに老人 ホー ムでボ ランテ ィアをや つた。普段や つてい ない こ とをや

ったので大変 だ つた。寮母 さん、寮父 さん とい ろい ろな こ とをや つた。廊下 を雑 中で拭 く、手す

りをふ く、シー ツの取 り替 え、お しば りをま く、車椅子 を直す 、食堂へつれ てい くな どな ど。

僕 lま 1週 間 くらい続 けてや るだ けで疲れ て しまつた。 これ をや るには、その仕 事 が好 きで、や

る気 のあ る人 でない と続 けるのはたいへ んだ。体 みた くなる ときもあ つた。 だけ ど、寮母 さん た

ちが とて もや さ しく、気 の合 う人が多かったので楽 しか つた。

・ 私 は夏体 み 中にボ ランテ ィアをや りま した。老人 ホー ムに行 きま した。 は じめは何 を していい

のか解 らな くてオ ロオ ロ していま した。掃除 をたのまれ てぞ うきんで手す りとか をふいてい る と

お じい さんや お ばあ さんに話 しか け られ ま した。 みんなす ごくや さしくて楽 しい人 ばか りで した。

ボ ランテ ィア とい うのは、そ こで働 い てい る人た ちの手伝 い を した りして、い ろい ろな人た ち

と交流 をす る ものだ と思い ま した。
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終わりに

この授業に続き、私の学年では英語の女性の先生が、同じ目的でバズ学習を用いて

研究授業を行つた。そして、我々の指導案を基に、 2年生全クラスがバズ学習により

授業を実施 した。学年の先生方 iま、|ま じめはどのようにしてやるんだろうとい う不安

もあつたが、実践することにより、その学習効果を確認されたようである。

具体的には、今年度我が校では、生徒のボランティア意識の醸成を図るため、「ボ

ランティアの日」を年 2回設定 した。 1回 目は地域の社会福祉協議会と連携 し、様々

なボランティアに関する日座を、市民のボランティア団体の方に来ていただき闘講し

た。生徒は自分の興味のある講座に参加 したが、その中で昨年の学習の経験のある学

年 :ま、自ら興味のある講座を選択 し、意欲的に取り組む姿が確実に見られたが、実践

していない学年の生徒は、講座名さえ理解 しづらく、特定の講座に集中する傾向が見

られた。このことにより、今年度の研究推進委員会では、全校生徒において、この授

業形態を実施する計画を進めている。

まだまだ、実銭としては数少なく、バズ学習についての理解や、方法について私自

身も勉強不足であるが、これからの時代を担 う生徒たちに、「人間関係を基盤にした

教育Jはますます必要になると考える。

本校のバズ学習に対する取 り組みも、この研究をきつかけに始まつたばか りである。

道徳以外でも、いろいろな教科で実践されるようになるために尚一層研究に励みたい

と考える。
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いきいきと自分の思しヽお表現する授業

一生涯学習につなげる中学 3年生の美術―

1.主題設定の理由

(1)生徒を取 り巻く社会的状況から

生涯学習が叫ばれている中で,今美術科としては,生徒一

人一人がどう美術と関わつていくかを考えることが大切にな

つてきている。座 り心地のよい椅子や使い勝手のいい道具 ,

一歩外に出れば,街路樹や道路標識が整備され,安全で歩き

やすい歩道があったり,日常生活の中で,知 らず知らずかか

わつている美術やデザイン.美術は,生涯を通 して感受性を

磨き自己を豊かに表現するためになくてはならないものとし

てますます重要性をおびてきている。また,今最大の教育課

題は,人が誰でも,心底にもつている独自の興味・関心・課

題意識を大事にする学習を創造することである。

美術教育の役割は,日 常生活の中から課題を見つけ出し,

それを自力で追究 し,その結果を自分流に表現すること。つ

まり,生 きていることのすばらしさに気付かせることだと思

う。

(2)生徒の実態と指導上の反省から (平成 6年度・平成 7年年度の取

平成 6年度実践内容

グラデーションアー ト
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‖  手 の 経 密 圏 物の 見 方 でデ ッサ ンの 薔 職 基 本 につ い て理解 した の で,そ の応 用 と して,何 か を持つ 手を 各 自で 4

時 間 か け て 鶴 筆 デ ツサ ン しま した。

この 2年間 (中 学 1年
02年 )において,生徒

の美術に対する苦手意識

や作品主義の意識を払拭

させ,自分の表現に自信

をもたせ ,美術を愛好す

る意欲を育てていきたい

と考え様々な授業実践を

行つてきた。その結果 ,

生徒の授業に対する興味 手の細密画

関心は向上した。 (1年時の美術の授業への興味関心度 86%か ら2年次 95%)そ こで,中
学 3年生として,学校への自分の思いを表現できる (生徒一人一人の心に迫る)授業を設定で

きないものかと考えた。また,今 までは,教師側からの課題に対して,生徒は与えられた材料

や表現分野 (絵画・版画・彫塑・焼き物・デザイン)な どの制限の中での表現であったが,生
徒が美術を通して,日 常生活の中から課題を見つけ出し,そ れを自力で追究し,そ の結果を自

分流に表現することをめざしたいと考えた。そこで,素材や制作の分野について束縛 しない課

題を考えて,静的な受け身学習ではなく,も のに積極的にはたらきかけたりする授業を実践す

ることにした。

2,研究の 目標

生徒の実態調査を通して,興味や意欲についての意識を把握 し,教材の内容を検討し開発する

とともに,生徒がより興味・関心を持ち,主体的に探究する手だてを授業実践を通して究明する。

そして,そ の中で感性を高め,自 分らしさを創造 し,互いの良さを認識 し,い きいきと自分の思
いを表現できる生徒の育成をめざす。

3,研究の仮説
「いきいきと自分の思いを表現できる生徒」を,次のような生徒像としてとらえた。
<めざす生徒像>
① 自分の身の回りの環境を把握し,感性を高め,美 しさを発見しようとする。
② 自分らしさを自覚し,自 分の思いを表現しようとする。

リヒ
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③ 互いの良さを認識し,協調しようとする。

そして,そんな生徒に育てるために研究の仮説を次のようにおいた。

<研究の仮説>
① 生徒の問題意識を解決 し,課題追究の場を取り入れた授業過程を工夫することにより,

感性を高め,美を追究する意欲を持続させることができる。

② 様々な教材の開発を通 して生徒からより多 くの美術的能力を引き出せば,生徒は自分の

作品に自信を持ち,自 分の思いを表現することができる。

③ 制作過程や鑑賞会を通 して,互いの良さを認め合う場を設定することで,個を尊重する
心を育てるとともに,自 分らしさを発見できる。

4.研究の計画

(1)過去 2年間の研究の反省をもとにした授業内容の選定

(2)授業実践

ア.「私が見つけた主役」

イ.「メモリアル 15,自分らしさの創造」

(3)考察

(4)知識面,情意画等を検討 して,生徒の変容を追い,効果的要因を探る。

5,研究の内容

(1)過去 2年間の研究の反省をもとにした授業内容の選定

2年間の授業実践により,生徒の美術に対する興味・関心は向上したように思われる。生徒
にできるだけ数多くの教材に触れさせ,そ のことにより生徒の持つている多面的な美術的素質
を引き出し,新たな創造力・感性の育成に努めてきたつもりである。

しかし,生徒にとっては,大変でも,ほ どよい抵抗感がある教材の方がやりがいがあり,達
成感や満足感が得られ,意欲が持続 し,制作に集中できるという結果が得られた。また,2年
生後半に行つた「手の細密画」の授業で絵を描 くことに自信をつけているので細密画を生かし

た授業実践で,3年間の学校に対する自分の思い,表現できる授業を試みてみたいと考え,ま
だこの学年の生徒が経験 していない版画 (ド ライポイント)を実施することにした。

そして最後に,素材や制作の分野について東縛しない課題を考えて,静的な受け身学習では

なく,も のに積極的にはたらきかけ,生涯を通 して自ら自己実現しようとする生徒が育つ授業
を実践することにした。

(2)授業実践

ア.「私が見つけた主役」版画 (ド ライポイント)

(ア )Jほ らい

13時間完了

○ 普段目立たない場所やモノに光をあてて描くことに

より,モ ノの大切さ,存在感を再認識させることで ,

個を尊重する気持ちを大切 にする。

○ 何気ない生活の場面からも美しさを感 じとる感性を

育成する。

○ デッサンカ・構成力を育成する。

(イ )研究の手たて

仮説を受け,研究の手だてとして,次の点を考えた。

手だて 1 自分なりのこだわりを持たせて,描 く場所を選定

させる。

手だて2 4つのスケッチから1つ に選定する時,何 を表現

したいかを考えさせて,決定させる。

手だて3 ドライポイントの過去の作家の作品例を示し,多
用な表現ができることを知らせる。

手だて 4 本制作 (ド ライポイント)の彫 りに入る前に,小 さいサイズの版で試 し彫 りと刷



り具合について自分なりに試して,ド ライポイントの感覚を感じとらせる。

手だて 5 明暗や立体感を表す線描きについて説明する。

手だて 6 試し刷 りは何回でもできるようにする。授業後,刷 りの為に美術室を開放する。

手だて7 作品の完成後も自分らしさを意識できるように工夫させる。

手だて8 鑑賞しやすいように,友達の作品を鑑賞するポイントを知らせる。

手だて 9 鑑賞会を開くとともに,廊下に全員の作品を展示し,互いの良さの認識に役立た

せる。

(ウ)授業内容 (学習の様子)

a 場所の選定 (1時間)

階段での写生

段・廊下・水道の蛇口・

ないモノばかりだった。

構図 (1時間)

授業の導入として,授業の題名を「私が見つけた主役」

とし,[手だて 1]今回は,自 分な りのこだわ りとして,学
校内の場所で自分 として思い出の場所 とか,普段は気がつ

かないが,モ ノとして存在感がある場所を自分な りに見つ

け,そ こに自分の気持ちを表現させるようにした。また ,

2年生の授業で習得 した細密画の表現技法を活かせる場所
。モノ選びをさせた。生徒たちは,それぞれ自分だけの気

にいった場所をさっそく選びかかつた。いつもは,仲の良

い友達 と行動を一緒にする者も,今回は一人で行動する機

会が多かつた。 4箇所選んでスケッチするということで一

生懸命だつた。選んだ場所 。モノは,ト イレ・げた箱・階

黒板消 し。ごみ箱 。ロッカー・鍵など普段は決 して描 くことの

4つ選んでスケッチ した場所から

を持つて場所を選択させることで ,

また,[手だて 2]構図については ,

いのかを考えさせて,決定させた。

細密画 (4時間 )

4時間で細密画 (鉛筆画)を 完成させるのだが,1限
目全体構図,2限目細部描写,3限 目全体明暗,4限 目

細部明暗という手順で行つた。今回,2年生で行つた「

手の細密画」で描いた部分よりもより広い部分を描 くこ

とで間違いを少な くし,描写に自信がつ くよう配慮 した。

版画の下絵であるが,こ れだけでも作品として通用する

よう心掛けさせた。 [手だて 3]線での表現だが,様々な

表現ができることを過去の作家の例をあげて示 した。生

徒は,すつか り描 くことに自信をつけ,画面を真つ黒に

するぐらい大胆に表現をしていた。描 くときの留意点と

して,光 と影についても気をつけさせ,意図的に強調 し

ても良いことを知 らせた。

ミニミニ版画 (1時間 )

[手 だて41本番の ドライポイントの授業に入る前に,ミ ニサイズの塩化ビニル版を用

意し,鉛筆で描く線とニー ドルで描 く線の違いを,実際に様々な線を引いてみてそれを

刷ることで, ドライポイントの感覚を感 じとらせるようにした。初め,今 までの版画と

勝手が違うので不安だつた生徒も,ミ ニサイズということで気軽に取 り組んでいた。こ

の時間に版画の種類についての学習も行つた。また,様々な彫 りのミニミニ版画を廊下

に掲示し,互いの作品の良さを見て,良い点を参考にできるようにした。

ドライポイント彫 り (3時間)

事前に,ミ ニミニ版画を行つたことで,ス ムーズに取 りかかっていた。生徒の中には ,

彫 りが浅い者もいた。明暗を表現するのに,鉛筆画のように面を塗りつぶすことが出来

4

1つ を選定 し,構図を再検討する。自分な りの理由

より自主的に授業に参加 していることを自覚させた。

自分がその場所 。モノを描 くことで,何を表現 した

廊下の柱の細密画

1/7′



ないので困つていた生徒もいた。[手だて 5]線描写を工夫することで明暗の変化や立体

感をつけるよう考えさせた後で,線の引き方の例を示して説明した。全体的に線描写が

少なく,輪郭線が目立つ生徒が多くいたので,線の密度を増すようア ドバイスをした。

f ドライポイント刷 り (2時間)

廊下展示風景
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もらつた。生徒も,鑑賞会の時には自分のクラスの作品しか見ていないので,他のクラ

スの所へ行つて作品を鑑賞していた。また,次の授業で「日本の美J光 と影というビデ

オを鑑賞し,今回自分たちが挑戦 した中の一つである光と影を日本と西欧の作家の取 り

組みを知ることでより理解を深めた。

(工)生徒の思いを生かす評価について

今回,「私が

選んだ主役」 ド

ライポイントの

評価について |ま ,

出来上がった作

品はもとより,

その制作に対す

る作者の思いを

組み入れるよう

配慮 した。

イ.「メモリアル 15 自分らしさの創造J6時間完了 (自 由制作)

(ア)ね らい

○ 今までの自分の成長を振 り返ることができる。

0 生活の中から課題を設定 し,自分の思いを表現することができる。

○ 互いの個性を良さとして認識 し協調することができる。

(イ )研究の手だて

仮説を受け,研究の手だてとして,次の点を考えた。

手だて 1 自分のについて考えさせる場を与える。

手だて2 プランエングがしやすいようにプリントを用意する。

手だて3 完成予想図を作成させることによリイメージを具体化させる。

手だて4 技術的な援助を行う。

手だて5 鑑賞会を行い,自分の思いや互いの良さを認識させる。

手だて 6 授業アンケー トを行い,授業を検証する。

手だて7 全員の作品を写真に撮 り,作品集を作成 し全員に配布することにより卒業後への

手がかりとする。

(ウ)授業内容 (学習の様子)

a 自分について知る (1時間)

今回の授業では,自 分に最も適 した方法で自分を表現しようということなので,ま ず

自分について考える時間を与え,今 まで 15年間生きてきた自分について振 り返ること

にした。 [手だて 1]プ リントを用意 しておき,15個 自分は～である。という文章の

中にあてはまる言葉を探 し出して記入することで,自分でも気がつかない自分を発見さ
せる。また,自 分について (性格,特徴 ,特技,他人との違い,自 分らしさ)に ついて

自分の思うままに文章を書かせてみた。初めは戸惑つていた生徒もいろいろな自分につ

いて言葉を考えていくうちに他人と違う部分や,自分らしさを見つけていつた。
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自分についてプリン ト

b プランニング (冬休み課題 )

今回は,材料や制作する

物についての制限が全 く無

いので,自 分をいかに表現

するにはどうしたらいいか

を,自 主的な判断で決めて

いかなければならない。自

由に制作できる分,個人に

かかる責任は大きく,意欲

による差が出てくる。 [手

だて 2]ま た,制作 したい

内容があっても手順や制作

方法でつまづ くことがある

ので,プランエングプリン

トで確認をし,困 つた場合

に援助ができるようにした。

プランエングを見てみると, プランニング

教師の予想を越えたアイデアが数多く見られた。

c 完成予想図 (冬休み課題 )

[手 だて3]プランエングでの全体計画だけでは,細かい部分の準備が曖昧になるの

で,事前に各自が意識を持つて材料などについても用意できるように,ア イデアが決ま
つたら,具体的な点まで記入できる完成予想図を用意した。完成予想図では,絵の上手
・下手は無く,材料や制作に際 して気をつける点など具体的に考えているかに注目した。

d 制作 (4時間)
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3学期初めの授業からいよいよ制作開始である。冬休み中にそれぞれの必要な材料を

準備してあるか,忘れ物は

無いかと心配をしたが,そ
れぞれ用意してきてお り,

普段の授業の準備の時より

も忘れ物は少なく,授業ヘ

の意気込みが感じられた。

各クラスの初めの授業まで

に課題プリントを点検 し作

業的に無理な計画はないか

を確認した。制作内容は ,

バラエティーにとんでお り,

平面あり,立体あり,様々

な材料が用意された。中に

は,家の自転車をベンキで

力1)も ‐メモ3)ァ ルを― 3́

朝●綺嘱4昭翻
の
量

麟
海ヽ

ら

予

々

な

自

寃

峰

融
豊
洋
斌
蒙

金
予
聯
露

二

壌

燿
彗
Ｌ
騨

再塗装 しようとするプランまででてきた。作業の間,どの生徒も,他との比較ではなく

自分らしさを追求し,自分独自の作品を制作 していた。 [手だて4]技術的援助という

点では,制作時にア ドバイスをする程度であつた。というのは,生徒が道具や材料につ

いてもしつかり用意し,方法についても具体的に考えてあつたので教師側があえて手を

加えて援助する必要はなかった。

e 鑑賞会 (1時間)

′イン ｀
ゝ 、

各クラスごとに鑑賞会を行つた。初めは廊下など

に展示 して学年全体で鑑賞する方法も考えていたの

だが,大 きさや材料などもまちまちなので展示する

スペースからクラスごとにした。鑑賞方法としては ,

順に前で自分の作品について発表 していく方法をと

つた。発表以外の生徒は,友達の新たな面の発見に

ついて記入 した。作品を通 して見るとその生徒の意

外な一面や普段は見せていない得意な画が発見され

,美術作品を通 して互いを見つめ直すきっかけにな

つたと思われる。

ウ. 考察

今回,「いきいきと自分の思いを表現 する授

業Jと題 して,自分 らしさを創造 し,互いの良自転車にベインティングした作品

さを認識 し,い きいきと自分の思いを表現で

きる生徒の育成をめざし,授業において様々

な手だてを考えて実践 してきた。

生徒は,版画 (ド ライポイント)の授業は

初めてなので,と ても新鮮な気持ちで取 り組

んだ。また,ド ライポイントが今までの本版

画のように,彫刻刀を使つて彫る作業とは違
い,細かい描写に適 してお り,習得 した細密

画の技術を活かすことができたのが良かつた

と思われる。授業のアンケー トからもわかる

ように,「授業が大変楽 しかつた」 。「楽し

かつた」と答えた生徒は 74%で ,「普通」

を入れると98%に もなる。また,授業に対

する意欲についても,「大変意欲的だった」
。「意欲的だった」と答えた生徒は 68%で ,

鰺

完成予想図

私 が 選 ん だ 主 役  ア ン ケ ‐一 卜 集 言 :^

1 授 業 が 楽 しか った で す か

2 授 業 に 対 す る意 欲 は ど うで した か

3 今 回 の 授 業 で 何 が 身 に つ き ま した か (複 数 解 答 可 )

4 以 前 と 比 べ て 細 密 描 写 が 上 手 に な っ た と 思 い ま す か
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「普通」を含めると97%である。このこと

から,生徒に成就感を感 じさせることが出来たといえる。また,「今回の授業で何が身に
つきましたか。Jの問いかけでは,「物をとらえる感性Jが 62%と多く,今回のねらい

である「自分の身の回りの環境を把握 し,感性を高め,美 しさを発見しようとするJこ と
が達成できたのではないだろうか。そして,「集中力」「版画の技術Jの次に「感じる

心」をあげており,互いの作品の鑑賞を通して個の特性や違い,さ らに物の存在価値を理

解することができたと考えられる。絵画 (写実描写)に 対する苦手意識を克服 しようと指

導 してきた結果,「細密描写が上手くなつたと思いますかJの間に,83%が 「思う」と

答えている。まだまだ十分ではないが一定の成果はあつたと考えられる。

次に,「メモリアル 15。 自分らしさの創

造」の授業では,今までの授業内容が教師側

からの課題に対して,生徒は与えられた材料

や表現分野 (絵画・版画・彫塑・焼き物・デ

ザイン)な どの制限の中での表現であつたが ,

生徒が美術を通して,日 常生活の中から課題

を見つけ出し,それを自力で追究し,そ の結

果を自分流に表現する。そして,素材や制作

の分野について東縛 しない課題を考えて,静
的な受け身学習ではなく,も のに積極的には

たらきかけたりする授業だつたので戸惑いを

見せた生徒もいた。授業アンケー トでも,「
授業が大変楽しかつたJ「楽しかつた」と答

えた生徒は,61%で あった。また,授業に

対する意欲についても,「大変意欲的だつた」「意欲的だったJと答えた生徒は 45%で
あ り,教師が予測 したものより下回る結果となつた。このことは,「私が見つけた主役 J

では,2年時にデッサンの指導を十分に行つてお り,基礎基本ができていたから,生徒も

自信を持つて取 り組めたのではないかと思われる。それに対 して,「メモ リアル 15,自
分 らしさの創造」では,自 由な部分が多 く,ど う取 りかかっていったらいいか戸惑いを見
せたのではないかと推測される。 しか し,「授業を通 して『 自分 らしさ』について考えた

ことや,新たに気がついたことは」という間には ,

「あきやすい性格なので最後までできるか心配だつたけど,私 も頑張ればどうにか出来

ることがわかって嬉 しい。」

「演劇をイメージしながらやつていたら益々演劇が好 きになった。J

「大ざっぱだとばか り思つていたけど,自分でもよくあんな細かい作品が出来たと関心

して しまった。」

「初めに『 自分について』書いた時に,結構 自分の色々な面に気づいた。『 自分らし

さ』は,私はいつも人と同 じことをすれば安心 していたけど,本当は人と全然違うことを

したがつていること。もつと自分を出せたらいいです。」

「何が自分 らしさなのか自分ではわからなかた。個性がないなあと思つた。」

「私は,こ の作品を思いつ く前に,自分 とはいったい何だろうと考えるのに苦労 し,友
達や家族から『 自分』について色々と聞きました。だいたい私 自身で考えていた事と同 じ

で したが,自 分が思つている『 自分』 と他人が思つている『 自分』は様々で,中 には対照

的なものもあ り驚きました。」

と様々な感想が書かれてお り,生徒それぞれが大な り小な り,「 自分」ということに考

え,新たな発見をすることができたという点では,成果があつたと考える。

工.知識面,情意画等を検討 して,生徒の変容を追い,効果的要因を探る

ここでは,Y君の変容を次の 3点から考えた。① l・ 2年のアンケー トから, 1年 の時は ,

授業が嫌いと答えているが,2年では普通に変容した。これ|ま ,本来絵を描 くことは好きだ
が,彩色が苦手と答えていたが,「物の見方Jの授業を通 して描き方を理解 したためである。

「メモリアル 15。 自分らしさの創造」アンケート集約

1 授業が楽しかつたですか

1 大変楽しかつた        15%
2 楽しかつた          46%
3 普通             27%
4 あまり楽しくなかった      6%
5 楽しくなかった         6%

2 授業に対する意欲はどうでしたか

1 大変意欲的だった        90/.
2 意欲的だった         36%
3 普通             42%
4 あまり意欲的でなかった     9%
5 意欲的でなかった        4%



1年で「かんたんな絵がいいJと 答えていたが,2年の授業の中では,「手の細密画」を一

番楽しかつたと答えている。②細密描写から,1年の時は,大まかな形 しか見れなかったが ,

段階を踏まえて練習し,描 くことにより興味と自信をつけたのである。 3年「私が見つけた

主役」では,廊下に光が差 し込み輝いている様子をよくとらえて,美的な表現である。③心
の世界から, 1年 ではなぐり描きしか表現できなかったのが,3年では,自 分の心の中を自
己表現できている。そして,最後の「メモリアル 15。 自分らしさの創造」では,自 分のち
よつと熱しやすく冷めやすい鉄のような性格をダンボールに毛糸を巻き付けて表現した。技

能的には稚拙な部分も見られるが,作品全体からは制作意欲が感 じられた。この点からも授
業実践の効果はあつたと考える。

6.研究の まとめ

(1)仮説 1について

「私が見つけた主役」では,モ ノの存在観の確認であり,価値観の見直しである。またひい

ては,個の尊重にもつながると考える。「メモリアル 15。 自分らしさの創造」では,自 由な
表現・豊富な材料の中から自分を表現するのに適したものを選択することが出来たと考える。
それぞれの授業を通しての感想やアンケー ト結果からも,生徒の問題意識を解決し,課題追究
の場を取 り入れた授業過程を工夫することにより,感性を高め,美を追究する意欲を持続させ

ることができたと考える。

(2)仮説 2について

「私が見つけた主役」では,自 分の思いを,描いたモノに代弁させる形の表現になったが ,

細密描写に集中して取 り組むことができた。また,テ ス トでの「今の自分の気持ちを表現しな

さい」の間に,そ れぞれが自分らしい表現をすることが出来た。「メモリアル 15・ 自分らし

″さの創造Jで |ま ,考察で述べたように,各自の思いを自分独自の表現を工夫しながら,制作す
ることができたように思われる。また作品が上手く出来なかった生徒においても,自分を追究
し,自 分らしさについて考えさせることが出来た。この実践により,生徒は自分の作品に自信
を持ち,自分の思いを表現することが出きるようになったと考える。

(3)仮説 3について

「私が見つけた主役」では,鑑賞会はもとより,懇談会に合わせて廊下などに全員の作品を

展示し,鑑賞してもらうことが出来た。また,生徒自ら,互いの作品の良さを発表しあい,様
々な観点から作品をたたえ表彰することが出来た。また,「メモリアル 15。 自分らしさの創

造Jでは,3年生 (227名 )全生徒の作品をまとめた作品集を製作 し,全員に配布すること
で,互いの良さ 。個性を再確認するものとし,卒業後の生涯学習への手がかりとした。また ,

授業後のアンケー トの記述からも,個 を尊重する心を育てるとともに自分らしさを発見するこ

とができたと考える。

7.今後の課題

今回の授業実践では,課題に対して受動的に参加するのではなく,自 らが意欲的に感じたこと
を,自 分なりに把握 し,自 分の思いを作品に込めて制作することであり,意識し,表現すること

であつた。そのことから,写実的な表現に自分の思いを込める「私の見つけた主役」であり,自
らを探究して,自分らしく自由に自己表現する「メモリアル 15。 自分らしさの創造」の授業実

践であった。基礎基本の上に成 り立つ授業の成果は確認できたが,今後,創造が主体である授業
をより生徒にとって成就感があるものにするには,どう授業構成を構築 していったらいいか考え
ていきたい。

10



範 £

「

里 一
…儒 網 ¥ヽ一ゝCポ曜

1゛ 島0膏郷直却製想ハWl碑中旬゛契゛O朧網理
′

【障ヤ賦V4く 4'W3Ю O賓 ぐ

ハい4←・ 悧悩恥悩響繊
=慕

Щや締騨卜碑K絣翻ヤK朴盤翻 O最綴摯
′

梓郷選嘘堀準仰卓W

l碑 O賓 0・いく←・ 総目樹伽J｀ ム」■ぐ司′
蜘 Aヾ 理罫゛くやぐ0ハい°ヽ轟膏轟真キ紳

=
伽朴代やιЮく O最籠

′
朧縫壼

′回KttEと ヽヽ一ち`膏範ツ緊悔卓νlヾ ■ 3・い米颯翠型ぐ

ЮデQ Cf壊想ハ《本田ヤ轡
=ゝ '■

慰やく卓W3ぐ°埋経や1・く壼′絲後くC緩経
′最網

で
′

や 0駅 躙 翠 や 劇 駐 ハ 膏 34袖 S′ 9膏 築 Sや や・く

=悔
膏 3く 袖 S′ 個 《 」 (｀ 二 い 一

!

へ里漱曜■岬 りヽ測週膏1°

E曇ゴ .翠紳枷瓢湘卜ЮHキ K・(=ムヽ霊CC目や′
痙鎌ギ 輝くK直

′
園直

′K艘蒸ヤせ

肛
′
榊《

′
回鵬吏勾O直饉ゝ

'司
J′ 朧網連葉覇S」熙く♯W3ヾ°

朴乖キボ絣選Ψ博
=慕

皿伽郷ヾЮ編騒炒賦継や
′
や|ト ーン築蜘ハい埋b9VくやtRell」 調駐■Ю卜

'場
で圏最C輝ツ

総絆°悔゛慰 1騒ギト慕壼
′
駆黒C朴榊築象瓢郡柵卜 「ヾ○○経倒」ヤ曝評諏

′
軍くOO

樽
=tyw築

削岬■Q翻騨朴駆Clト ーレJ′ 匈く膏
=漱

翠
′
【乖 1颯翠築ぐЮ桑や維薫里駆べ

ヾλ,■ で

'和
膏 1° 相騒せ東VPや′

軍 tO【

檬 O=雄翠伽駅冨卜岬λ
'■

で相■9V図最膏 O

pぐ 絆
°

1'Aいや・くν
′

牟職牟ヾC超目 O朧綴
′

最縫や賓■掟く望やヽ一写ヽ卜Ю司図舘く里膏ぐ
°

1ヽ0や ヽ一:ヽ 理
′

疲目 O朧籠築目島慰埋 b9

lν LЮ Oや で膏V′ (｀ 二ヽ一へC威:築 ぐ゛

゛ 1,゛゛望颯蛭JWL碑 1)司 や條Jν 3ぐ
°

維

Dν′
「腱網糧軽 中1ト ミ」ツ彎絆

° 1'C腱籠灘

軽 Cヽ ヽ一年ヽ理
′

くぐ築和部理 Lν ■碑颯択・

や 4く 像苺せ卜 3■ く蝋膏 いν3膏 1賓 (・いく
゛

゛膏ぐ望
′

郷紅朴榊ヤ■園朴榊ぐ呻3理 やO翠

C朴榊 C距 ツで
′

く距 C腱網慰壼 1颯翠後ぐS′

軍 te最網理翼目望離 3444S■ 総碑
′

朧網

築褻興 Dν ιぐヽ
'■

壼ヽ膏 3′ 司頭4卓 ν3ぐ
°

やDν′
lEE機ヽ絆朧網疑総呻司 1颯翠 O砥園築

撃 3口
′皿壌」超雛褻興築択襄悔♯Ю

′
9悩 S

ヽ

―

ヽ
や
Ｃ

ｔ

ｉ
■

ゝ

い
十

食
【
中
ぐ
緊
稲
穏

（塁

ミ
ト
中
軽
響
稲
瀧

（く
）

ゝ
―
ス
や
Ｃ

（轟
薫
）
網
濡
Ю
彎
〓
層
Ｃ
Ｃ
距
く
　
∞
ｒ国

窯

ヽ

―

ヽ
ヽ
Ｃ
讐

、
ミ



摯

園

獣

一
　

０

駐

週

榊

　

個

睡

♯

伽

　

′
ρ

園

Ｋ

司

卜

　

′

融

Ｏ

暉

　

′

′

悩

へ

　

）

砥

ヽ

経

ム

　

゛

里

濠

響

　

〉

）

爛

一
　

叔

ｃ

爪

朴

、

　

や

０

根

颯

　

響

い

築

卜

　

選

岬

欧

鞭

軒

　

燎

い

ざ

螺

　

陣

岬

駆

立

　

］

轟

ヾ

ゴ

司

Ｃ

埋

Ｄ

ゼ

′

Ｄ

や

や

司

＝

州

司

羅

耀

経

む

へ

　

塙
玉

択

掏

　

゛

や

岬

経

、

撃

ご
碑

総

　

〔
”
”

絆OW゛ `い く
゛

く題で・m゛ ゃ半中卜bHヽ K司きく口「狐 3緯椰J司ハいξ堕♯P3Ю°
ぷ

ミ駅雲く゛拇#悩 P′ コC#ゼ伽で口や絲融選択で《や卓卜
′SS里 でぐЮ朴騨選礁霧嶋

く題里せ朧0゛黛膏ニハ′K盗ヽ狐 O■EO綽 覇ぐせ梅やヽ和′
やO轟翌せ朴融埋翻慰弓い

W3゛ J絆 JV漱燭■ヾ亀`い J導褻悩卓ν3ぐ
°

■で1・で′紳駆翌RO率惚郷理睡や選択 C緊♯口3絆 トリ匈Pせ 膏V′ ミO選択司■絆トリ

司やツ和場二い°叶増膏軍ツで
′

鍵゛颯望朴RC耀 んKく ツ悔・ヾ ′
お和 い報(絲郷言|′ 圏購

C嶽黒や卜し望で駐Vゝ
'司

壌P和膏ん
°

攣 ^マ ロん膏1距躙里壼褻やRtt ι Ю質OJ′ 熱 4ヾ

里翼潮歯題築くく呻Cp総 呻°
Ⅸ憑

′
黙01漱窓・凛颯鴇製相絆錮騨ヤ春黙膏榊К導鴇覇悩

♯契S′ 輝個ニト,■ 里転い∨咽職せ
′個象C黙終最編 C■霊「翼゛畿J却朧Q絆熙報キト

トロ1ヽ 一望軽 いνム0卜 ,■ 後ヽ 1° Jく や′
翼 Clト ーレイC照報悔・で和や0口 図濠膏Cツ

ぐ絆°
羅籠 O置 J薬 J344や S′ (｀ 二ヽ一へ伽爛ぐヨ■麟や壼

′
く題里■ いν翼湘里

図載姜理書賓司で膏Dν潤」枢・で轟二:

銀圏樹ツで質■・い望
′

輝くК■熙締榊C,｀ へゝゃトーせ
′

国静ツ摯膏うでO麒響最縫
′

トヘホ 螂`岬 O釈駆調纏伽翼挙ミ司ハν暮眠J′ 19゛蝋稲里饉ポハロム絆司′硼壌望ψ

卓゛O颯像・ゃ員ヾ像望車繁Rヤ超螂築P和 総壌S′ 経奪拘卓里しV膏 絆司騒響ハ質
°

釈駆

調経司 3・い朧縫凝鞭掘黒檬 Clヤーン里案質量
=き

いな゛♯捉Cp総 絆°
やハロ場で

′
「α



潔霊黎伽撫Vで 和ツぐ絆J轟 為 C′ 賓♯゛築攣うν麒牟膏ι
′

Ⅸ濡網部 C費 1個窓 C園セ
′

想 ム蝋濡里殉゛脅慕呻司卜し里単う゛♯膏V響 呻 )ゝ司 伽駅組颯里世49捉°

f'い 19響響膏 C理肛軍煮轟事満ゴ |ぺ 1(田 #||1駅 望 llバ ーm_ヘ ッで
′

キ |卜 や一・ tヽ

Hヽ ゝ ｀一k簑 褒絆報調里喘瑯霊騨牟♯P部 悔♯響
° トリC締章ツ華懇颯膏 Cむ′

|||○くヽ

召 Cm糾榊 C´い゙ 賓卓 |く 司D口 きヽ伽Sむ膏く い質ゝ
'司

■
′%ひ Kイ C颯群鴇職卓響卜

'

司ヤ総Ю
°

ヽ黒 Cく 疑ムЮ司凝望ま紙軍望轟Ю■ 1ハい黙檬撻駐V捉 0望 ′
朴榊で最゛膏 1

く Cふ 膏 1嶽黒轟心鯨伽翼牽凝司ハロ響暖ハPl絆°
象中伽 |ツ 郡♯堕練 ^ヾ 煙象■中C'

C賓 嶋
′

ヽVC黒 ツ郡Ю司蜘 Aヾ で(悔 V膏 Ю°
煮市望理紙出伽煮申里で区ヰ J捉 く黒伽総

ν煙増
′

ヽVOく 疑3Ю 司′
目 3」 翠<望選懇颯檬懇榊鞍逸ハロ肛軍で螺綴0ま肛寧望響

絆′
響量・m煮 |く cぶくロセ瓶選で駅優 P′ 瓢rぃ く:暉や膏 1桑 伽涸゛♯口

′
謳卿選檬藤築製

相絆司や Aマ 捉
°

VS躙卜築
′

黙01事稲ヤ園纏後 |く ゛翻悩♯捉Cツ で膏V′ 騒楓黒檬 C園編で肛車象

撃霧≦L黎≦尋詰言つ
′圧逓113ミ CFヽ言網築:緊ユミ:垂決望膏絆λり司望蘇い榊″

1と

'日

日ミハロ澪編霞J日1ハ 捉Cp総 Ю°
卜膏牟

゛
′

や ^ヾ Юトリ司築
′ 119C朧灘 C距 慰薬D3(｀ ニトーヘ押翻ぐヨJ′ 熙肛築駐ポ悔♯ロ

んЮ°λ
'Q鞭

縦里蜀Ю鰹牟響DC轟錮殉^ご ぶ駅榊JでポJν ヤ榔01で Cツ で膏くい質

Cツ 総Ю° 3卜黛Jハ ロや′
装轟J契眠最 C最籠 C証望

.薬 D3(｀ 二ヽ一ヽ
′

暮黙膏くく

やs伽翻ぐ轟D tt Cで「睡やRJツ ぐЮ築
′

朴騨ヤ翠踏」でぐ゛♯膏3漱Ktt H(ミ 年一

司#暇築3Ю ν総。ハい°

卜,C蜀 ^い 星半中卜bHλ KC田を掛やRセ
′

力1賽皿導温ギミ里斌ハν
′

輝Kハ ロやE3司 で1ぺ 膏 1°

著選望連
′

く距せ司 いν絣騨卜Юλ)■ で終滞ツぐS″ 田をや卜絆卜
'司

で欄滞Ψ総絆°
やハν

′

総戴や卓煙:「 回ヾ
′

熙和訃 C絲甲翠R望軽 いν翻相口LЮ Cp増 膏 L(° 柵榊で l`C弓 ^い

鷲1目を1桑 ゛灘:卓 Ю卜
'■

築や相膏 1ツ ιЮ°

朧灘 Cヽ ヽ-1｀ く゛′

“
>い 19置亜 3漱曜勲継 いνで弓ハい°瀧経灘経ヤiト ミ調瀧縫運くE

中iト ミ桑゛′
翠 Jで 軍押睡ιt9VCt。ハいく

゛
針増膏導電＼＼卜Rぐ煮皿」鴇む縛く椰 C

44:慕 心ツ総絆°
卜膏牟゛r l'9で「卜1卜 気年一ミJ」 捉ヘル又゙ ♯Юく榔継轟中1ト ミヤぐ

S′ ・7aハい19で「ミト纂JCく脚堀゛中1ト ミツぐЮ°
「卜 l卜 気年一ミ・ ヤ1ト ミJヤ 壼

′
ば

淡キや C導継選‐Xざで回響 J:縫懺神 卓絆質0′ く縛 C,継く鳳二Kく 一K望 で製悩:費 3′ 卜｀

気 年 一 ミ C断Ⅸ C葛 ハいJや ヾ撻 毒卜苺ハ ロ樽 響 Dい 0な 縛 ■■〆いで Cpぐ 絆
°

や ギ 築唱 Ч P

電
′

卜ヽいへC黙弊伽涸撃整l憔い 口LЮ 司ぐ膏悔黛絆■スい望膏 9質 °

や単」鞍0「 ミトЪ 。中i卜ぶJ卜で
′

｀継膏メざヤ単運伽瓢 い質くヽ壌掟ベト軍輝稼黎

卜ヾ司′
卸RIll C溝蒸0■ 卜＼ニミやくミニ壌補認畿‖卜ヾ司軍泰道

=悔
♯ν和質

°
kl C載きくEや調票コ司卜Ю

卜、1卜 やK連嶽磐゛ハV′ ヽVCく ヽC誅犠や■代ツ和択■で■ぺ′
Ⅸパでや卓壼純番耀



p壼 膏ムトリ判裏最゛尋ヾ弓ハい
=膏

0質°

や卓や卓C【置」総絆朧籠マヽ一tヽ や筆ムPで 絆司′
やハVf′ ■卜気格一ミC、 、一

Lヽ 里 1部卜OCツ 総ぐ
°

9悩 心′ L01欅 響(｀ ムトーヘ壌ツ相口
′

くヽ嶋優簑霊駐むぐ

。口3vミ ト黎 Pで 膏ムOツ 総絆
°

や ^ヾ 口ぐ卓む
′<題 C【顧築卜 |卜 気年一ミツ

′
腱経嶋

装轟」νlν で
′

襲やRC司 整ハムく距桑
′

撃昧 C■ 」メざ Cミ ト黎伽轟製卜絆トリ司膏勾

膏でく Lν lC卜
'■

ツせ響く0,い
°

1卜単」Dν つ′
く距 C CttC撃昧■ま翠 O輝くHN C

=里

′("経膏鞍使
=漱

後総ヾトリ司里理爆亜J口 弓tCツ む膏桑0ハいく
゛

駆
=‖

ロ
.l,t'11[r

|ミ籠■■争む熾
一一純網中調や卜裏1ふ0献翼1

つ

】
Ｎ

９
１
Ｃ
択
選
春
ぐ
３
ぐ
３

つ
選
長
Ｃ
ム
Ｋ
ヽ
翌
長

¨
ｍ

ヽ
―
ヽ
ヽ
Ｃ
準
嚢
壼
劇菫

，

く

ヽ
―

ス
Ｖ
Ｃ
沢
朴
却
継
最
　
Ｎ
Ｆ図

榊
窯
橘
ｖ
゛

６

卜
ｏ
■

〓

″に
一一。
匡
）

ハ

ー

ヽ

Ｋ

く

ゝ

ヽ

い

壼

い

′
ハ

ー

ヽ

Ｋ

洋

薫
〓

磋

ヽ

攣
朧
Ｃ

ユ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
キ
Ｈ
Ｃ
勲
　
ｏ
図

…
　

　

…
…
。Ю
■
総
柚
聴
熟
測
同
Ю
ξ
）
「颯
他
溢
属
郷
」
嶋
縄
鵬
′縄
最
Ｏ
〓
£
黙
職
′い
職

叔
郷
桑
翻
争
撻
楚
里
距
Ｃ
縣
叫
測
憮
翠

′ぺ
拍
）
籠
熙
濫
溜
瑚
椰
掟
リ
ー
。Ю
柚
〕
節
円
日
姦
同

知
゛
紀
耳
Ю
）
叔
ぬ
ゼ
渾
■
瓢
↑
轟

♂
せ
い
０
輸
〕
肛
ｏ
ｏ
ｏ
Ｎ
。叔
Ｄ
稿
■
回
匡
∞
ｎ
卜
超
十
′Ｅ

∞
駄

ヽ
Ｋ

′肛
含
Ｎ
ヘ
ミ
ノ

／
■

一
椰
゛
胆
個

，
雰
ぶ
Ｒ
肛
歯
煙
慰
Ｃ
ｖ
測
卿
蝋
Ｄ
暇
Ｃ
鞣
川
―
‥

Ｏ
Ｉ
∽
Ｚ
一工
∽
＜
夢
⊃
Ｘ
Ｉ
∪

（為
春
碁
ま

◆
〓
書

・
灘
□
）
代
絲



'鶴パ教積鮨 与 :Cab01 tβ輩魏 )

制
度
上
の
相
違

こ
こ
で
は
ニ
ュ
ー

・
サ
ウ
ス
・
ウ

ェ
ー
ル

ズ
州
に
所
在
す
る
あ
る
小
学
校
の
事
例
を
も

と
に
、
「
テ
ー
マ
科
目
」
な
い
し
は

「統
合

科
目
」
と
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
総
合
的
学

習
の
様
子
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
教
育
、
と
り
わ

け
義
務
教
育
は
州
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下

に
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
日
本
の
よ
う
に
公
教

育
が
国
の
直
接
的
な
管
理
下
に
お
か
れ
、
全

国
で
ほ
ぼ
均

一
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
履
行
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
異
な

っ
て
、
州
あ
る
い

は
地
区
教
育
委
員
会
の
方
針
、
個
々
の
教
師

の
能
力
や
創
意
工
夫
、
地
域
社
会
の
特
徴
な

い
し
文
化
的
構
成
に
よ

っ
て
、
き
わ
め
て
多

彩
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
執
り
行
わ
れ
で
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
校
で
は
、
わ
が

国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
形
式
の
教
科

書
は
、
あ
ま
り
見
か
け
る
こ
と
が
な
い
。
日

本
で
は
、
無
償
配
付
さ
れ
る
教
科
書
と
そ
れ

に
準
拠
し
た
教
師
用
指
導
書
に
よ

っ
て
、
具

体
的
な
指
導
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
は
こ
う
い

っ
た
形
で
の
教
科
書
や
指
導

書
と
い
う
も
の
は
な
く
、
い
か
な
る
内
容
で

授
業
を
進
め
る
の
か
の
決
定
は
、
個
々
の
学

校
や
教
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
「

そ
れ
で
は
、
教
師
は
何
に
も
と
づ
い
て
授

業
を
組
み
立
て
る
の
か
。
そ
れ
が
、
い
わ
ば

『
学
習
指
導
要
領
』
に
相
当
す
る
ポ
リ
シ
ー

（
基
本
方
針
）
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー

・
サ
ウ
ス

・
ウ

ェ
ー
ル
ズ
州
の
教
育
委
員
会
が
発
行
す

る
、
小
学
校
の
教
育
目
的

・
教
育
理
念
を
示

し
た
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は
、
こ
の
ポ
リ
シ
ー
を

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
主

な
学
習
領
域

（
教
科

）
と
し
て
、
①
国
語

（
読
む
、
書
く
、
話
す
、
聞
く
、
文
学
、
ド

ラ
マ
、
国
語
以
外
の
言
語
）
、
②
算
数
、
③

科
学
と
技
術

（
理
科
）
、
④
人
間
科
学
と
環

境

（
社
会
、

一
般
宗
教
と
道
徳

）
、
⑤
創
造

性
と
美
術

・
工
芸

（
音
楽
、
美
術

・
ク
ラ
フ

ト
Ｘ

⑥
保
健

・
体
育
と
個
性
の
発
達

（
保

健
、
体
育
）
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
学

構湾短◆南山大学文学部教授

オーストラリア鍾おける
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一眈

習
を
通
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
し
ン
能
力
、

探
究
能
力
、
表
現
能
力
の
三
つ
の
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
（図
１
参
照
）。

こ
れ
ら
の
能
力
を
各
教
科
と
の
関
係
で
言

え
ば
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
国
語
、

探
究
能
力
に
算
数
、
理
科

（
科
学
）、
社
会
、

表
現
能
力
に
保
健

・
体
育
、
音
楽
、
美
術

・

ク
ラ
フ
ト
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、

実
際
に
は
一
日
本
で
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

教
科
が
常
に
独
立
し
て
教
え
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
し
ば
し
ば

一
つ
の
科
目
が
複
数
の
領

域
に
ま
た
が

っ
た
統
合
科
日
、
テ
ー
マ
科
目

と
し
て
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

教
師
の
仕
事
は
、
担
当
ク
ラ
ス
の

一
年
間

の
授
業
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
れ
に
も

と
づ
い
て
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
に
あ
た

つ
て
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム

の
目
的
、
理
念
、
留
意
点
と
い

っ
た
基
本
方

針

（プ

ロ
グ
ラ
ム

・
ポ
リ
シ
ー
）
も
明
記
さ

れ
る
。
優
秀
な
教
師
は
、
い
く

つ
も
の
プ

ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
改
訂
を
加
え
な
が
ら
授

業
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
指
導
プ

ロ
グ

ラ
ム
は
、
い
わ
ば
教
師
た
ち
の
職
務
上
の
財

産
で
あ
り
、
転
勤
の
際
に
は
、
自
ら
の
プ

ロ

グ
ラ
ム
を
携
え
て
新
し
い
学
校

へ
移

っ
て
い

く
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
る

視
察
官
は
、
実
際
の
授
業
を
観
察
す
る
だ
け

で
な
く
、
指
導
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
適
否
に
つ
い

て
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

教
師
の
昇
進
時
の
重
要
な
査
定
資
料
に
も
な

る
の
だ
。

筆
者
の
知
る
Ｍ
小
学
校
で
は
、
教
師
が
授

業
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
際
の
∧
理
念
ｖ

と
∧
留
意
点
∨
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

スυ
。

＊

す
べ
て
の
子
ど
も
の

″欲
求
″
に
見
合

っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
す
る
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

の
要
求
を
満
た
す
よ
う
な
包
括
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム

は
、
指
導
書
に
載

っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
教
師
が
個
々
の
子
ど
も
の
要
求
に

敏
感
に
な
れ
ば
、
特
定
の
子
ど
も
の
た
め
に
設
け

図 1 授業のめざす3領域
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ら
れ
る
短
期
的

・
長
期
的
な
目
標
は
、
文
書
化
で

き
な
い
に
し
て
も
、
教
師
に
は
見
え
て
く
る
で
し

ょ
つヽ
。

た
だ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
教
師
に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
た
活
動
と
、
発
達
を
援
助
す
べ
き
技
能
と
の

パ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

″
マ
ス
タ
ー

・
プ
ラ
ン
〃
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

す
べ
て
の

「読
む
と
い
う
活
動
」
は
、
そ
れ
自

体
が
独
立
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
実

際
そ
う
あ
る
べ
き
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は

社
会
的
な
存
在
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
全
体
や
グ
ル
ー

プ
状
況
で
の
他
者
と
の
相
互
作
用
を
通
し
て
、
多

く
の
こ
と
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

特
別
な
援
助
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
は
、
発
達
に
即
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
個
々
人
の
継
続
的
な
評
価
が
、

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
確
実
に
な
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

Ａ
留
意
点
ｖ

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の

「目
標
」
は
、
学
校
の
ポ
リ
シ

ー
と
し
て
定
め
ら
れ
た

「目
的
」
を
補
う
も
の

で
あ
る
こ
と

・
指
導
方
法
と
教
材
は
、
子
ど
も
の
学
習
能
力
に

見
合

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
何
ら
か
の
達
成
結
果
を

示
し
う
る
こ
と

ｏ
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
そ
の
勉
強
で
進
歩
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
う
る
こ
と

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
領
域
で

の
体
験
を
調
和
さ
せ
、
統
合
さ
せ
る
こ
と

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
は
融
通
性
を
も
た
せ
る

こ

と

ｅ
す
べ
て
の
指
導
は
、
現
在
発
達
し

つ
つ
あ
る
実

際
の
技
能
の
文
脈
で
行
わ
れ
る
こ
と

・
き
ち
ん
と
し
た
評
価
手
続
き
を
確
立
す
る
こ
と

＊

テ
ー
マ
学
習

「太
陽
」

そ
れ
で
は
、
二
年
生
と
三
年
生
の
混
合
ク

ラ
ス

（
こ
れ
は
子
ど
も
の
発
達
段
階
を
考
慮

に
入
れ
た
ク
ラ
ス
編
成
で
あ

っ
て
、
わ
が
国

の
過
疎
地
で
見
ら
れ
る
複
式
学
級
と
は
異
な

る
）
を
担
当
し
て
い
る
Ｓ
先
生
が
、
あ
る
年

の

一
学
期
の
大
部
分
を
使

っ
て
実
施
し
た
、

統
合
テ
ー
マ

『
太
陽
』
に
も
と
づ
く
授
業
を

見
て
み
よ
う

（図
２
参
照
）
。

『
太
陽
』
の
授
業
は
、
九
週
間
か
か

っ
て

取
り
組
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
学
校
全
体
で

行
う
共
通
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
除
い
て
、　
一
学
期

間
の
ほ
と
ん
ど
の
授
業
が

『
太
陽
』
の
テ
ー

マ
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
図
２
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で
の
具
体
的
な
課
題
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
時
間
割

に
沿

っ
て
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、

こ
れ
は

「読
み
」
の
授
業
、
次
は

「作
文
」

の
授
業
、
と
い
う
よ
う
に
別
々
に
行
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
毎
日
の
授
業
が

『
太
陽
』
に

か
か
わ
る
学
習
と
し
て
流
れ
て
い
る
。
本
を

読
ん
で
そ
れ
を
も
と
に
話
し
合

っ
た
り
、
時

に
は
そ
の
印
象
を
絵
に
描
い
た
り
…
…
、
と

い

っ
た
具
合
い
に

「読
む
」
「話
す
」
「美
笙

の
時
間
を

一
度
に
盛
り
込
ん
だ
り
す
る
。
課

題
を
細
切
れ
に
つ
な
げ
る
の
で
は
な
く
、　
一

つ
の
活
動
が
あ
ら
ゆ
る
課
題
の
達
成
に
結
び

つ
く
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
「　
一
日
の
ほ
と

ん
ど
を
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
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で
き
る
の
で
、
時
間
に
し
ば
ら
れ
る
と
い
う

感
覚
は
生
ま
れ
よ
う
が
な
い
。
『
太
陽
』

に

取
り
組
む
に
し
た
が

っ
て
、
教
室

の
中
は

『
太
陽
』
に
ま

つ
わ
る
単
語
や
文
、
本
、
子

ど
も
た
ち
の
書
い
た
絵
や
作
文
、
ク
ラ
フ
ト

な
ど
が
、
天
丼
か
ら
窓
、
壁
、
棚
と
所
狭
し

と
飾
ら
れ
る
。
教
室
の
雰
囲
気
は
、
ま
さ
に

『
太
陽
』
に
満
ち
満
ち
て
、
子
ど
も
た
ち
は

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
『
太
陽
』
を
見

近
に
感
じ
、
考
え
た
り
調
べ
た
り
す
る
よ
う

に
な
る
。
こ
う
し
て
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
刺

激
に
富
ん
だ
環
境
が
整
え
ら
れ
る
。

Ｓ
先
生
の
授
業
案
に
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
探
究
、
表
現
の
三
つ
の
学
習
領
域

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

「技
能
」
と

「態

度
」
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
チ
ェ

ッ
ク
す
る
リ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
∧
説
明
す
る
∨
技
能
や
∧
対
比
す

る
∨
技
能
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
探

究

・
表
現
領
域
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
日
標

と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
態
度
的
な
目

標
に
は
∧
協
調
性
∨
Λ
自
己
批
判
Ｖ
∧
独
創

性
∨
∧
問
題
解
決
∨
∧
忍
耐
力
∨
と
い

っ
た

項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

「技
能
」

や

「態
度
」
目
標
は
、
認
知
的
な

「知
識
」

や

「理
解
」
と
い

っ
た
目
標
と
同
等
、
な
い

し
は
そ
れ
以
上
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
と
に

か
く
、
い
か
に

「技
能
」
を
発
揮
さ
せ
る
か
、

い
か
に

一
個
の
人
間
と
し
て
社
会
の
中
で
自

己
を
高
め
て
い
く
か
を
、
日
常
的
な
場
面
で

の
体
験
を
通
し
て
学
ば
せ
る
こ
と
が
授
業
の

目
的
な
の
で
あ
る
。

教
師
は
実
際
に
子
ど
も
た
ち
の
周
り
に
あ

る
具
体
的
な
課
題
で
、
「も

の
を
見
る
目
」

を
養
お
う
と
す
る
。
こ
の

「目
」
を
持

つ
こ

と
に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
自
身
の

力
で
知
識
を
増
や
し
、
身
に
つ
け
て
い
く
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図 2 テーマ
颯
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歴史学習の学びを確かなものにできる子どもの育成
一 学 ぶ :意欲 が T葛 ま る 覇凝 現 1活 動 を「I歿 り Aれ た

総 合 的 な 調 べ 学 習 を 通 し て 一

春日井市立牛山小学校

小 川  治
1 はじめに

「生きて働く力」の育成をめざし,1995年以来,地域を素材にした調べ学習の研究に取り組んで

きた。そのなかで,子 どもが,将来,そ の力を自分のものとして活用し,社会に主体的にかかわる
ことができるようになるためには,学びをさらに確かなものにすることが必要であり,そのための

手だてとして表現活動が有効であることがわかつた。

表現活動は子どもに自分の思いや考えを表す喜びや満足感を与える。何らかの形で表したり発表
したり話し合つたりする活動は,友だちの考えと自分の考えを比較したり,対象物を見直したりし
て,自 分の考えを確かなものにできる。そこで,調べ学習のなかにより豊かな表現活動を積極的に

取り入れ,それをさらに総合的な学習に発展させれば,子 どもは進んで学習を創 り上げようとし,

その結果,学ぶ意欲を高め,一人学びの力を育て,学びを確かなものにすることができると考えた。
また,歴史上の人物や文化遺産などからの歴史の学びは,こ れからどう生きるか価値判断を追ら

れたとき,本当に生きて働く力になるにちがいない。

以上の観点から「歴史に学ぶ」調べ学習の場で,表現活動を重視した子ども主体の学習活動を深

く研究していかなければならない。

2 研究の目標
「表現活動Jに焦点を当てて,歴史の学びを確かなものにできる子どもの育成について研究する。

3 研究の仮説

①小学校の歴史の調べ学習において,②子どもの思いや願いを表現できる様々な活動と③個
に応じた指導を取り入れ,調べ学習をより総合的な学習にすれば,④子どもは共磨きの学習を

活発に展開し,自 分の学びを確かなものにすることができるであろうL

4 研究の方法・,・ 略

5 研究の内容

(1)調 べ学習及び表現活動の再検討を行い,研究構想を立てる.

ア 子ども主体の学習をめざし表現活動を柱にした総合的な調べ学習の研究構造図を作成する。

イ 調べ学習と表現活動のねらいを段階的・継続的に明らかにする。

ウ 表現活動を柱にして,他教科・他領域にわたり教育課程の見直しをする。
工 表現活動の場面・方法 。目的を示した単元計画を作成し,それをもとに授業実践する。

〔2)授業実践のための具体的な手だて

ア 表現活動を柱にした授業案の作成をする。

イ 段階的・継続的な授業実践をする。

ウ 子どもが「学習を倉Jり 上げる」授業展開をする。

(ア)個 のこだわりを率直に表す様々な表現方法の活用

(イ)一 人調べをもとに個のこだわりを生かした複線型の学習 (第 2段階)

(ウ)話 し合い活動の積極的活用による共磨きの学習の実践 (第 2・ 3段階)

(工)フ ィール ドワークを生かした表現活動の導入 (第 3段階)

(オ)創 作活動による学びの育成
工 学びを確かなものにする表現活動の有効性を,自 己評価や相互評価で調べ,明 らかにする。

(3)授業実践

第 1段階 「卑弥呼J ～新聞作りから一人由へ二

【目標】表現活動の目的を明確にした鯛べ学習を通して一人学びの力を育てる.
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吹き出し。イラストで個のこだわり

を率直に表し,学習課題に育てる

クイズと拡大図をもとに,班の話し合い

活動で個のこだわりを学習課題に育てる

紙芝居作りの複線型学習で,調べ

る意欲や子どもの学びを高める

卑弥呼の学習の前に「もし無人島で暮 らす としたら。 J

とい うテーマで調べ学習をし,漫画に表 し発表 した。そ し

て,世の中がどう変わるか予想を吹き出しに書いた。

第 3時は班で複線型の調べ学習を始め,まず,一人調べを

した。調べたことを紙芝居で表す ことを知 らせ,第 4・ 5時

第 1・ 2時で予想を確かめるための一人調べを行い「卑弥呼Jの登場が,く にの平和と深くかか
わつていることを知り,どんな人物であるかに興味を示 した。さらに,卑弥呼の想像図を見て「卑
弥呼のくにづくり」にこだわりを強くした。このように,個の予想を確かめたり,想像図を活用し
たことで,子 どもはこだわ りを持つて一人調べを行い,それを学習課題に育てることができた。

新聞作りで一人学びの力を身につける 人物名の入つた新聞作 りをすることを知 らせ,第 3時
から始めた。「卑弥呼,邪馬台国の女王に」などをテーマに,図書室のエジソンルーム (調べ学習)

で,郷土資料などを活用して調べ学習 (一 人調べ)を開始した。イラス トや吹き出し。卑弥呼への
インタビュー・ 自分の考えを書き,新聞のレイアウトも考えた。こうした卑弥呼へのこだわりを追
究する新聞作り (一 人調べ)を通して,子 どもは一人学びの方法を徐々に身につけた。また,卑弥
呼がたつた一人で平和な世の中にすることができた不思議な力についてもつと調べたいと思 うよう
になり,劇で発表したいという声があがつた。

劇化で一人学びの力を育てる 第 7時は一人劇で演 じる劇作 りを始めた。 「壱与Jの立場で卑

弥呼の時代を振り返る場面や卑弥呼の力が強かつた時代を思い出す場面を考え,自 分で調べたこと
や話し合いで知ったことを生かしたシナリオを作つたり,貫頭衣や占いなどの小道具を工夫して作
つた。そして,第 9時の発表では,意欲的に調べたことを演じた。

最後に書いた卑弥呼への手紙で,子 どもは自分の持った疑間を卑弥呼に問いかけ,卑弥呼の平和
に対する努力に共感 した。また,現代の問題についても考えることができるようになつた。
く実践 1を 終えて》子どものこだわりを学習課題に育て「新聞作 り,一人劇」という明確な表現活

動を示したことが,子 ども主体の学習を活性化した。イラス トや吹き出しの活用,新聞作りや劇作
りのための衣装・小道具・シナリオを考えるなかで,個の一人調べが深まり,子 どもは学ぶ楽しさ

を味わい,学ぶ力を伸ばした。それが,一人学びの力を育て,卑弥呼の不思議な力について,さ ら

に深く追究することができるようにした。

第 2段階  「天皇中心から貴族の世の中へJ～紙芝居からゲーム作リヘ～

【目標】個のこだわ.り を生かした表現を
=夫

・実践するなかで,軍を中心に互いに考えを磨き
合い,歴史の学びを確かなものにする。

第 1時は東大寺の大仏・遣唐使・寝殿造 りなどの拡

大図か ら疑間に思つたことを発表 した。そのなかで古

墳や大仏が大きいこと,貴族の屋敷がすばらしいこと

などに気がつき,争いが減 り,平和な世の中が訪れたのではないかと考え「どのようにして国が平

和になつたか。」とい う視点から奈良・平安時代をとらえることになつた。

第 2時はその時代の人物をクイズで知り,概略を一人調べした。鑑真が渡航に何度も挑戦したこ

とに興味を持つた子どもは「鑑真はなぜ日本に来ようとしたのか。J,藤原道長が娘を次々と天皇

の后にしたことに興味を持つた子どもは「道長はどのようにして政治を動かしたのか。Jこ だわり,

それらをもとに班を作 り,鑑真や道長をさらに調べた。鑑真班では「いつ目が見えなくなつたか。」
「何度も苦難を乗 り越え,日 本で仏教を広めようとしたのはなぜか。Jに ,道長班では「天皇の力

はどうなつたか。J「道長はどのようにして力を蓄えたか。」にこだわつた。それらを話 し合 うな
かで,互いの考えを知り,個々の疑間を学習課題に育てた。そして「苦労した鑑真」「道長の秘密」

という班の課題を設定し,肖像画と吹き出しでクラスに伝え,それらを追究するなかで,自 分の学

習課題を解決しようと考えた。

は紙芝居の内容を話し合つた。鑑真が来日の決意を固めた場面・第 1回 から第 5回までの苦難の場

面 。来日成功の場面 0日 本での努力の場面・鑑真の死の場面を考え,イ ラス トを書いた。

第 6時からの紙芝居作りでは,表紙に遣唐使船と苦悩する鑑真の姿を表すことにした。だが 「そ
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れだけでは鑑真の苦労が十分表現できない」 「鑑真は中国で大切な人物だつた」 「嵐に見舞われた

ときの気持ちを表 したい」など,子 どもそれぞれの思いが違つたので,それ らを話 し合い,鑑真の

気持ちを表す工夫 として,場面ごとの鑑真の表情 とセ リフに気をつけるようにした。また,ペープ

サー トを活用 1ノ た り,劇を取 り入れた り,背景画を書 くことも考えた。

第 9時か らの背景画の作成では遣唐使船による日中の交流を表 し,劇の

シナリオ作 りでは苦難で苦 しむ姿,日 が見えなくなつた姿など,様々な場

面で鑑真の書悩がわかるようにした。それを第 12・ 13時 の紙芝居で発表 し,

見る側は発表意欲や工夫・ 学んだことが生か されているか評価 した。

一人調べをもとに班を中心に複線型の学習を進めるなかで,シナ リオ・

場面・背景画・劇など紙芝居作 りの工夫について互いに根拠を持つて話 し

合い,友達のこだわりを共有して,遣唐使や鑑真のことを深く追究した。さらに,劇化により,調
べている人物への思いが一層強まり,子 どもは調べる意欲を高め,学びを確かなものにした。

子の政治の理想が後の世の平和の基礎になつたこと,聖武天皇班や行基班は仏教の教えが人々の心

をまとめたことなどを自信を持つて発表 した。これ らの発表を聞いて 「鑑真J班の子 どもも自分が

調べたことからだけでなく,多 くの歴史人物から,仏教の広が りが国の平和 と深 く関係 しているこ

とを理解 した。そ して,話 し合いを深めるうちに,誰 もが,飛鳥から奈良・平安 とい う時代の移 り

変わりと仏教 とのかかわ りに気がついた。

テーマをもとにした話し合い活動 (共

磨きの学習)が歴史の学びを深める

ゲームを作る学習が

歴史の学びを育てる

一人調べから学習課題に切実感

を持ち,調べ活動を意欲化する

地域の歴史 (鷹来工廠)調べで聞

き取り調査活動の意識を高める

第 14時 では個のこだわつた人物調べを基礎にして 「国

の平和Jについて学級で話 し合つた。聖徳太子班は,大

第 15時 で今までの学習を楽 しみながら深めることはできないかと発 Fnlす

ると,ゲーム作 りを考え,第 16・ 17時にすごろく 。人生ゲーム・ かるた 。

夏休みの自由研究で 「戦争調べJを し,第 1時でその発表を

した。そのなかで,戦争を仕掛けたのが 日本であつたこと,原
爆で大きな悲劇が生まれたことをA・Bつ た。原爆の悲劇に興味を

パズルなどのゲームを作つた。 「歴史人物パズル」を作つた班では,どんなパズルにすると楽 しい

か話 し合 うなかで,肖像画のパズルだけでは調べたことが生かされていないのではないかと考えた。

そ して,そ の頃の歴史事象も一緒に書 くことで,歴史の学びを高めていった。

ゲーム大会では,大仏作 りの大変 さをすごろくの一回体みで表 した り,人生ゲームのこまに歴史

の人物を活用するなど,それぞれの班がゲームを工夫 した。このゲームを作る話 し合い活動を通 し

て,子 どもは,楽 しみなが ら学習を振 り返 り,一人調べや班活動で得た歴史の学びを育てていつた。

く実践 2を 終 えて〉紙芝居作りを目標に,様々な場面で班の話 し合い活動を行つた。そのことが ,

共磨きの学習を活発にし,歴史の学びを確かめながら学習を進めた。複線型の学習が意欲を高め,

調べ学習を積極的にした。ゲームを作る学習を行つたことで,楽 しみながら歴史の学びを育てた。

持つたので,そのパネルを見せると,全員が,なぜこんな酷い戦争が起きたのか調べたいとい う気

持ちを持つた。そこで「川が燃えた」 (総理府)を読ませ,第 2時で戦争について自分の課題 を調
べた。 くらしへの影響に興味が高ま り,戦争 と国民生活のことを調べたり, 日本兵に処刑 される人

を見て,怒 りとショックを受 }す , 日本が海外で行つたことを調べたりした。

第 3時は一人調べでわかつたこと (ぜいたく禁止や配給制度,中 国侵略や強制連行の事実か ら加

害者 としての日本)を発表 した。また,友達の発表から地域に軍需工場があつたことを知った。こ

の夏体みの戦争調べや原爆・沖縄の悲劇, 日本の侵略行為から,戦争への怒 りが沸き上がり,戦争

調べの気持ちを高めた。また,地域に戦争にかかわる事実があつたことや:自 分 と同じ年齢の子 ど

もの生活に大きな影を落 としたことを知 り,戦争について調べたいとい う気持ちを一層高めた。

第 4時は市の体育館やプールがある場所の戦争中の様子を

イラス トで描き,ど うしてこの地域に軍需工場が建設された

のか疑間を持つた。 「鷹来工廠」 と呼ばれていたことを教え,誘致の理由・製造武器・従業員数
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第3段階,「戦争と国民生活」フィールドワークから創作劇作リヘ～

【目標】学級の話し合い活動を活性化・深イヒし,歴史の学びを生きて働く力に育てる。



面積を調べた。そのなかで,1943年 に軍の工場 として建設されたことや春日井市が軍需都市として

成立したことを知り,悲 しみを感じ,工廠や戦争当時のことを詳 しく調べたくなつた。

第 5時は鷹来工廠に焦点を絞り,一人調べを深めた。工廠で働く人の生活に興味を抱いたが,図

書資料だけでは解決できなかつたので,今 までの学習で手がかりを知る方法はないか助言したとこ

ろ,戦争体験者が地域に残つているのではないかと考えた。一方,自 分の調べたことを発表するだ

けでは満足できない子どもには,調べを生かした 「鷹来工廠Jの劇作りを提案した。しかし,今 ま

での一人調べでは十分な資料が揃わないことに気づき,聞 き取り調査をしようと考えた。

第 7・ 8時は「調査カー ド」にもぃて話 し合つた。 「働いていた人の一日はどうだつたか。」

「どんなものを食べていたか。」「空襲の様子はどうか。Jな ど鷹来工廠のことを調べたいと考え

た班 「学徒J「女生徒J「隣組」という言葉に関心を寄せた班など様々であつたが,それぞれの子

どものこだわりが解決できるように,地域の民生委員の協力を得て,鷹来工廠で働いた方,青年団

長を勤めた方,当 時,女学生だつた方など5人 に話を聞くことになつた。こうして春 日井市の成立

や鷹来工廠のことを知り,身近な地域の歴史の事実を発見したことで,地域の歴史に対するこだわ

りを強めた。また,個 に応 じた支援をしたり「劇化」という目標を明示したことが,追究意欲を高

め,主体的に聞き取り調査をしようとする気持ちを生み出した。そして,子 どもは,自 分の目や耳

で,直接,戦争について確かめたいという気持ちを強く持つた。

られていたこと,父親が戦地へ行つたことを聞き,戦争の被害を一番受けたのは一般の人々である

ことを知 り,戦争は絶対 してはいけない行為であることを痛感 し,第 11時からの壁新聞作 りでまと

めた。第13時の発表では 「欲 しが りません,勝つまでは」 「鬼畜米英Jな ど戦争を扇動する標語に

驚きの声が上がった。 この間き取 りで,子 どもは戦争を身近な問題 として見直 し「戦争」を深 く考

え,学習の意欲化につながつた。また,戦争反対のメッセージとして劇を演 じようと考えた。

聞き取り調査が歴史の事

実を見直す力を育てる

劇作りで話し合いを活性イLし ,

歴史の学びを確かなものにする

第 9・ 10時 は戦争体験聞き取り調査に出かけた。鷹来工廠の第 2工

場で働いていたこと,夜勤のこと,工場に鬼畜米英という標語が掲げ

第 14時 は劇の題を考えた。班での話 し合いを学級の話 し合い

に広げた。 4班の題 (長 くて厳 しい戦争)がはつきりしていい

2班の題 (KTお じいさんの大変な戦時生活)は何か楽しそうな感じがする, 3班の題 (戦争中の

人々…。)は戦争の内容を自分たちで考えた感 じが出るなどの意見が出た。また,人物名の入つた

題がよいのではないかとい う考えも出た。これらをまとめて題を作ろうと提案すると,当時,英語

が使えなかつたことにこだわり「長くて厳しい戦争～KTフ ァミリーの体験～Jと いう題を考えた。

場面作りの話し合いでは「国民生活」「一日のくらし」「青年団の一日」「鷹来工廠」 「終戦の

頃の生活Jを考え,登場する家族は,様々な立場から戦争をとらえるために大家族を想定した。主

人公の年齢は,戦争をより身近な問題として考えるために自分たちと同じ年頃にした。各班でシナ

リオ作りを始め,班で作つたシナリオを学級で検討 し合つた。 「青年団の一日」では赤紙が来たと

きのことを検討した。青年団の人から見ると,出征する人の家族の思いはどうだつただろうかと発

問すると「とうとうJ赤紙が来たという言葉よりも「ついにJと いう言葉の方が,そ のときの家族

の気持ちに近いので1ま ないか,家族の悲しみが伝わつてくるのではないかと考えた。 「終戦の頃の

生活Jでは鷹来工廠で終戦を知る場面を検討した。そして,当 時の天皇が人々にとつてどんな立場

であつたか思い出させて話 し合 うようにした。それらを参考にして班でシナリオを考え直した。そ

の話し合いを通して,子 どもは当時の思想や教育・戦争の惨禍,女学生の悲惨な気持ちなどを理解

した。シナリオが出来上がり,意欲的に劇の練習や背景・小道具作りに励んだ。どの場面でも,当

時の人の気持ちがわかるように演じようと支援した。鷹来工廠の班は 「上官はもつと厳しい口調で

言お う。J「働く人を指導 しているように演技 しよう。」 と,青年

団の一 日の班は「出征する兵士の悲壮感が表れるように大きな声で

言お う。」 「みんなで日の丸を作つて万歳をしよう。Jと ,終戦の

頃の生活の班は天皇の言葉を受け止める場面を「泣きじゃくる人・

立ち尽くす人・あきらめきれない人を演じよう。Jと 話 し合つた。

これ らの話 し合いで互いの考えを磨き合い,戦争について考えを深
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めた。また,音響や小道具・服装などを工夫して,誰 もが当時の人の気持ちを理解しながら劇を演

演じ,子 どもは考えをより深めていつた。見る側も「戦争は酷かつたんだ。」と評価 した。

戦争の原因を話し合い,現実を知

ることで未来に生きる力を育てる

第18時は戦争が起きた原因をクラスで話 し合つた。 「日本

が大陸に進出した。」 「教育や情報 も被害の拡大をした。」

「軍部の力が強大になつた。」など,子 どもなりに戦争の原因を理解し,現在の平和を守らなけれ

ばいけないという気持ちを強く持ち,どのようにして今の平和が成立してきたか調べようと考えた。

第19時で戦争の悲劇があつたにもかかわらず,今 も世界各地で紛争が起きている事実を知つた。

そして,難民や飢餓の問題にも気がつき,悲 しみの気持ちとともに怒りの気持ちを持つた。こうし

て子どもは自分なりに未来の地球のために何ができるか考え,こ れからの自分に生かそ うとした。

く実践 3を 終えて〉戦争について,身近な鷹来工廠を調べ,戦争体験者への聞き取り,Ell作劇作り

をした。そのことが戦争調べを意欲的にした。そして,劇の題を決めたり,シナリオを作つたりす

る話し合い活動で,子 どもは考えを磨き合つた。さらに,戦争の原因を考えたり,現寒の世界の事

実を知つたことが,平和への努力やこれからの生き方を考えさせることにつながつた。

(4)仮説の考察

ア ①について 歴史学習において,調べたことを様々な形で表現したことは,子 どもに学習

の喜びを与えた。そして,実践 3の ように,地域素材で調べたり,フ ィール ドワークで確かめて,

それを表現したことは,最も,歴史の調べ学習に有効であつたと考えられる。

イ ② o③について 学習課題作りから調べ活動,ま とめの新聞作りや劇化・ゲーム化など,

単元を通して表現活動を行い,子 どもが,想像力豊かに学習を創っていくことができる「創る学習」

を続けた。また,複線型の調べ学習をしたり「戦争と国民生活」の単元で,子 どもの考えが行き詰

まつたときに助言をしたり,個に応 じて聞き取 りの相手を探し出した。このように表現活動をもと

に個の考えを大切にした「創る学習」を展開したことが,今までの調べ学習を,さ らに発展させ ,

より総合的な調べ学習にしたと考えられる。

ウ ④について 一人学びの力の育成から,班の話し合い,学級の話し合いによる共磨きの学

習へと,段階を経て実践を積み重ねた。そのなかで,子 どもは,歴史事象を多面的に見ることがで

きるようになり,新聞・劇・ゲーム作りなどに歴史の学びを取り入れ,自 分の学びを育てていつた。

さらに「戦争と国民生活」を学習した後,歴史学習が未来のためにあることを知つたと考えられる。

6 研究の成果と今後の課題

(1)子 ども主体の学習をめざした研究構造図を作成し,表現活動や調べ学習のねらいも明らかに

し,他教科・他領域にわたり教育課程の見直しをして授業実践をした。そのなかで,子 どもも教師

も,表現活動を通 して,歴史の学びをどう変容させたか確かめながら学習を進めることができた。

(2)子 どもの願いを知り,個に応じた支援をした。また,子 どもの一人調べを重視 し,個のこだ

わりを率直に表わして学習課題に育て,そ れを表現方法を明確にして複線型で調べ学習した。

このように,単元を通して,表現活動を柱に,子 どもが学習の主役になるよう支援 しながら「創

る学習」を進めたことが,個 を生かした総合的な調べ学習につながつた。

(3)地域素材で調べたり,フ ィール ドワークで確かめたことが,子 どもの目の高さで歴史を考え

ることにつながり,歴史の事実を見直すきつかけとなつた。それを表現することで一人一人が,歴

史の学びを深めた。さらに,現実の問題を知り,原因などの話し合いをしたことで,子 どもは歴史

の学びを自分たちの未来に生かそ うと考えるようになつた。

(4)新聞や紙芝居作りのために自分の考えをまとめ,話 し合つたことは,歴史の学びを確実なも

のにした。また,倉1作活動を通して,話 し合つたり共同作業をしたりしたことは,共に考えを磨き

合い,歴史の学びを一層確実なものにした。

表現活動に焦点を当て,歴史の学びを確かなものにする子ども主体の学習について研究を進めた。

その結果,表現活動を柱に単元を通して「創る学習」を行い,総合的な調ぺ学習を,さ らに発展さ

せることで,子 どもは「生きて働く力」を確かなものにし,未来を考える力を育てると確信 した。

今後は,こ れからの社会に進んでかかわり,行動を起こす子どもの育成を目指すための新たな研

究に取り組みたいと思 う。
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1995年  調査・体験活動の力を育てる社会科学習
～段階的な学習過程を工夫して～

1996年  産業学習に主体的に取り組む児童の育成
～やる気を継統し,学ぶ喜びを感じる調べ学習とその支援を通して～

1997年  歴史学習の学びを確かなものにできる子どもの育成
ぶ意欲菫:高 まる表現活動を取り入れた :学習を通して～

編料資
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第3段階 自己の考えをり1職 に持ち,歴史の学びを生きて鋤く力に            1

《 そのための表現活動のねらい 》
第1段階 目的を持つた表現活動が楽しくできる。
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資 瀞扁 3フっ"書

総合的な調べ学習にするための教育課程の見直し (例,戦争と国民生活・ … 22時間完了 )
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編料資

ね ら  し 鋤 主な表現活動 学習形態と方法 F百の

(調ぺ字習)自分の疑間にこだわりを持つて追究
できる一人学びの力 (方法)を身につ:することが
できる (課題作り。調べ方 。まとめ方 。表し方
上量童の仕方など)
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複線型学習

掛け図に子どもの思いを書いたり、
力)ら個のこだわる人物探じや疑間見つけにつなげるようにさせ
る。そして、肖像画を書くことで子どもの意欲を高めようにす
る。   1
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分の考えや思いを率直に表現すことができる。
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(達成)戦争中の天 両々
くなかで、当時の人 の々悲しみや苦しみを表現活
動を通してより自分のこととして感じ、三度と戦
争の悲劇を起こしてはならないことを深く理解で
きる。
(表現)個のこだわりを生かした調査カードを自
分で作成し、調査・見学活動で調べ考えたことや
感したことを個性豊かに表現することができる.

311作劇の台本作りで話し合 麟ヽ活動を積極的に行
い、表現活動を自分の考えを深める手だてとして
活用すること力
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きる。
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を前にして (思い出をシナリオに,7
1年間め思い出を振り返り,短い劇にしようとすることができる。

気持ちや様子がよく表れるようにはなすことができる。
シナリオの書き方を理解することができる。

クラス討論会 (ミ ニ討論会)1時間
自分の主張がよく伝わるように,話 し合うことができる。

社会 戦争と国民生活 5時間
戦争によつて,国民に大きな犠性を強いたり,他国に大きな被害
を与えたことが理解できる.

平和で豊かな国をめざして 2時間  .
犠 文靭 から,戦徴の日本が,民主的な改革を進めながら

国際社会に復帰していつたことが理解できる。
わたしたちのくらしと憲法  1時間
世界の平和と日本の役割 2時間

世界の平和を築くために日本が果たしている役割について理解で
きる。

図工 絵に表したい物語  2時間

好きな場面を選び,その情景を表すことができる。

道徳 この朧ま世界の財産です 1時間
国際適視野に立つて人類の平和のために貢献しようとする意欲を

高める。

特別活動 (図書)

ファイル資料の作り方 1時間
新聞3雑誌。写真などを資料としての千1用法を理解し,学習に役立
てることができる。

百科事典のオ1用  1時間
百科事典の構成を理解し,日常の学習に進んで役立てることがで
きる。

ノートの取り方 1時間
必要な箇所を早く見極め,内容を要約してノートにまとめること
力:できる。

単元を通し
て,表現活
動を柱にし
た調べ学習
を続けるこ
とで,身に
つ|ツい 各ヽ
教科のねら

総合的な調
べ学習にす
るために必
要崎さ顧舗罰を

争雨
2時間

戦争調べのフア
ィル作りの仕方

夏体み課題 戦争フアイル

戦  =暑  と
国   民   生   活

蒸
l輪

第 2時世界大戦

弟Z沢
3噸

番目井市のほ

と鷹鬱棋J]蒙

かわら取rFり と元
表

第3次
2時間

フィールドワー

クの調謄カード
絨

学習カー ドの作瞑

(班による話し合
ヽヽ渤 )

2嘲 フィーノレドワー
ク

間さ取り調査の記
録 (写項ト メモ・

月夢J雷1)

J躙

6時FEl 戦争の劇作り

1時間 戦争原因の退及 グラスの話し含い

活動

2時間 示釆の世界 を言

える
未釆莉聞年ワ

4

個

の
学
び
を
確
か
な
も

の
に
で
き
る
総
合
的
な
調
べ
学
習

の
ね
ら

い
と
そ

の
た
め
の
表
現
活
動

の
ね
ら

い
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編料資

第 6学 年 3組 社 会 科 学 習 指 導 案

平成 9年 10月 23日 (本 )第 2時限

指導者  小 川  i白

: 単  元 戦争と国民生活              i

2単 元観

(1)本 単元でll,戦争が国民に大きな犠性を強いた り,他国にも大きな被害を与えた りした

事実をう1究する。その活動から,披害者としての立場の日本と加害者としての立場の日本

が理解できるよ うになることを目的 としている。

また,こ うした歴史の学びを確かな もの 1こ し,生 きて働く力とす るために ,一 人学びを

基礎に した共磨きの字習を深める話 し合い活動を意欲的 ・意図的に行 うことも目的として

(2)原 爆や沖縄の占領など,戦 争について子 どもたちはテレビや新聞などを瓶 してよくITに

している。また ,最近では ,従軍慰安婦や沖縄米軍基地の問題など数多くの問題が人々の

関心を集めている。そ うしたなかで ,夏 体みの課題として r戦 争 1について調べた。その

謝べ学習が ,戦 争についての子どもの関心を高くし,も っと詳 し<調べてみたいとい う気

だが.戦 争の事実は知つたが ,原因について深く考えた り,現在や今後の世界 7・ 租につ

いて追発することがあまりできなかつた .ま た,被警者 としての日本については強 く思い

を祥せたが ,加害者としての日本について意識することができなか つた。

(3)F戦 争 Jの一人調べから「軍需都市としての春日井市の成立 Jに関心を持たせ。そのこ

とか ら地域にある「鷹来工康 Jに 目を向けさせたい。そ して,地 域の人々への同 き取 り調

査から戦争について生きた資料を集めさせたい。

また,それをもとに した劇作りを目標に したシナ リオ作りや戦争の原因を追求する話 し

合い活動を通 して :身近な地域を素材に子どもたちの日の高さで戦争について深 く考えさ

そして .一人一人が多面的な見方・考えを持ち,未来社会に生きるために自分はど うし

たらよいか ,子 どもたち一人一人が 自分の考えを身につけるように させたい。

3 目 標

{1)地 域の調査 ,見学活動やそれをもとに した話 し合い活動をはじめ とした表現活動を通 じ

て,子 ども一人一人が自分の疑間を解決 した り考えを深めた りすることができる。そ して ,

互いの考えを32め 合いなが ら,共に考えを磨き合い ,確 かな ものにすることで生きる力を

(2)戦 争中の人々の生活を子 どもが自分の手で還求 し,自 分な りに理解してい くなかで ,当

時の人々のな しみや書 しみ を表現活動を通 してより自分のこととして感 じ,三度 と戦 争の

憲劇を爆こしてはならないことが深 く理解できる。

(3)戦 争の 1%績 の 見学 `調査 =戦争体験者の話の間き取 りやそれをもとにした卿1作 劇の シナ

リオf乍 りの話 し合い活動 を,子 どもが自分の問題を自分自身の手で まとめた り自分の考え

を確かめた り深めたりする手だてとして積極的に活用することができる。

4 指導計画 (22時間完了 )

第 1次 (3時 間 )15年 戦争

第 2次 (3時 間 )軍需都市春日井の誕生と庶来工廠

第 3次 (14時日 )r長くて厳 しい戦争～木下 フアミリーの体験ヽ
J

第 1・ 2時  調査の目的 を話し合い ,調査カー ドを作成する。

第 5・ 6時  調査の la「 果をまとめる。

第 8時  調査をもとにした制作りのための計画 を立てる (1),
第 9崎 〈本時 )調 査をもとに した劇作りのための計画を立てる (2).

第 12時  学級の話 し合いで ,班で作成 したシナ リオの枚11を行い,作 り直す。

課  タト 劇の発表の準備をする。

第 13時  劇の発表をする.

第 14時  戦争の原因やこれからの社会について話 し合 う。

第 4次 (2時 間 )未 来社会を♂|る .

5 本時の指導

(1)日   標 0 調べたこ とをもとに して ,「 長くては しい戦争～本下フアミリーの体験ヽ」

の制作成のための計画 (場 面の設定 )を 立てることができる.

0 場面の設定のための話 し合い活動を積極的に行い,それを通 して互いの考

えを深め合 うことがで きる .

(2)準  備 教 学習カー ド,フ ラッシュカー ド,ベープサー ト

児 学習フアイル

1 前LrFの 確認をする。

ミリーの体験」の劇を作る計画を

'目 的は…。

・ 作るためには …・ 題 主人公・

登場人物 '場 面・シナ リオ '背景

○  「 長くて厳 しい戦争～本下 フア

ミリーの体験 Jの劇の場画設定を

△ どんな場面を減 じるか話 し合つ

て決めよう。 ′

3 剛の場面を話 し合いで決める。

(2)いつの場面にするか考える。

△ 何月何日の場面にするか考えよ

・ 8月 14'15日

(3)自 分が苺1に したい場面を考え。学

場画を劇に したいか自分で考えて

' 鈴木助成 さん (2班 )

戦争の始ま りと料戦

鷹来工廠と空襲

資本|の配給
″ 富田鉄夫さん (3班 〕

青年国の仕事

女学生の生活

毎日の食事

持攻

・ 小川金 ヒさん (4班 )

鷹来工腋の仕事

防空ごうと空襲

兵隊へ行つて

父の餞1兵

鷹来工廠

地獣の日々

(4)班の話 し合いで自分たちの演 じる

。 鈴木助成さん (2班 )

・ 宮田飲夫さん (3班 )

・ 石河照子さん (1班 )

・ 小;ll金 七さん (4班 )

ム 班の演 じる場面 を話し合つて決

′ 鈴木助成さん (2班 )場画○○

 ヽ 宮田飲夫さん (3班 )場面〇〇

石河照子さん (l rJE)場 面○○

,小 川金 ヒさん (4班 )場面00
・ 後藤一さん (5班 )場 画00
△ llEの 演 じる場面の内容をくわ し

く考えよう。
, 鈴木動成さん (2班 )内 容○○

・ 富 lll飲 大さん (3班 )内 容○○

・ 石河照子さん (1班 )内 容○○

・ 小‖1金 七さん (4距 )内 容○○

(5)学 級で劇の場面 を話 し合 う。

△ 班で決めた輩1の 場面 とその内容

・ 石:島 I照 子さん (1班 )

鈴木助成さん (2班 )

・ 富田飲大さん (3班 )

, 小川金七さん (4班 )

△ 班の発表を目iいて,場面の内容

について,意見交換をしよう。
・ 父がl「・兵するときの気持ちがわ

か F● ようにしてはしい。
・ 齋年目のことについて知らない

。 当時の生活の様子が食べ物を通

・ 後藤さんから聞いてきたことを

たくさん演してはしい。

だけでなく,楽 しみについても教

(3)劇の場面構成を考える。
△ どういう順番に班の場画を並ベ

たら,「 長くて厳しい戦争～木下

ファミリーの俸験～」の劇が出来

上がりますか。

学習のまとめと次時の予告を目く。

○ 本時の学習のまとめをする。

O 次時は,具 体的な場面について

班でそれぞれの登場人物やシナリ

0 劇作りの目的といつの場面を作るかをも

う一度確認させる。

聞き取 り調査をもとにして ,劇にした

い場画を自分な りに考えることができた

か。          (観 察 )

○ 班長が中心 となつて順番に発表させる。

○ 下前に場面を諄いたカー ドをIIEの 中央に

llt示 するように指示する。

0 班全員のカー ドを見なが ら,同 じサえを

まず猛理 し,その後 =誰の考えた場面がい

いか全員に関 くように指示する。

○ 一つの場面に決ま らない場合は,時間 lll

に劇をまとめることができるか考えさせ ,

場面の数を決めるよ うに指示するが 1で き

るだll場面の数は親 らせたい。

o 場面が決まつたら,そ れを具体的にどん

な内容にするか自分のカートを参考に個人
で考えた後.話 し合わせる。

○ 発表で きるようにみ んなで協力 してフラ

ッシュカー ドに記入させる.

班で助|す合つて場面を決めることがで

きたか。     (机 闘指導 )

o l llIか ら順に場面と内容をベープサート

を活用して発表させる。

○ 憲凡交換のために,ltl客について良いと

思ったところや直した方がい

「

と考えたと

ころを学晋カードに書きながら,発表日11

くよう指示する.

o 以たような場面が出たときは話し合い ,

班の独自性が出るよう言葉がけをする.

0 積極的に議し合い活動が進むように字習

カードを活用するように助言する。

○ 発表を重して誰を中心にした場面になる
のか気づかせ,多 面的な見方のできる劇の

構成になるよう工夫させる.

調査活動や一人調べをもとに劇の場面

や内容についての話 し合いに積極的に参

(机 問指導・発表 )

○ 圧の場面を検3・Iす るなかで,時間の経過
とともに劇 JJr進 むように,フ ラッシュカー

ドの並べ替えを行い ,一 つの毒Jと して完成

ねらいをもとに して劇にしたい場面 を

自分の学びを生か して話 し含いながら決

めることができたか。  (自 己評価 )

学110‐ 卜
‐

早鶴の議し全

学:力
‐卜

｀

し:、 :

○ 劇 ll‐ りを通 してどんなことを伝えたいか  4
再確13さ せる。                ′

0 本I.7の 鰈題や劇作 りの手順 ;目 的を黒板

0 5班 In成なので ,5場面を作ることを知

○ 菫来工廠が空襲を受けた日が終戦の前日

であることに気づかせたい。

そして ,そ の日の場面を癖1に し。応Iの 発

表後に行 う戦争に対する話 し合いにつな :ザ

○ 学習カー ドを活用 し1班の話 し合い活動

を中心に学習を進めることを知:ら せる。

○ 劇に したい場画を理由とともにカー ドに

記入し,発 表 しやすいように工夫させる。

○ 地域への同き取り調査をもとにした劇作

りを通して,一人一人が戦争に対する考え

○ 課外で ,班の代表が話 し合いを持ち ,311

作劇のね らいや場面設定などについて再度

確かめさせ ,班のシナ リオ作りにつなげる

9 -一

○ 自己lT‐価表を記入させる。

|°暑I][IIi:iIIIIII皇
貧奮:
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夏体みの戦争調べ

戦争新聞 :

作りを :

しよう

春日井市の成立を調べよう

鷹来工廠について調べよう  実践3

聞き取り調査に行こう
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写轟榊 `

劇を書1ろ うと思うけど`どんな題にしたらいいだろうか。

班で相談してみよう。
1班は「石河さんのくらしJがいいです .

2班は「本下おしいさんの大変な戦時生活」となりました,

3班は「戦争中の′へ々 a.・ Jです。
4班は「長くて厳しい戦争1です。
5班は「戦時中の厳しく苦しい生活」になりました。

班の意見を参考にふさわしい題にするにはどうしたらいいですか。

題に「人の名前Jを 付けたらどうだろう。

自分たちの調べた人にこだわるといい題ができないよ。

劇の内容のときに調べた人を中心にづ■■:ユ いヽ。だから,名前はいらないよ。

名前が付いた方が一つの劇らしくなつていいのではないか.

今の話し合いをもとにもう‐度班で考えてみよう。

2・ 3・ 4班の題をうまくまとめて自分たちの劇の題を決めていこう。
3班の人々という言葉は僕たち=ヽの本下君を使つてみようよ。
賛成 .

2班と4班の考えをまとめたらいいので1まないから

大きい題に小見出しをつけたらいいのではないかを ,

「長くて厳しい戦争～本下おしいさんの体験～」はどうだろうか。
当時は英語を使えなかつたから,そのことをあえて題に取り入れたらどうだろう。
いい考えだね。
しゃあ,本下おしいさんでは「」rく ,本下フアミリーにしようよ。

賛成 .
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t 終戦ではどんなことを知らせたらいいだろうか。
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